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添
付
の
際
の
償
金
請
求
権
に
関
す
る
一
考
察
（
三
）
直
井
義
典
（
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
）
目
次
は
じ
め
に
第
一
章
フ
ラ
ン
ス
法
第
一
節
民
法
典
の
添
付
規
定
第
二
節
所
有
権
留
保
小
括
（
以
上
、
二
一
号
）
第
二
章
ド
イ
ツ
法
第
一
節
民
法
典
の
添
付
規
定
第
二
節
ベ
ー
ル
の
見
解
小
括
（
以
上
、
二
二
号
）
第
三
章
日
本
法
１
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
第
一
節
添
付
規
定
の
成
立
過
程
第
二
節
学
説
第
三
節
判
例
・
裁
判
例
（
一

ま
で
、
本
号
）
第
三
章
日
本
法
本
章
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
添
付
の
際
の
償
金
請
求
権
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
す
る
。
第
一
節
で
は
添
付
規
定
の
成
立
過
程
を
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
か
ら
た
ど
っ
て
い
く
。
次
い
で
第
二
節
で
は
民
法
典
の
添
付
規
定
を
学
説
が
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
を
償
金
請
求
権
に
関
す
る
議
論
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
第
三
節
で
は
、
起
草
過
程
な
ら
び
に
学
説
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
問
題
意
識
を
判
例
・
裁
判
例
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
判
例
・
裁
判
例
の
分
析
を
行
う
。
第
一
節
添
付
規
定
の
成
立
過
程
本
節
で
は
、
わ
が
国
民
法
典
に
お
け
る
添
付
規
定
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
現
行
民
法
典
の
添
付
規
定
、
特
に
償
金
請
求
権
に
関
す
る
規
定
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
法
の
強
い
影
響
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
先
立
つ
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
な
ら
び
に
旧
民
法
典
の
添
付
規
定
に
は
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
現
行
民
法
典
制
定
の
際
に
規
定
の
体
裁
な
ら
び
に
内
容
に
大
幅
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
に
ま
で
遡
っ
て
わ
が
国
の
添
付
規
定
の
成
立
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
償
金
請
求
権
規
定
へ
の
フ
ラ
ン
ス
法
・
ド
イ
ツ
法
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
添
付
の
際
の
償
金
請
求
権
の
理
解
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
は
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
下
、
一
で
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
の
添
付
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
な
ら
び
に
立
法
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
二
で
は
旧
民
法
典
の
添
付
規
定
に
つ
い
て
、
条
文
内
容
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
と
類
似
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
説
に
よ
る
条
文
解
釈
を
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
草
案
起
草
趣
旨
と
比
較
し
な
が
ら
紹
介
し
て
い
く
。
最
後
に
三
で
は
現
行
民
法
典
の
添
付
規
定
の
う
ち
で
特
に
償
金
請
求
権
に
つ
い
て
直
接
に
規
定
す
る
二
四
八
条
、
な
ら
び
に
、
添
付
目
的
物
上
に
存
し
た
所
有
権
以
外
の
権
利
の
帰
趨
に
つ
い
て
規
定
す
る
二
四
七
条
の
起
草
過
程
に
お
け
る
議
論
を
中
心
と
し
て
償
金
請
求
権
の
性
質
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
一

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
（
１
）
案
は
、
財
産
を
取
得
す
る
方
法
に
つ
い
て
定
め
る
第
三
編
の
中
に
添
付
に
関
す
る
第
二
章
を
置
く
。
こ
の
よ
う
に
添
付
を
財
産
取
得
の
一
方
法
と
し
て
位
置
付
け
る
点
で
は
、
添
付
を
財
産
お
よ
び
所
有
権
の
様
々
な
変
容
に
関
す
る
第
二
編
に
位
置
付
け
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
立
場
と
は
異
な
る
も
の
と
言
え
な
く
も
な
（
２
）
い
。
し
か
し
本
章
は
そ
の
構
成
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
類
似
し
て
お
り
、
総
論
規
定
（
六
〇
八
条
）
に
続
い
て
不
動
産
の
添
付
（
六
〇
九－
六
二
一
条
）
な
ら
び
に
動
産
の
添
付
（
六
二
二－
六
三
一
条
）
の
二
つ
の
節
を
設
け
て
い
る
。
本
章
の
規
定
の
う
ち
で
、
特
に
償
金
請
求
権
と
関
わ
り
の
あ
る
規
定
を
以
下
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
六
〇
八
条
「
動
産
不
動
産
ヲ
問
ハ
ス
一
箇
物
ノ
所
有
者
ハ
総
テ
其
物
ニ
合
体
ス
ル
従
属
物
ヲ
以
下
ニ
定
メ
タ
ル
区
別
ニ
従
ヒ
賠
償
方
法
ヲ
以
テ
獲
得
ス
」
六
〇
九
条
「

土
地
又
ハ
建
物
ノ
上
下
ニ
為
シ
タ
ル
総
テ
ノ
築
造
植
付
其
他
各
種
ノ
工
作
ハ
其
土
地
又
ハ
建
物
ノ
所
有
者
自
費
ニ
テ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
推
測
ス
但
反
対
ノ
証
拠
ア
ル

ハ
此
例
ニ
在
ラ
ス

如
何
ナ
ル
場
合
ニ
於
テ
モ
右
工
作
物
及
ヒ
築
造
物
ノ
所
有
権
ハ
土
地
又
ハ
建
物
ノ
所
有
者
ニ
属
ス
但
第
三
ノ
人
ノ
権
証
若
ハ
獲
得
時
証
ア
ル

ハ
此
例
ニ
在
ラ
ス

植
物
ニ
関
ス
ル
場
合
ハ
第
六
百
十
一
条
ニ
規
定
ス
」
六
一
〇
条
「

土
地
又
ハ
家
屋
ノ
所
有
者
カ
他
人
ニ
属
ス
ル
材
料
ヲ
以
テ
築
造
其
他
ノ
工
作
物
ヲ
為
シ
タ
ル

ハ
悪
意
ニ
出
テ
タ
ル

ト
雖
又
之
ヲ
破
壊
シ
テ
其
材
料
ヲ
返
付
ス
ル
ニ
及
ハ
ス

又
材
料
ノ
本
主
ヘ
其
材
料
ヲ
収
去
ス
可
シ
ト
請
求
ス
ル

ヲ
得
ス
３
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但
第
四
百
五
（
３
）
条
ニ
規
定
シ
タ
ル
区
別
ニ
遵
ヒ
材
料
ノ
所
有
者
ニ
賠
償
ヲ
為
ス
可
シ
」
六
一
一
条
「

他
人
ニ
属
ス
ル
樹
木
又
ハ
植
物
ニ
就
テ
ハ
其
植
附
ノ
時
ヨ
リ
一
箇
年
内
土
地
ノ
所
有
者
又
ハ
占
有
者
ハ
之
ヲ
抜
キ
取
リ
テ
植
物
ノ
所
有
者
ヘ
返
還
ス
ル

ヲ
要
ス
但
此
外
植
物
ノ
所
有
者
ニ
損
害
ヲ
及
ホ
シ
タ
ル

ハ
之
ヲ
賠
償
ス
可
シ

若
シ
樹
木
〔
又
ハ
植
（
４
）
物
〕
ノ
所
有
者
之
ヲ
取
戻
ス

ヲ
好
マ
サ
ル
カ
又
ハ
植
附
後
一
箇
年
ノ
期
限
経
過
セ
シ

ハ
賠
償
金
額
ヲ
領
収
ス
ヘ
シ
」六
一
三
条
「

他
人
ノ
土
地
又
ハ
建
物
ノ
善
意
ノ
占
有
者
其
土
地
又
ハ
建
物
内
ニ
自
己
ノ
材
料
又
ハ
樹
木
ヲ
以
テ
築
造
、
工
事
若
ク
ハ
植
附
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
真
ノ
所
有
者
ヨ
リ
其
不
動
産
ノ
取
戻
〔
請
（
５
）
求
〕
ヲ
受
ケ
タ
ル

ハ
右
ノ
築
造
、
工
事
又
ハ
植
物
ヲ
収
去
ス
ル

ヲ
要
セ
ス
但
真
ノ
所
有
者
ハ
自
己
ノ
選
択
ヲ
以
テ
材
料
及
ヒ
工
力
ノ
代
償
若
ハ
其
事
業
ニ
因
リ
不
動
産
ニ
加
ヘ
タ
ル
増
価
額
ヲ
占
有
者
ニ
払
フ
ヘ
シ
若
シ
築
造
者
悪
意
ノ
占
有
者
ナ
リ
シ

ハ
所
有
者
ハ
土
地
ヲ
旧
状
ニ
復
ス
ル
為
メ
占
有
者
ニ
強
テ
工
作
物
及
ヒ
植
物
ヲ
毀
除
セ
シ
メ
且
此
外
損
害
ヲ
受
ケ
タ
ル
時
ハ
其
賠
償
ヲ
払
ハ
シ
ム
ル

ヲ
得
又
所
有
者
ハ
前
項
ニ
述
ヘ
タ
ル
如
ク
占
有
者
ニ
賠
償
ヲ
与
ヘ
テ
工
作
物
及
ヒ
植
物
ヲ
保
存
ス
ル

ヲ
得
」
六
二
二
条
「

第
三
者
ガ
所
有
者
ノ
異
ナ
ル
二
箇
又
ハ
数
箇
ノ
動
産
物
ヲ
其
所
有
者
ノ
意
思
ニ
因
ラ
ス
集
合
シ
テ
何
レ
ノ
動
産
物
ニ
モ
著
シ
キ
損
壊
又
ハ
減
価
ヲ
致
ス

ナ
ク
シ
テ
容
易
ニ
之
ヲ
分
離
ス
ル

ヲ
得
ヘ
キ

ハ
各
所
有
者
ハ
其
分
離
ヲ
請
求
ス
ル

ヲ
得
但
之
カ
為
メ
賠
償
ヲ
要
ス
ル

ハ
其
附
合
ヲ
行
ヒ
シ
者
之
ヲ
担
当
ス

附
合
前
ニ
係
ル
原
物
ノ
変
更
又
ハ
混
悪
ハ
損
壊
ト
看
做
ス

ヲ
得
六
二
三
条
「

二
箇
物
ノ
分
離
ヲ
為
ス

ヲ
得
ス
又
之
ヲ
為
ス

ヲ
得
ル
モ
著
シ
キ
損
壊
又
ハ
減
価
ヲ
致
シ
又
ハ
余
計
ノ
入
費
又
ハ
数
多
ノ
時
日
ヲ
要
ス
ル

ハ
何
レ
ノ
所
有
者
モ
其
分
離
ヲ
請
求
ス
ル

ヲ
得
ス
シ
テ
其
物
ノ
全
部
ハ
首
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ニ
属
ス
但
其
所
有
者
ハ
従
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ノ
損
害
ト
ナ
リ
自
己
ノ
利
得
ト
ナ
リ
タ
ル
限
度
ニ
循
ヒ
賠
償
ヲ
担
任
ス
ヘ
シ

一
物
ノ
便
益
、
装
飾
又
ハ
補
充
ノ
為
メ
集
合
シ
タ
ル
物
ハ
従
タ
ル
物
ト
看
做
ス
若
シ
此
点
ニ
就
キ
二
物
ト
モ
同
様
ノ
性
質
ニ
属
ス
ル

ハ
マ
マ
其
中
抵
価
ノ
物
ヲ
以
テ
従
タ
ル
物
ト
看
做
ス

其
他
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
各
物
ノ
首
タ
リ
又
ハ
従
タ
ル
性
質
ハ
裁
判
所
ノ
査
定
ニ
任
ス
」
六
二
四
条
「

首
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ノ
過
愆
又
ハ
欺
詐
ニ
依
リ
附
合
ヲ
為
シ
前
述
ノ
規
則
ニ
循
ヒ
其
分
離
ヲ
為
ス
可
カ
ラ
サ
ル

ハ
従
タ
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物
ノ
所
有
者
ノ
受
ク
ヘ
キ
賠
償
ハ
其
被
フ
ル
所
ノ
損
害
即
第
三
百
九
十
（
６
）
条
及
ヒ
第
四
百
五
条
ノ
規
則
ニ
照
シ
査
定
シ
タ
ル
損
害
ヲ
程
度
ト
ス

従
タ
ル
物
ノ
所
有
者
躬
ラ
附
合
ヲ
為
シ
タ
ル

ハ
首
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ノ
得
タ
ル
利
益
ノ
限
度
内
ニ
非
サ
レ
ハ
自
己
ノ
受
ケ
タ
ル
損
失
ノ
賠
償
ヲ
求
ム
ル

ヲ
得
ス
」
六
二
五
条
「
支
障
ナ
ク
分
離
ス
ル

能
ハ
サ
ル
物
ニ
シ
テ
其
中
何
レ
ノ
物
モ
他
ニ
比
較
シ
テ
其
性
質
ニ
因
ル
モ
其
品
質
又
ハ
価
額
ニ
因
ル
モ
首
タ
ル
物
ト
看
做
ス

ヲ
得
サ
ル

（
７
）
ハ
其
附
合
ニ
因
リ
組
成
シ
タ
ル
物
ハ
総
テ
ノ
所
有
者
ニ
平
分
シ
テ
其
共
有
物
タ
ル
可
シ
但
過
愆
又
ハ
悪
意
マ
マ
ア
ル
者
ニ
対
シ
賠
償
ヲ
負
担
セ
シ
ム
へ
シ
」
六
二
六
条
「

数
人
ノ
所
有
者
ニ
属
ス
ル
流
動
体
、
固
形
体
又
ハ
金
属
ノ
混
合
ニ
就
テ
モ
前
諸
条
ノ
規
則
ヲ
同
一
ナ
ル
区
別
ニ
従
ヒ
適
用
ス
但
分
離
ス
ル

能
ハ
サ
ル
原
物
同
性
質
及
ヒ
同
品
質
ニ
シ
テ
所
有
者
ノ
共
有
物
タ
ル
ヘ
キ
時
ハ
各
共
有
者
其
混
合
物
ヲ
組
成
セ
ル
自
己
ノ
原
物
ノ
多
寡
ニ
応
シ
テ
権
利
ヲ
得
有
ス
ヘ
シ
」
六
二
七
条
「
附
合
又
ハ
混
合
カ
所
有
者
中
ノ
一
人
ノ
所
為
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
他
ノ
所
有
者
ハ
自
己
ノ
物
件
ノ
優
等
ナ
ル
ニ
因
リ
自
己
ニ
帰
ス
ル
全
部
ノ
所
有
権
ヲ
受
諾
ス
ル
ニ
及
ハ
ス
亦
各
自
ノ
物
ノ
重
要
性
及
ヒ
価
額
ノ
同
等
ナ
ル
ニ
因
リ
成
立
ス
ル
共
有
ヲ
受
諾
ス
ル
ニ
及
ハ
ス
各
所
有
者
ハ
附
添
ヲ
為
セ
シ
本
人
ニ
対
シ
同
分
量
及
ヒ
同
品
格
ノ
物
若
ハ
金
円
ニ
テ
其
価
額
ヲ
請
求
ス
ル

ヲ
（
８
）
得
」
六
二
八
条
「

何
人
ニ
限
ラ
ス
他
人
ノ
材
料
ヲ
用
テ
新
ナ
ル
種
類
若
ハ
用
法
ノ
物
ヲ
作
リ
タ
ル

ハ
其
原
物
ノ
所
有
者
ハ
作
工
料
又
ハ
其
作
工
ノ
為
メ
原
物
ニ
致
シ
タ
ル
増
価
ヲ
弁
済
シ
テ
右
物
件
ノ
所
有
権
ヲ
要
求
ス
ル

ヲ
得

然
レ

作
工
ノ
価
額
著
シ
ク
原
物
ノ
価
額
ヲ
超
過
ス
ル

ハ
造
出
シ
タ
ル
物
件
ノ
所
有
権
ハ
製
作
者
ニ
属
ス
但
原
物
ノ
所
有
者
ニ
相
当
ノ
賠
償
ヲ
為
ス
ヘ
シ

又
製
作
者
カ
同
時
ニ
原
物
ノ
一
分
ヲ
供
シ
タ
ル

ハ
其
原
物
ノ
価
額
ヲ
作
工
ノ
価
額
ニ
加
ヘ
テ
先
取
ノ
権
ヲ
定
ム
ヘ
シ

所
有
者
ノ
承
諾
ナ
ク
シ
テ
原
物
ヲ
用
ヰ
タ
ル

ハ
其
所
有
者
ハ
常
ニ
自
己
ニ
属
ス
ル
先
取
ノ
権
ヲ
抛
棄
シ
テ
品
格
並
ニ
分
量
ト
モ
自
己
ノ
原
物
ニ
等
シ
キ
物
又
ハ
金
円
ニ
テ
其
価
額
ヲ
請
求
ス
ル

ヲ
得
」

こ
れ
ら
の
条
文
に
規
定
さ
れ
た
償
金
請
求
権
の
位
置
付
け
に
関
す
る
検
討
に
入
る
前
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
に
お
い
て
は
そ
も
そ
も
償
金
請
求
権
は
い
か
な
る
ケ
ー
ス
で
発
生
す
る
も
の
と
構
想
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
に
関
す
る
基
本
方
針
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
５
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こ
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
、
添
付
は
い
か
な
る
ケ
ー
ス
で
生
じ
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
添
付
の
総
論
規
定
で
あ
る
六
〇
八
条
に
関
し
て
な
さ
れ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
次
の
よ
う
な
説
明
で
あ
る
。
「
若
シ
其
二
物
ノ
分
割
カ
性
質
上
及
ヒ
法
律
上
共
ニ
為
シ
得
可
キ
モ
ノ
ナ
ル
時
ハ
各
所
有
者
自
己
ニ
属
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ヽ
所
有
権
ヲ
保
有
ス
可
ク
随
テ
附
添
物
ノ
分
割
ヲ
請
求
ス
ル
ト
同
時
ニ
之
ヲ
取
戻
ス

ヲ
得
可
（
９
）
シ
」
こ
の
よ
う
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
物
の
性
質
上
な
ら
び
に
法
律
上
の
双
方
の
観
点
か
ら
二
つ
の
物
の
分
離
が
可
能
と
さ
れ
る
場
合
に
は
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
物
理
的
な
分
割
、
す
な
わ
ち
原
状
回
復
を
認
容
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
の
観
点
か
ら
二
つ
の
物
の
分
離
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
初
め
て
添
付
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。そ
れ
で
は
こ
こ
に
言
う
物
の
性
質
上
あ
る
い
は
法
律
上
二
つ
の
物
の
分
離
が
不
能
で
あ
る
と
は
い
か
な
る
事
態
を
さ
す
の
か
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
同
条
の
説
明
に
お
い
て
「
其
ノ
集
合
タ
ル
或
ハ
形
体
上
ノ
性
質
ニ
因
リ
或
ハ
法
律
ト
公
益
ト
ノ
為
メ
破
壊
シ
得
可
カ
ラ
サ
（
１０
）
ル
」
と
き
は
二
つ
の
物
が
分
離
不
能
と
な
る
も
の
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
分
離
不
能
と
は
、
形
体
上
・
法
律
上
・
公
益
（l’in-
térêt
général
）
上
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
集
合
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
物
の
形
体
上
あ
る
い
は
法
律
上
は
二
つ
の
物
を
分
離
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
も
結
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
を
破
壊
す
る
の
が
公
益
上
の
理
由
に
よ
り
適
当
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
二
つ
の
物
が
分
離
不
能
と
な
る
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
公
益
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
所
は
な
い
が
、
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
を
存
続
せ
し
め
た
方
が
分
離
す
る
よ
り
も
交
換
価
値
が
高
ま
る
こ
と
で
そ
れ
が
社
会
的
な
利
益
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
指
す
も
の
と
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
物
理
的
に
は
分
離
可
能
で
あ
っ
て
も
公
益
上
の
理
由
の
み
か
ら
元
の
所
有
者
に
よ
る
取
戻
が
認
め
ら
れ
ず
添
付
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
分
離
が
形
体
上
・
法
律
上
・
公
益
上
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ
っ
て
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
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合
が
成
立
す
る
と
い
う
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
公
益
に
基
づ
く
分
離
不
能
を
原
状
回
復
を
否
定
す
る
事
由
に
含
め
た
結
果
と
し
て
、
物
理
的
な
性
質
の
み
を
考
慮
す
る
よ
り
も
、
付
合
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
添
付
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
次
に
そ
の
効
果
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、添
付
に
よ
り
新
た
に
生
じ
た
物
の
上
に
共
有
が
成
立
す
る
か
否
か
を
全
く
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
附
添
ニ
依
リ
テ
他
人
ノ
物
件
ヲ
獲
得
セ
シ
者
ハ
其
附
添
物
件
ノ
本
主
ニ
賠
償
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ハ
敢
テ
弁
ヲ
待
タ
サ
ル
所
ナ
（
１１
）
リ
」。
こ
の
よ
う
に
、
添
付
が
認
め
ら
れ
る
と
そ
の
効
果
と
し
て
償
金
請
求
権
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
添
付
の
成
否
と
償
金
請
求
権
の
有
無
と
は
全
く
同
一
の
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
以
上
が
総
論
で
あ
る
。
以
下
で
は
各
規
定
の
内
容
を
順
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
は
不
動
産
と
動
産
と
の
付
合
に
関
す
る
規
定
か
ら
検
討
す
る
。
六
一
〇
条
・
六
一
一
条
は
、
不
動
産
所
有
者
の
所
為
に
よ
る
添
付
の
成
否
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
六
一
〇
条
は
不
動
産
の
所
有
者
が
他
人
の
所
有
す
る
動
産
で
も
っ
て
自
己
の
不
動
産
に
築
造
・
工
作
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
一
般
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
五
四
条
と
同
様
に
不
動
産
所
有
者
の
主
観
的
事
情
を
問
う
こ
と
な
く
材
料
取
戻
権
を
一
律
に
否
定
し
、
材
料
所
有
者
に
は
不
動
産
所
有
者
か
ら
賠
償
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
六
〇
九
条
二
項
本
文
の
現
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
材
料
取
戻
権
が
否
定
さ
れ
る
理
由
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
付
合
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
を
破
壊
す
る
こ
と
が
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
付
合
の
際
に
材
料
の
原
形
が
存
し
な
く
な
る
こ
と
で
動
産
が
物
と
し
て
は
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
（
１２
）
い
。
さ
ら
に
、
土
地
所
有
者
が
悪
意
の
場
合
に
お
い
て
も
動
産
所
有
者
に
よ
る
材
料
取
戻
権
が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
経
済
上
の
理
由
に
よ
る
と
の
説
明
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
（
１３
）
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
材
料
取
戻
権
を
全
面
的
に
否
定
す
る
こ
と
で
、
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
を
保
存
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済
上
の
理
由
と
は
前
述
し
た
公
益
上
の
理
由
と
同
様
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
も
公
益
を
重
視
す
る
姿
勢
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
（
１４
）
る
。
７
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六
一
一
条
は
、
六
〇
九
条
三
項
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
六
〇
九
条
二
項
本
文
の
例
外
、
し
た
が
っ
て
六
一
〇
条
の
例
外
を
な
す
。
そ
し
て
本
条
は
、
土
地
所
有
者
が
他
人
の
所
有
す
る
樹
木
・
植
物
を
植
え
付
け
た
場
合
に
つ
き
、
以
下
の
二
つ
の
事
柄
を
定
め
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
樹
木
・
植
物
の
所
有
者
は
植
え
付
け
か
ら
一
年
内
で
あ
れ
ば
樹
木
・
植
物
の
返
（
１５
）
還
を
請
求
し
う
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
樹
木
・
植
物
の
所
有
者
が
返
還
を
希
望
し
な
い
場
合
あ
る
い
は
植
え
付
け
か
ら
一
年
以
内
に
返
還
請
求
を
し
な
い
場
合
に
は
樹
木
・
植
物
の
所
有
者
は
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。植
付
か
ら
一
年
内
で
あ
り
な
お
か
つ
樹
木
・
植
物
の
所
有
者
が
返
還
を
希
望
す
る
場
合
に
は
植
付
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
樹
木
・
植
物
の
取
戻
を
義
務
付
け
る
点
で
フ
ラ
ン
ス
法
と
異
な
（
１６
）
る
。
こ
の
よ
う
に
規
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
建
物
築
造
の
場
合
と
比
較
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
此
取
戻
ヲ
禁
止
ス
ル
ニ
就
テ
ハ
前
同
一
ノ
経
済
上
ノ
理
由
ア
ル

ナ
シ
何
ト
ナ
レ
ハ
樹
木
ヲ
其
所
有
者
ニ
復
帰
ス
ル
カ
為
メ
土
地
ヲ
変
更
ス
ル
モ
敢
テ
著
シ
ク
其
利
益
ヲ
失
フ
ニ
非
サ
ル
カ
故
ニ
樹
木
ノ
所
有
権
ヲ
褫
奪
ス
ル
ノ
理
由
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
然
リ
ト
雖

亦
植
物
カ
不
当
ニ
栽
ヘ
置
カ
レ
タ
ル
土
地
ニ
テ
培
養
繁
茂
シ
得
ル
程
ノ
十
分
永
キ
時
間
ヲ
過
ク
ル
モ
右
ノ
取
戻
ヲ
允
許
ス
ル
ハ
其
当
ヲ
得
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
（
１７
）
ス
」。
こ
こ
で
も
付
合
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
を
保
存
す
る
と
い
う
公
益
上
の
理
由
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
建
物
築
造
の
場
合
と
は
違
っ
て
樹
木
・
植
物
に
つ
い
て
は
植
え
替
え
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
物
理
的
な
取
戻
を
認
め
て
も
樹
木
・
植
物
そ
の
も
の
の
効
用
（utilité
）
を
必
ず
し
も
損
な
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
効
用
を
損
な
わ
な
い
期
間
と
し
て
一
年
と
い
う
期
間
が
定
め
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
（
１８
）
る
。
こ
の
よ
う
に
公
益
を
考
慮
し
た
結
果
と
し
て
副
次
的
に
樹
木
・
植
物
所
有
者
の
所
有
権
が
一
定
の
範
囲
内
で
尊
重
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
一
三
条
は
、
他
人
の
不
動
産
を
無
権
限
（
１９
）
で
占
有
す
る
者
が
そ
の
不
動
産
に
築
造
・
植
付
を
な
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
付
合
が
生
じ
た
場
合
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
善
意
の
占
有
者
に
対
し
て
は
付
合
さ
せ
た
動
産
の
除
去
義
務
は
課
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
悪
意
の
占
有
者
に
対
し
て
は
除
去
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
不
動
産
所
有
者
に
は
悪
意
の
占
有
者
に
対
し
て
除
去
義
務
を
課
さ
ず
に
付
合
物
を
保
存
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
築
造
材
料
あ
る
い
は
植
え
付
け
た
樹
木
を
占
有
者
の
側
か
ら
除
去
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。
明
文
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
問
題
と
な
る
。
不
動
産
所
有
者
か
ら
不
動
産
の
返
還
請
求
を
受
け
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除
去
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
と
の
一
項
一
文
の
規
定
ぶ
り
か
ら
は
、
善
意
の
占
有
者
に
は
除
去
請
求
権
が
認
め
ら
れ
（
２０
）
る
。
こ
れ
に
対
し
て
悪
意
の
占
有
者
に
つ
い
て
は
二
項
二
文
で
不
動
産
所
有
者
に
は
工
作
物
・
植
物
を
保
存
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
除
去
請
求
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
不
動
産
の
所
有
者
が
材
料
あ
る
い
は
樹
木
を
取
得
す
る
場
合
に
は
占
有
者
の
主
観
的
態
様
を
問
う
こ
と
な
く
材
料
費
あ
る
い
は
労
賃
ま
た
は
不
動
産
に
生
じ
た
増
加
額
を
償
還
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
規
定
さ
れ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
本
条
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
五
五
条
を
整
除
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
（
２１
）
り
、
こ
こ
で
は
六
一
〇
条
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
土
地
所
有
者
に
は
何
ら
の
過
失
も
な
い
こ
と
か
ら
土
地
所
有
者
に
工
作
物
・
植
物
の
保
存
・
収
去
の
選
択
権
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
（
２２
）
る
。
た
だ
善
意
の
不
動
産
占
有
者
に
対
し
て
は
収
去
義
務
が
課
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
仮
に
収
去
義
務
を
課
し
た
と
す
る
と
善
意
者
に
工
作
物
の
損
失
な
ら
び
に
毀
損
・
取
去
の
費
用
・
材
料
の
減
価
と
い
う
三
重
の
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
た
め
と
さ
れ
（
２３
）
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
悪
意
者
に
は
懲
罰
と
し
て
収
去
義
務
が
課
さ
れ
る
と
い
（
２４
）
う
。
本
条
は
不
動
産
所
有
者
の
所
為
に
よ
る
場
合
と
異
な
り
築
造
の
ケ
ー
ス
と
植
付
の
ケ
ー
ス
と
で
異
な
っ
た
処
理
を
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
善
意
の
不
動
産
占
有
者
に
は
除
去
権
が
あ
る
こ
と
、
悪
意
の
不
動
産
占
有
者
に
は
除
去
権
が
な
い
が
そ
れ
が
付
合
物
の
保
存
に
有
益
で
あ
る
こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
本
条
に
お
い
て
は
前
条
ま
で
に
お
け
る
の
と
は
異
な
っ
て
、
付
合
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
を
保
存
す
る
と
い
う
視
点
は
後
景
に
退
い
て
お
り
、
む
し
ろ
占
有
者
の
悪
性
と
土
地
所
有
権
の
絶
対
性
と
の
調
整
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
の
差
異
は
、
こ
れ
ま
で
説
明
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
付
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
の
保
存
と
い
う
視
点
で
は
全
く
説
明
で
き
な
い
。
む
し
ろ
結
果
的
に
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
不
動
産
所
有
者
が
極
力
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
説
明
の
鍵
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
動
産
所
有
者
の
意
図
に
沿
う
よ
う
な
形
で
収
去
の
可
否
が
決
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
言
う
経
済
上
の
理
由
と
は
、
不
動
産
所
有
者
が
生
ぜ
し
め
た
物
の
保
存
を
も
含
め
た
意
味
で
の
不
動
産
所
有
権
の
絶
対
的
自
由
の
貫
徹
と
い
う
点
に
あ
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
以
上
が
、
不
動
産
と
動
産
の
付
合
に
お
け
る
材
料
あ
る
い
は
樹
木
の
所
有
権
の
帰
属
に
関
す
る
規
定
内
容
で
あ
る
。
９
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そ
れ
で
は
、
償
金
請
求
権
と
は
い
か
な
る
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
た
の
か
。
不
当
利
得
の
一
般
規
定
で
あ
る
三
八
一
条
は
、
添
付
が
不
当
利
得
法
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
三
八
一
条
「

有
意
ナ
ル
ト
無
意
ナ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ス
又
錯
誤
ニ
出
ル
ト
故
意
ニ
出
ル
ト
ヲ
別
タ
ス
総
テ
正
当
ノ
原
由
ナ
ク
シ
テ
他
人
ノ
財
産
ヨ
リ
利
ヲ
得
タ
ル
（
２５
）
者
ハ
其
不
当
ニ
得
タ
ル
利
益
ヲ
返
還
ス
可
シ

此
条
例
ハ
以
下
ノ
区
別
ニ
従
ヒ
殊
ニ
左
ノ
事
件
ニ
適
用
ス
第
一
か
ら
第
三
﹇
略
﹈
第
四
〔
第
三
編
第
二
部
第
二
章
ニ
規
定
ス
ル
如
ク
〕
他
人
ノ
物
ノ
附
添
又
ハ
其
労
力
ヨ
リ
生
セ
シ
所
有
物
ノ
増
（
２６
）
加
第
五
﹇
略
﹈」
こ
の
よ
う
に
、
償
金
請
求
権
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
一
種
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
償
金
請
求
権
と
所
有
権
の
帰
趨
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
同
条
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
「
主
タ
ル
物
件
ノ
所
有
者
ハ
其
利
得
セ
ル
価
格
ヲ
弁
済
ス
ル
ノ
任
ヲ
負
フ
ニ
非
ス
ン
ハ
主
タ
ル
物
件
ノ
価
格
ヲ
改
良
増
加
シ
タ
ル
他
人
ノ
物
件
若
ク
ハ
他
人
ノ
作
業
ノ
附
着
ヲ
利
得
セ
サ
（
２７
）
ル
」
こ
こ
で
は
償
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
こ
と
が
添
附
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
（
２８
）
る
。
償
金
請
求
権
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
三
八
一
条
を
は
じ
め
と
す
る
不
当
利
得
規
定
に
は
定
め
が
な
く
、
償
金
請
求
権
の
発
生
原
因
を
定
め
る
各
規
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
六
一
三
条
は
一
項
で
償
金
額
に
つ
い
て
規
定
し
、
二
項
に
お
い
て
は
こ
れ
を
賠
償
と
性
質
づ
け
て
い
る
。
六
一
〇
条
は
材
料
の
所
有
者
が
賠
償
を
受
け
る
べ
き
こ
と
を
定
め
（
２９
）
る
ほ
か
は
す
べ
て
四
〇
五
条
に
譲
っ
て
い
（
３０
）
る
。
こ
の
よ
う
に
同
条
に
お
い
て
償
金
額
が
四
〇
五
条
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
理
由
な
ら
び
に
償
金
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
法
律
ハ
第
四
百
五
条
ニ
譲
リ
以
テ
本
条
ノ
条
例
ヲ
簡
単
ナ
ラ
シ
メ
タ
リ
○
此
第
四
百
五
条
ハ
合
意
不
執
行
ヨ
リ
生
ス
ル
損
害
賠
償
ノ
為
メ
ニ
設
ケ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
雖

本
条
ノ
場
合
ノ
若
キ
不
当
ノ
利
得
ア
リ
テ
築
造
者
ノ
善
意
ナ
ル
場
合
及
ヒ
悪
意
ノ
場
合
ナ
ル
夫
ノ
不
正
ノ
損
害
ノ
場
合
ニ
モ
亦
之
ヲ
適
用
ス
ル
ニ
於
テ
同
一
ノ
理
由
ア
リ
○
既
ニ
第
三
百
九
十
条
ニ
モ
概
シ
テ
不
正
ノ
損
害
ニ
付
キ
同
条
例
ニ
譲
リ
タ
（
３１
）
リ
」
こ
の
よ
う
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
れ
ば
償
還
は
不
当
利
得
の
返
還
に
あ
た
り
債
務
不
履
行
の
場
合
と
同
様
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
規
定
の
簡
潔
化
の
た
め
に
損
害
賠
償
の
範
囲
に
関
す
る
四
〇
五
条
が
適
用
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
金
銭
支
払
が
生
じ
る
場
合
に
つ
い
て
常
に
「
賠
償
す
る
（indem
niser
）」
と
の
語
を
用
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
一
の
語
を
用
い
な
が
ら
も
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
自
身
が
そ
の
内
容
に
つ
き
別
個
の
理
解
を
見
せ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
六
一
一
条
一
項
あ
る
い
は
後
述
す
る
六
二
五
条
の
「
賠
償
」
は
純
粋
に
損
害
賠
償
の
み
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
六
一
一
条
二
項
の
「
賠
償
金
額
」
は
樹
木
ま
た
は
植
物
の
有
し
て
い
た
価
額
と
損
害
賠
償
と
を
足
し
合
わ
せ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
（
３２
）
る
。
こ
の
よ
う
に
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
添
付
の
目
的
物
が
姿
態
変
化
し
た
も
の
と
し
て
発
生
す
る
償
金
と
損
害
賠
償
と
を
明
確
に
は
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
広
義
の
償
金
概
念
の
う
ち
に
は
償
金
請
求
権
と
損
害
賠
償
と
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
十
分
に
明
ら
か
に
せ
ず
、
こ
れ
ら
を
混
同
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
（
３３
）
る
。

次
い
で
、
動
産
同
士
の
付
合
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
結
合
を
生
ぜ
し
め
た
の
が
第
三
者
の
所
為
で
あ
る
場
合
（
六
二
二
条
・
六
二
三
条
）
と
動
産
所
有
者
自
身
の
所
為
で
あ
る
場
合
（
六
二
四
条
）
と
に
分
け
て
規
定
す
る
。
六
二
二
条
一
項
は
、
第
三
者
の
所
為
に
よ
っ
て
か
つ
所
有
者
の
意
思
に
よ
ら
ず
に
複
数
の
動
産
が
結
合
し
た
場
合
に
は
分
離
に
よ
っ
て
「
著
シ
キ
損
壊
又
ハ
減
価
」
を
生
じ
さ
せ
な
い
限
り
で
分
離
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
動
産
の
分
離
を
認
め
る
の
が
当
然
の
こ
と
で
あ
り
「
所
有
権
ヲ
尊
重
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
各
所
有
者
ノ
利
益
便
宜
ヲ
尊
重
ス
ル
モ
（
３４
）
ノ
」
で
あ
る
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
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よ
っ
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
分
離
を
全
面
的
に
否
定
し
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
六
六
条
に
は
賛
同
で
き
な
い
と
す
る
。
こ
の
規
定
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
主
張
す
る
基
本
方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
、
不
動
産
と
動
産
と
が
結
合
し
た
場
合
と
比
べ
て
分
離
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
動
産
と
動
産
と
が
結
合
し
た
場
合
に
は
形
体
上
・
法
律
上
・
公
益
上
の
理
由
が
あ
れ
ば
分
離
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
の
に
対
し
て
、
動
産
同
士
が
結
合
し
た
場
合
に
は
著
し
い
損
壊
ま
た
は
減
価
を
生
じ
る
場
合
に
分
離
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
形
体
上
の
理
由
に
関
し
て
は
、
六
二
二
条
二
項
に
つ
い
て
の
説
明
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
「
附
合
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
メ
物
件
ニ
来
シ
タ
ル
多
少
ノ
変
換
モ
損
壊
ト
看
做
ス
ヘ
（
３５
）
キ
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
益
上
の
理
由
は
前
述
し
た
よ
う
に
不
動
産
所
有
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
動
産
の
場
合
に
は
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
基
本
方
針
は
不
動
産
と
動
産
と
が
結
合
し
た
場
合
と
動
産
同
士
が
結
合
し
た
場
合
と
で
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
六
二
三
条
は
六
二
二
条
を
受
け
て
、
第
三
者
の
所
為
に
よ
っ
（
３６
）
て
複
数
の
動
産
が
結
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
二
つ
の
物
を
分
離
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
ま
た
は
分
離
が
可
能
で
あ
っ
て
も
元
の
物
に
著
し
い
損
壊
あ
る
い
は
減
価
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
し
て
は
分
離
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
な
ら
び
に
分
離
に
過
分
の
費
用
あ
る
い
は
時
日
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
動
産
所
有
者
は
分
離
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
ず
付
合
物
の
全
体
が
主
た
る
物
の
所
有
者
の
所
有
に
帰
す
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
付
合
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
者
と
な
っ
た
者
は
従
た
る
物
の
所
有
者
に
「
賠
（
３７
）
償
」
す
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
。
共
有
を
認
め
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
是
レ
其
未
分
ノ
不
便
ア
ル
ヲ
知
ル
カ
故
ナ
リ
（
第
三
八
条
乃
至
第
四
十
条
註
解
参
観
）
是
ニ
於
テ
乎
全
体
ヲ
挙
テ
主
タ
ル
物
件
ノ
所
有
者
ニ
付
与
シ
唯
之
ヲ
シ
テ
賠
償
ヲ
払
フ
ノ
責
ヲ
負
ハ
シ
ム
ル
ノ
（
３８
）
ミ
」
こ
の
よ
う
に
主
た
る
物
の
所
有
者
の
み
が
所
有
者
と
な
る
理
由
を
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
共
有
が
不
便
で
あ
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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六
二
四
条
は
、
動
産
所
有
者
自
身
が
複
数
の
動
産
を
結
合
さ
せ
た
場
合
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
六
二
三
条
と
同
様
の
意
味
で
分
離
を
な
し
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
主
た
る
物
の
所
有
者
に
よ
る
従
た
る
物
の
所
有
者
に
対
す
る
「
賠
償
」
が
問
題
に
な
る
と
し
て
、
付
合
を
生
ぜ
し
め
た
の
が
主
た
る
物
の
所
有
者
で
あ
る
場
合
と
従
た
る
物
の
所
有
者
で
あ
る
場
合
と
に
分
け
て
賠
償
額
を
定
め
て
い
る
。
一
項
に
お
い
て
は
主
た
る
物
の
所
有
者
が
付
合
を
生
ぜ
し
め
た
場
（
３９
）
合
、
賠
償
額
を
三
九
〇
条
に
照
ら
し
て
算
定
す
る
こ
と
で
不
法
行
為
が
存
在
す
る
と
の
性
質
決
定
が
な
さ
れ
（
４０
）
る
。
二
項
に
お
い
て
は
従
た
る
物
の
所
有
者
が
付
合
を
生
ぜ
し
め
た
場
合
、
六
二
三
条
一
項
と
同
様
の
範
囲
内
で
賠
償
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
区
別
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
六
六
条
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
（
４１
）
る
。
こ
こ
に
も
行
為
者
の
行
為
責
任
を
償
金
額
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
二
二
条
の
よ
う
な
明
文
規
定
は
な
い
が
、
六
二
四
条
の
反
対
解
釈
に
よ
る
と
、
結
合
し
た
動
産
が
分
離
可
能
で
あ
れ
ば
基
本
方
針
に
の
っ
と
っ
て
取
戻
に
よ
り
原
状
回
復
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
六
二
三
条
一
項
・
六
二
四
条
二
項
に
お
い
て
は
、
付
合
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
者
と
さ
れ
た
者
は
自
ら
の
意
思
に
よ
る
こ
と
な
く
償
金
の
支
払
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
不
当
利
得
に
関
す
る
学
説
に
い
う
利
得
の
押
し
付
け
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
特
に
説
明
を
加
え
て
い
な
い
が
、
六
二
三
条
の
状
況
は
主
た
る
物
の
所
有
者
に
と
っ
て
は
「
変
災
」
で
あ
（
４２
）
る
と
し
て
お
り
、
問
題
が
あ
る
と
の
認
識
は
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
観
的
に
は
賠
償
額
を
軽
減
す
る
こ
と
で
調
整
し
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
（
４３
）
る
。
後
述
す
る
六
二
七
条
も
ま
た
利
得
の
押
し
付
け
に
対
す
る
対
処
と
な
っ
て
い
る
。
六
二
五
条
は
、
動
産
を
付
合
さ
せ
た
者
の
如
何
を
問
わ
ず
、
複
数
の
動
産
が
分
離
不
能
か
つ
い
ず
れ
の
動
産
が
主
た
る
物
で
あ
る
か
を
決
定
で
き
な
（
４４
）
い
よ
う
な
態
様
で
結
合
し
た
と
き
に
は
共
（
４５
）
有
が
成
立
す
る
も
の
と
す
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
こ
う
し
た
処
理
が
唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
し
て
、
公
売
を
義
務
付
け
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
七
五
（
４６
）
条
と
は
異
な
る
処
理
を
し
た
こ
と
を
明
言
す
（
４７
）
る
。
な
ぜ
公
売
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
付
合
し
た
動
産
を
所
有
す
る
者
全
員
か
ら
所
有
権
を
奪
取
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
動
産
所
有
者
に
所
有
権
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
根
底
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
１３
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
ら
れ
（
４８
）
る
。
ま
た
、
混
和
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
六
二
六
条
一
項
が
付
合
と
同
様
に
処
理
す
べ
き
旨
を
定
め
、
同
条
二
項
は
混
和
し
た
物
が
同
性
質
・
同
品
質
の
と
き
に
は
そ
の
量
に
応
じ
た
共
有
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
物
所
有
者
の
一
人
に
所
有
権
を
取
得
さ
せ
て
償
金
支
払
に
よ
っ
て
処
理
す
る
の
に
比
べ
て
「
条
理
ニ
適
シ
公
義
ニ
合
ス
ル
所
ナ
（
４９
）
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
付
合
と
混
和
に
お
け
る
共
有
に
対
す
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
は
共
有
物
分
割
の
難
易
の
差
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
混
和
の
場
合
に
は
混
和
物
が
同
性
質
・
同
品
質
で
あ
る
以
上
、
持
分
に
応
じ
た
分
割
が
き
わ
め
て
容
易
に
な
し
う
る
の
で
あ
る
。
六
二
七
条
は
、
動
産
所
有
者
の
う
ち
の
一
人
の
所
為
に
よ
っ
て
付
合
・
混
和
が
生
じ
た
結
果
付
合
物
の
単
独
所
有
者
と
さ
れ
る
者
あ
る
い
は
共
有
者
と
さ
れ
る
者
は
、そ
れ
が
自
己
の
所
為
に
よ
る
の
で
な
い
限
り
、単
独
所
有
権
・
共
有
権
を
取
得
せ
ず
に
同
分
量
・
同
品
質
の
物
の
引
渡
あ
る
い
は
償
金
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
利
得
の
押
し
付
け
問
題
に
対
す
る
対
処
法
の
一
つ
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
「
或
ハ
他
ノ
所
有
者
即
チ
主
タ
ル
物
件
ノ
所
有
者
ニ
於
テ
其
集
合
物
ノ
全
部
カ
自
己
ノ
需
用
ヲ
超
過
ス
ル
ニ
因
リ
或
ハ
其
資
力
附
従
物
ノ
価
直
ヲ
弁
済
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
其
全
部
ノ
所
有
者
タ
ル
ヲ
希
望
セ
サ
ル

ナ
シ
ト
セ
ス
又
其
集
合
物
ノ
共
同
物
件
タ
ル
ヘ
キ

過
失
ナ
キ
所
有
者
ハ
自
己
ノ
最
初
ノ
権
利
ヲ
剥
奪
シ
タ
ル
所
有
者
ト
共
ニ
其
未
分
中
ニ
加
入
ス
ル
ヲ
欲
セ
サ
ル

ア
ル
ヘ
キ
ナ
（
５０
）
リ
」
と
の
指
摘
を
行
っ
て
お
り
、
所
有
権
を
取
得
す
る
者
が
償
金
を
支
払
え
な
い
場
合
に
こ
の
者
に
償
金
の
支
払
を
強
要
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
添
付
を
原
因
と
し
て
発
生
し
た
補
償
問
題
を
確
実
に
処
理
す
る
と
い
う
意
味
合
い
も
有
し
て
い
る
。
加
工
に
関
す
る
六
二
八
条
は
、
一
項
で
材
料
所
有
者
に
加
工
物
の
所
有
権
を
認
め
る
。
た
だ
し
、
二
項
で
は
加
工
に
よ
り
価
値
が
著
し
く
上
昇
す
る
と
き
は
例
外
的
に
加
工
者
に
所
有
権
を
与
え
（
５１
）
る
。
以
上
は
基
本
的
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
七
〇
条
・
五
七
一
条
と
同
様
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、三
項
で
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
七
二
（
５２
）
条
と
異
な
り
、共
有
を
一
切
認
め
な
い
。四
項
で
は
一
項
の
場
合
に
材
料
所
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１４（ ）
有
者
に
よ
る
所
有
権
放
棄
な
ら
び
に
同
分
量
・
同
品
質
の
物
の
引
渡
を
認
め
る
。こ
れ
は
六
二
七
条
と
同
様
の
規
定
で
あ
（
５３
）
り
、
加
工
者
が
加
工
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
場
合
に
材
料
所
有
者
の
保
護
を
強
化
し
た
規
定
と
言
え
る
。

こ
こ
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く
。
ま
ず
、
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
基
本
方
針
と
し
て
、
二
つ
の
物
が
結
合
し
て
も
分
離
が
可
能
で
あ
る
限
り
分
離
を
認
め
る
。
動
産
に
つ
い
て
は
分
離
を
一
切
認
め
な
い
フ
ラ
ン
ス
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
結
合
物
を
分
離
す
る
こ
と
が
物
理
的
に
可
能
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
公
益
に
反
す
る
、
す
な
わ
ち
社
会
的
な
損
失
を
も
た
ら
す
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
分
離
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
的
な
損
失
を
き
わ
め
て
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
特
徴
で
あ
（
５４
）
る
。
添
付
の
効
果
は
基
本
的
に
は
償
金
の
支
払
で
あ
っ
て
、
共
有
は
例
外
的
な
場
合
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
大
枠
で
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
類
似
す
る
。
不
動
産
と
動
産
の
付
合
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
所
有
者
が
他
人
の
動
産
を
結
合
さ
せ
た
場
合
と
、
不
動
産
の
無
権
限
占
有
者
が
自
己
の
動
産
を
結
合
さ
せ
た
場
合
と
に
分
け
て
規
定
す
る
。
こ
う
し
た
区
分
法
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
と
一
致
す
る
。
し
か
し
不
動
産
所
有
者
が
他
人
の
動
産
を
結
合
さ
せ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
結
合
さ
れ
た
動
産
が
植
物
の
場
合
と
そ
の
他
の
材
料
で
あ
る
場
合
と
に
分
け
、
植
物
に
つ
い
て
は
一
定
の
要
件
の
も
と
不
動
産
所
有
者
に
返
還
義
務
を
課
し
て
い
る
点
で
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
と
は
異
な
っ
て
お
り
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
区
分
は
、
分
離
を
認
め
た
場
合
に
動
産
の
効
用
を
損
な
う
か
否
か
の
差
異
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
不
動
産
の
無
権
限
占
有
者
が
動
産
を
結
合
さ
せ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
占
有
者
の
善
意
・
悪
意
に
よ
っ
て
処
理
を
変
え
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
法
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
償
金
額
に
つ
い
て
六
一
三
条
は
不
動
産
占
有
者
が
善
意
で
あ
る
か
悪
意
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
区
別
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
対
す
る
学
説
の
批
判
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
不
動
産
と
動
産
の
付
合
に
お
い
て
は
、
植
物
以
外
の
動
産
が
不
動
産
所
有
者
に
よ
っ
て
付
合
さ
れ
た
場
合
に
は
動
産
所
有
権
は
償
金
請
求
権
に
転
化
す
る
が
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
原
物
で
の
取
戻
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
償
金
請
求
権
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
一
種
と
し
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、
不
当
利
得
に
関
す
る
一
般
規
定
に
よ
り
性
質
付
け
・
算
定
方
法
の
決
定
が
な
さ
れ
、
償
金
１５
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
の
額
が
債
務
不
履
行
の
損
害
賠
償
額
規
定
（
四
〇
五
条
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
点
に
フ
ラ
ン
ス
法
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
償
金
請
求
権
は
「
賠
償
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
付
合
物
が
姿
態
変
化
し
た
価
値
の
返
還
な
ら
び
に
損
害
の
賠
償
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
無
意
識
的
に
含
ま
れ
て
い
た
。
複
数
の
動
産
の
付
合
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
の
所
為
に
よ
る
付
合
と
動
産
所
有
者
の
一
人
の
所
為
に
よ
る
付
合
と
に
分
け
て
規
定
さ
れ
る
。
前
者
に
つ
き
、
分
離
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
共
有
は
成
立
せ
ず
、
償
金
請
求
権
に
解
消
さ
れ
る
と
す
る
。
後
者
の
場
合
に
お
い
て
も
同
様
に
し
て
償
金
請
求
権
が
発
生
し
、
そ
の
額
が
付
合
を
生
ぜ
し
め
た
者
の
如
何
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
た
だ
し
、
主
物
を
決
定
し
え
な
い
場
合
に
は
共
有
が
成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
公
売
を
義
務
づ
け
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
と
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
動
産
の
付
合
に
お
い
て
は
主
物
を
決
定
で
き
な
い
と
い
う
き
わ
め
て
例
外
的
な
ケ
ー
ス
を
除
き
償
金
請
求
権
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。
利
得
の
押
し
付
け
問
題
に
つ
い
て
は
償
金
額
の
軽
減
な
ら
び
に
六
二
七
条
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
し
て
い
る
。
混
和
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
は
付
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
共
有
の
成
立
範
囲
が
付
合
の
場
合
よ
り
も
や
や
広
く
な
っ
て
い
る
。
加
工
に
お
い
て
は
材
料
所
有
者
が
所
有
権
を
取
得
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
共
有
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
異
な
っ
て
成
立
し
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
内
容
に
お
い
て
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
自
覚
的
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
対
し
て
若
干
の
修
正
を
加
え
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
比
べ
、
償
金
の
支
払
が
問
題
と
な
り
う
る
領
域
が
や
や
狭
め
ら
れ
て
い
る
。
二

旧
民
法
典
の
添
付
規
定
は
財
産
取
得
編
の
第
二
章
で
あ
り
、
同
章
は
総
則
的
規
定
で
あ
る
七
条
に
続
い
て
不
動
産
上
の
添
附
（
八
条
か
ら
一
三
条
）
と
動
産
上
の
添
附
（
一
四
条
か
ら
二
三
条
）
の
二
つ
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
と
同
じ
構
成
を
採
用
し
て
い
る
。
本
稿
に
関
係
す
る
条
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
内
容
も
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
と
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
七
条
「
動
産
ト
不
動
産
ト
ヲ
問
ハ
ス
或
ル
物
ノ
所
有
者
ハ
其
物
ニ
附
従
ト
シ
テ
合
シ
タ
ル
物
ヲ
下
ノ
区
別
ニ
従
ヒ
テ
取
得
ス
」
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八
条
「

建
築
其
他
ノ
工
作
及
ヒ
植
物
ハ
総
テ
其
附
著
セ
ル
土
地
又
ハ
建
物
ノ
所
有
者
カ
自
費
ニ
テ
之
ヲ
築
造
シ
又
ハ
栽
植
シ
タ
リ
ト
ノ
推
定
ヲ
受
ク
但
反
対
ノ
証
拠
ア
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

右
建
築
其
他
ノ
工
作
物
ノ
所
有
権
ハ
土
地
又
ハ
建
物
ノ
所
有
者
ニ
属
ス
但
権
原
又
ハ
時
効
ニ
因
リ
テ
第
三
者
ノ
得
タ
ル
権
利
ヲ
妨
ケ
ス

植
物
ニ
関
ス
ル
場
合
ハ
第
十
条
ノ
規
定
ニ
従
フ
」
九
条
「

土
地
又
ハ
建
物
ノ
所
有
者
カ
他
人
ニ
属
ス
ル
材
料
ヲ
以
テ
建
築
其
他
ノ
工
作
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
工
作
物
ヲ
毀
壊
シ
テ
材
料
ヲ
返
還
ス
ル
強
要
ヲ
受
ケ
ス
又
材
料
ノ
本
主
ニ
其
取
去
ヲ
強
要
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

然
レ
ト
モ
右
ノ
所
有
者
ハ
財
産
編
第
三
百
八
十
五
（
５５
）
条
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
テ
材
料
ノ
本
主
ニ
償
金
ヲ
払
フ
ノ
責
ニ
任
ス
」
一
〇
条
「

他
人
ニ
属
ス
ル
草
木
ノ
栽
植
ニ
付
テ
ハ
其
栽
植
ヲ
為
シ
タ
ル
土
地
ノ
所
有
者
又
ハ
占
有
者
ハ
一
个
年
内
ニ
其
草
木
ヲ
抜
取
リ
且
之
ヲ
返
還
ス
ル
強
要
ヲ
受
ク
尚
ホ
損
害
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
賠
償
ス

右
草
木
ノ
所
有
者
カ
其
返
還
ヲ
欲
セ
ス
又
ハ
栽
植
ノ
時
ヨ
リ
一
个
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
所
有
者
ハ
償
金
ヲ
受
ク
」
一
一
条
「

他
人
ノ
土
地
又
ハ
建
物
ノ
善
意
ノ
占
有
者
ニ
シ
テ
其
土
地
又
ハ
建
物
ニ
自
己
ノ
材
料
又
ハ
草
木
ヲ
以
テ
築
造
又
ハ
栽
植
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ハ
所
有
者
ヨ
リ
不
動
産
回
復
ノ
請
求
ヲ
受
ク
ル
ニ
当
リ
其
工
作
物
又
ハ
草
木
ヲ
取
払
フ
責
ニ
任
セ
ス
所
有
者
ハ
其
選
択
ヲ
以
テ
占
有
者
ニ
材
料
及
ヒ
手
間
賃
ヲ
払
ヒ
又
ハ
不
動
産
ノ
増
価
額
ヲ
払
フ

築
造
又
ハ
栽
植
ヲ
為
シ
タ
ル
者
カ
悪
意
ノ
占
有
者
タ
リ
シ
ト
キ
ハ
所
有
者
ハ
工
作
物
及
ヒ
草
木
ヲ
除
去
シ
テ
場
所
ヲ
旧
状
ニ
復
セ
シ
メ
且
損
害
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
賠
償
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
又
所
有
者
ハ
前
項
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
占
有
者
ニ
償
金
ヲ
払
ヒ
テ
右
ノ
工
作
物
及
ヒ
草
木
ヲ
保
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
一
四
条
「

各
別
ノ
所
有
者
ニ
属
ス
ル
数
箇
ノ
動
産
物
カ
所
有
者
ノ
意
ニ
非
ス
シ
テ
第
三
者
ニ
因
リ
テ
附
合
セ
ラ
レ
其
各
物
共
ニ
著
シ
キ
毀
損
又
ハ
減
価
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
容
易
ニ
分
タ
ル
可
キ
ト
キ
ハ
所
有
者
ノ
各
自
ハ
其
分
離
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
損
害
ア
ル
ト
キ
ハ
附
合
ヲ
為
シ
タ
ル
者
之
ヲ
賠
償
ス

附
合
ノ
為
メ
ニ
セ
ル
物
ノ
変
様
ハ
之
ヲ
毀
損
ト
看
做
ス
」
一
五
条
「

二
箇
ノ
物
カ
分
ツ
可
カ
ラ
サ
ル
カ
又
ハ
之
ヲ
分
ツ
カ
為
メ
著
シ
キ
毀
損
、
減
価
ヲ
為
シ
若
ク
ハ
過
分
ノ
費
用
、
時
日
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
孰
レ
ノ
所
有
者
モ
分
離
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
シ
テ
其
物
ハ
附
合
ノ
儘
ニ
テ
主
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ニ
帰
属
ス
但
此
所
有
者
ハ
従
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ニ
損
害
ヲ
加
ヘ
テ
己
レ
ヲ
利
シ
タ
ル
限
度
ニ
応
シ
賠
償
ヲ
負
担
ス

或
ル
物
ノ
便
益
、
粧
飾
又
ハ
補
完
ノ
為
メ
ニ
附
合
セ
ラ
レ
タ
ル
物
ハ
之
ヲ
従
タ
ル
物
ト
看
做
ス
主
従
ノ
区
別
ニ
付
キ
疑
ア
ル
ト
キ
ハ
価
格
１７
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ノ
低
キ
物
ヲ
以
テ
従
タ
ル
物
ト
ス

此
他
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
物
ノ
主
従
ノ
区
別
ハ
之
ヲ
裁
判
所
ノ
査
定
ニ
委
ス
」
一
六
条
「

附
合
カ
主
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ノ
過
失
又
ハ
詐
欺
ニ
因
リ
テ
成
リ
前
条
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
テ
其
分
離
ヲ
為
ス
可
カ
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
従
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ノ
受
ク
可
キ
賠
償
ハ
財
産
編
第
三
百
七
十
（
５６
）
条
及
ヒ
第
三
百
八
十
五
条
ニ
依
リ
テ
其
額
ヲ
定
ム

従
タ
ル
物
ノ
所
有
者
カ
附
合
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
主
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ノ
利
益
ノ
限
度
ニ
応
シ
テ
ノ
ミ
賠
償
ヲ
受
ク
」
一
七
条
「
不
都
合
ナ
シ
ニ
ハ
物
ヲ
分
離
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
右
同
一
ノ
場
合
ニ
於
テ
其
性
質
、
品
質
又
ハ
価
格
ニ
因
ル
モ
主
従
ノ
区
別
ヲ
為
シ
難
キ
ト
キ
ハ
其
物
ハ
平
等
ノ
権
利
ニ
テ
各
所
有
者
之
ヲ
共
有
ス
但
過
失
又
ハ
悪
意
ア
ル
者
ヨ
リ
賠
償
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス
」
一
八
条
「

前
数
条
ノ
規
定
ハ
各
別
ノ
所
有
者
ニ
属
ス
ル
流
動
物
、
固
形
物
又
ハ
金
属
ノ
混
和
ニ
モ
亦
之
ヲ
適
用
ス

然
レ
ト
モ
分
離
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
物
カ
其
性
質
及
ヒ
品
質
ノ
同
シ
キ
ニ
因
リ
テ
共
有
ト
為
ル
可
キ
ト
キ
ハ
各
自
ノ
権
利
ハ
己
レ
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
物
ノ
数
量
ノ
割
合
ニ
応
ス
」
一
九
条
「
附
合
又
ハ
混
和
カ
所
有
者
ノ
一
人
ノ
所
為
ヨ
リ
生
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
他
ノ
所
有
者
ハ
専
属
ノ
所
有
権
ヲ
モ
共
有
権
ヲ
モ
承
諾
ス
ル
責
ニ
任
セ
ス
添
附
ヲ
為
シ
タ
ル
者
ニ
対
シ
テ
同
品
質
ノ
物
又
ハ
其
代
価
ヲ
要
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
二
〇
条
「

或
人
カ
他
人
ノ
物
料
ヲ
以
テ
新
ナ
ル
用
方
ノ
物
ヲ
作
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
物
料
ノ
所
有
者
ハ
手
間
賃
ヲ
払
フ
テ
其
物
ノ
所
有
権
ヲ
要
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

然
レ
ト
モ
手
間
賃
カ
著
シ
ク
物
料
ノ
価
額
ヲ
超
ユ
ル
ト
キ
ハ
新
ナ
ル
物
ノ
所
有
権
ハ
製
作
者
ニ
属
ス
但
製
作
者
ハ
物
料
ノ
所
有
者
ニ
賠
償
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

製
作
者
カ
物
料
ノ
幾
分
ヲ
供
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
物
料
ノ
価
額
ハ
優
先
権
ヲ
定
ム
ル
為
メ
之
ヲ
手
間
賃
ニ
合
算
ス

所
有
者
ノ
承
諾
ナ
ク
シ
テ
物
料
ヲ
用
ヰ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
所
有
者
ハ
常
ニ
自
己
ノ
優
先
権
ヲ
抛
棄
シ
テ
同
品
質
、
同
数
量
ノ
物
又
ハ
其
代
価
ヲ
要
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
旧
民
法
典
に
お
い
て
も
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
と
同
様
に
添
付
は
不
当
利
得
の
発
生
原
因
と
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
財
産
編
三
六
一
条
が
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
財
産
編
三
六
一
条
「

何
人
ニ
テ
モ
有
意
ト
無
意
ト
又
錯
誤
ト
故
意
ト
ヲ
問
ハ
ス
正
当
ノ
原
因
ナ
ク
シ
テ
他
人
ノ
財
産
ニ
付
キ
利
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
其
不
当
ノ
利
得
ノ
取
戻
ヲ
受
ク
徳島大学社会科学研究第２３号
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此
規
定
ハ
下
ノ
区
別
ニ
従
ヒ
主
ト
シ
テ
左
ノ
諸
件
ニ
之
ヲ
適
用
ス
第
一
か
ら
第
三
﹇
略
﹈
第
四
他
人
ノ
物
ノ
添
附
ヨ
リ
又
ハ
他
人
ノ
労
力
ヨ
リ
生
ス
ル
所
有
物
ノ
増
加
第
五
﹇
略
﹈」
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
か
ら
の
変
更
点
は
、
第
一
に
、
た
と
え
ば
一
〇
条
二
項
や
一
一
条
二
項
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
条
文
に
お
い
て
償
金
と
賠
償
の
文
言
上
の
区
別
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
二
〇
条
一
項
に
お
い
て
材
料
所
有
者
の
支
払
う
べ
き
価
額
に
つ
い
て
は
材
料
所
有
者
に
与
え
ら
れ
て
い
た
加
工
賃
と
増
価
額
と
の
選
択
権
が
排
除
さ
れ
前
者
に
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
の
二
点
で
あ
（
５７
）
る
。

わ
が
国
の
論
者
は
こ
れ
ら
の
規
定
を
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
た
の
か
。
以
下
で
は
、
井
上
操
と
熊
野
俊
三
の
見
解
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
添
付
の
成
立
場
面
と
償
金
請
求
権
の
存
在
意
義
に
関
す
る
基
本
方
針
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
井
上
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
其
主
タ
ル
物
ト
従
タ
ル
物
ト
ハ
尚
ホ
之
レ
ヲ
分
離
ス
ル

ヲ
得
又
ハ
二
人
ノ
所
有
ニ
帰
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
場
合
ニ
於
テ
モ
法
律
ハ
之
レ
ヲ
取
去
リ
又
ハ
二
人
ノ
所
有
ニ
帰
ス
ル

ヲ
許
サ
（
５８
）
ス
」。
こ
の
よ
う
に
二
物
の
分
離
を
認
め
な
い
の
が
本
則
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
井
上
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
今
之
レ
カ
取
去
ヲ
為
シ
又
ハ
二
人
ノ
所
有
ニ
帰
セ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
為
メ
ニ
社
会
ノ
経
済
ヲ
害
ス
ル

ア
ル
ヘ
キ
ニ
由
リ
法
律
ハ
尚
ホ
添
附
ノ
原
則
ヲ
適
用
シ
其
主
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ヲ
シ
テ
従
タ
ル
物
ノ
所
有
権
ヲ
取
得
ス
ル
モ
ノ
ト
為
シ
タ
（
５９
）
リ
」
す
な
わ
ち
井
上
は
物
理
的
に
は
二
物
を
分
離
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
も
社
会
経
済
的
な
考
慮
か
ら
そ
れ
を
認
め
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。ま
た
こ
れ
と
並
ん
で
井
上
は「
従
ハ
主
ニ
随
フ
ト
ノ
原
（
６０
）
則
」を
重
視
す
る
こ
と
で
分
離
を
制
限
す
（
６１
）
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
原
則
は
、
結
合
し
た
物
を
分
離
す
る
こ
と
で
物
を
滅
失
さ
せ
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ボ
ア
ソ
１９
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ナ
ー
ド
の
強
調
す
る
社
会
経
済
上
の
理
由
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
場
合
は
分
離
を
制
約
す
る
事
情
と
し
て
社
会
経
済
的
観
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
井
上
の
場
合
に
は
分
離
を
認
め
な
い
の
が
本
則
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
は
基
本
方
針
が
全
く
逆
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
熊
野
は「
法
理
上
厳
正
ニ
論
ス
ル

ハ
各
所
有
者
ニ
二
物
ノ
分
離
ヲ
求
ム
ル
権
利
ヲ
与
ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」と
し
、
分
離
権
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
理
由
に
つ
い
て
は
所
有
者
の
意
思
に
反
し
て
所
有
権
が
奪
わ
れ
る
の
は
適
当
で
な
い
こ
と
に
求
め
て
い
（
６２
）
る
。
そ
し
て
分
離
不
能
の
場
合
ま
た
は
分
離
に
よ
っ
て
物
が
損
壊
さ
れ
る
こ
と
で
社
会
の
経
済
を
害
す
る
場
合
に
は
、
償
金
の
支
払
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
い
う
。
添
付
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
の
所
有
権
の
所
在
に
つ
い
て
は
、「
従
ハ
主
ニ
随
フ
ト
ノ
添
附
ノ
元
則
」
に
よ
っ
て
説
明
す
（
６３
）
る
。
こ
こ
に
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
類
似
し
た
原
状
回
復
が
基
調
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
窺
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
井
上
が
社
会
経
済
的
観
点
を
極
端
な
ま
で
に
強
調
し
て
い
る
た
め
に
井
上
と
熊
野
と
で
は
基
本
原
則
が
逆
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
二
物
の
分
離
が
物
理
的
に
不
能
ま
た
は
社
会
経
済
上
望
ま
し
く
な
い
場
合
に
は
添
付
が
生
じ
る
と
す
る
点
、
な
ら
び
に
、
添
付
が
成
立
し
な
い
限
り
は
原
物
の
取
戻
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
点
で
は
両
者
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。
添
付
が
生
じ
た
場
合
に
償
金
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
理
由
に
つ
い
て
、
井
上
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
（
６４
）
る
。
「
今
添
附
ニ
由
リ
テ
所
有
権
ヲ
取
得
ス
ル
ハ
無
主
物
ヲ
先
占
ニ
依
リ
テ
取
得
ス
ル
ト
異
ニ

重
モ
ニ
他
人
ノ
所
有
ニ
係
ル
物
ヲ
取
得
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
其
取
得
者
ハ
常
ニ
之
レ
カ
償
金
ヲ
出
ス
ノ
責
ア
ル

ヲ
忘
ル
可
ラ
ス
若
シ
然
ラ
サ
ル

ハ
取
得
者
ハ
為
メ
ニ
不
当
ノ
利
得
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
為
リ
添
附
ハ
実
ニ
所
有
物
ヲ
奪
取
ス
ル
ノ
一
方
法
ト
為
ル
ニ
至
ル
ヘ
キ
ナ
リ
故
ニ
主
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ハ
添
付
ノ
方
法
ニ
依
リ
テ
従
タ
ル
物
ノ
所
有
権
ヲ
取
得
ス
ル
ト
共
ニ
不
当
利
得
返
還
ノ
方
法
ニ
依
リ
之
レ
カ
賠
償
ノ
責
ヲ
免
レ
サ
ル
ナ
（
６５
）
リ
」
添
付
の
目
的
物
は
無
主
物
で
は
な
く
他
人
の
所
有
物
で
あ
る
か
ら
、
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
者
を
一
人
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
有
権
を
奪
わ
れ
る
者
が
発
生
す
る
。
そ
こ
で
添
付
に
よ
り
新
た
に
生
じ
た
物
を
所
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
が
不
当
に
利
得
す
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
、
か
つ
、
添
付
が
原
因
で
従
来
有
し
て
い
た
所
有
権
を
奪
取
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
者
に
生
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た
損
害
を
填
補
す
る
た
め
に
償
金
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
不
当
利
得
に
依
拠
し
た
説
明
が
な
さ
れ
（
６６
）
る
。
す
な
わ
ち
所
有
権
取
得
と
償
金
の
支
払
と
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
立
つ
と
い
う
の
で
あ
（
６７
）
る
。
も
っ
と
も
、
償
金
の
性
質
に
関
し
て
は
不
当
利
得
返
還
の
側
面
が
明
確
に
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
こ
れ
は
「
賠
償
ノ
責
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
お
け
る
の
と
同
様
、
こ
こ
で
の
「
賠
償
」
と
い
う
文
言
に
は
不
当
利
得
の
償
還
と
損
害
賠
償
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
十
分
に
は
整
理
し
き
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
（
６８
）
る
。
し
か
し
、
熊
野
が
九
条
の
説
明
に
お
い
て
、
償
金
に
は
材
料
の
代
価
と
損
害
賠
償
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
（
６９
）
た
。
こ
の
点
、
条
文
上
の
み
な
ら
ず
解
釈
に
お
い
て
も
こ
の
二
側
面
を
混
同
し
て
い
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
見
解
か
ら
は
一
歩
を
進
め
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

続
い
て
各
論
部
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
不
動
産
の
添
付
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
九
条
・
一
〇
条
に
お
い
て
土
地
上
の
建
築
と
植
栽
と
を
別
個
に
規
定
す
る
理
由
は
、
植
物
の
場
合
は
土
地
か
ら
分
離
し
て
も
著
し
く
社
会
経
済
上
の
損
害
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
（
７０
）
る
。
こ
れ
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
同
様
の
説
明
で
あ
る
。
土
地
所
有
者
が
他
人
の
材
料
に
よ
り
建
築
・
工
作
を
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
九
条
は
、「
従
は
主
に
従
う
」
の
原
則
、
な
ら
び
に
、
社
会
経
済
上
の
理
（
７１
）
由
と
い
う
前
述
し
た
井
上
の
二
つ
の
原
則
に
基
づ
い
て
説
明
さ
れ
（
７２
）
る
。
こ
の
う
ち
、
社
会
経
済
上
の
理
由
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
以
下
の
説
明
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
「
添
附
ノ
一
点
ヨ
リ
見
ル
ト
キ
ハ
社
会
ノ
公
議
上
実
ニ
不
正
不
理
ヲ
免
レ
サ
ル
カ
如
シ
ト
雖

今
其
所
有
者
ヲ
シ
テ
償
金
ノ
責
ニ
任
セ
シ
ム
ル
ヲ
見
ル
ト
キ
ハ
亦
其
然
ラ
サ
ル
ヲ
発
悟
ス
ヘ
シ
要
ス
ル
ニ
添
附
ト
ハ
社
会
ノ
経
済
ト
公
議
ト
ヲ
調
和
シ
タ
ル
財
産
取
得
ノ
方
法
ト
云
フ
ヘ
キ
ナ
（
７３
）
リ
」
す
な
わ
ち
、
添
付
は
法
律
が
不
当
に
所
有
権
を
奪
取
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
者
の
下
に
発
生
し
た
不
当
な
利
得
は
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
消
失
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
会
経
済
上
も
望
ま
し
い
状
態
が
得
ら
れ
る
と
２１
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
社
会
経
済
上
望
ま
し
く
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
か
ら
そ
こ
に
付
合
し
た
物
を
除
去
す
る
こ
と
な
ら
び
に
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
を
共
有
と
す
る
こ
と
の
双
方
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
説
明
に
類
似
し
て
お
り
、
償
金
支
払
に
よ
る
解
決
を
志
向
し
て
い
る
。
以
上
を
前
提
と
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
添
付
成
立
の
後
に
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
か
ら
そ
こ
に
付
合
し
た
物
が
分
離
さ
れ
た
場
合
に
は
こ
の
分
離
さ
れ
た
物
を
取
り
戻
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
熊
野
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
取
戻
を
肯
定
す
る
。
「
論
者
曰
ク
土
地
ノ
所
有
者
ハ
添
附
ニ
因
リ
適
法
ニ
材
料
ノ
所
有
権
ヲ
取
得
シ
材
料
ノ
本
主
ハ
其
所
有
権
ヲ
失
ヒ
タ
ル
ナ
（
７４
）
リ
既
ニ
所
有
権
ノ
移
転
シ
タ
ル
以
上
ハ
家
屋
ノ
破
壊
シ
テ
材
料
ノ
原
形
ニ
復
ス
ル
モ
所
有
権
ニ
変
動
ヲ
生
ス
ル
ノ
理
ナ
ク
材
料
ノ
本
主
ハ
其
材
料
ヲ
回
復
セ
ン
ト
ス
ル
モ
最
早
所
有
者
ニ
ア
ラ
ス
ト
此
説
ハ
論
理
上
ヨ
リ
看
ン
ハ
間
然
ス
ル
所
ナ
シ
ト
雖
モ
予
ハ
其
無
益
ニ
厳
酷
ナ
ル
ヲ
嫌
フ
ナ
リ
夫
レ
材
料
ノ
本
主
返
還
ヲ
強
要
ス
ル
ヲ
許
サ
丶
ル
ハ
其
家
屋
ト
成
リ
テ
土
地
ニ
附
着
ス
ル
カ
故
ナ
リ
法
律
ハ
社
会
ノ
経
済
上
ヨ
リ
既
ニ
落
成
シ
タ
ル
工
作
物
ヲ
毀
壊
シ
テ
材
料
ヲ
返
還
セ
シ
ム
ル
ヲ
欲
セ
サ
ル
ナ
リ
然
レ

家
屋
ノ
破
壊
シ
テ
材
料
ノ
原
形
ニ
復
シ
タ
ル

ハ
法
律
ノ
理
由
ハ
既
ニ
存
セ
サ
ル
ニ
因
リ
材
料
ノ
本
主
其
所
有
権
ヲ
回
復
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
強
ヒ
テ
之
ヲ
拒
ム
ノ
理
由
ナ
カ
ラ
（
７５
）
ン
」
こ
の
よ
う
に
熊
野
は
添
付
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
付
合
物
の
所
有
権
が
移
転
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
た
だ
他
方
で
、
動
産
の
原
物
で
の
返
還
請
求
が
否
定
さ
れ
る
理
由
は
付
合
が
生
じ
た
こ
と
に
あ
る
が
、
物
が
分
離
さ
れ
た
場
合
に
は
す
で
に
そ
う
し
た
理
由
は
妥
当
し
な
く
な
っ
て
い
（
７６
）
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
経
済
上
の
理
由
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
一
条
一
項
は
善
意
の
不
動
産
占
有
者
が
築
造
・
植
裁
を
行
っ
た
場
合
に
収
去
義
務
は
な
（
７７
）
い
と
す
る
が
、
他
方
で
占
有
者
の
側
か
ら
す
る
取
戻
請
求
権
も
解
釈
上
否
定
さ
れ
て
い
（
７８
）
る
。
そ
の
理
由
は
、
従
た
る
動
産
は
す
で
に
不
動
産
所
有
者
の
所
有
物
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
償
金
支
払
に
関
し
て
は
以
下
の
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
第
一
に
土
地
・
建
物
の
所
有
者
が
自
ら
の
行
為
に
よ
ら
ず
に
工
作
物
・
草
木
の
所
有
権
を
強
制
的
に
取
得
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
あ
（
７９
）
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
添
付
を
な
し
た
の
が
善
意
の
占
有
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
上
の
利
益
の
考
慮
な
ら
び
に
除
去
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
を
全
く
予
期
し
な
か
っ
た
に
も
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拘
ら
ず
自
ら
の
な
し
た
工
作
・
植
栽
の
除
去
を
強
制
す
る
の
が
酷
で
あ
る
こ
と
と
い
う
二
つ
の
理
由
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
。
悪
意
の
占
有
者
に
つ
い
て
は
、
本
条
二
項
に
よ
り
添
付
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
は
不
動
産
所
有
者
の
任
意
と
さ
れ
て
お
り
、
不
動
産
所
有
者
に
は
付
合
物
の
除
去
請
求
権
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
（
８０
）
る
。し
か
し
井
上
は
工
作
物
・
草
木
の
保
存
を
社
会
経
済
的
観
点
か
ら
極
め
て
重
視
し
て
お
（
８１
）
り
、一
一
条
を
批
判
し
て
、行
為
者
の
善
意
・
悪
意
に
よ
っ
て
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
立
法
論
を
展
開
す
（
８２
）
る
。
第
二
の
問
題
点
は
、
土
地
・
建
物
の
所
有
者
が
十
分
な
資
力
を
有
し
な
い
た
め
に
償
金
支
払
に
困
難
を
来
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
（
８３
）
る
。
し
か
し
井
上
も
熊
野
も
こ
の
問
題
を
所
有
者
の
資
金
調
達
の
困
難
と
い
う
観
点
か
ら
問
題
視
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
占
有
者
に
対
す
る
償
金
支
払
を
確
実
な
も
の
た
ら
し
め
る
と
い
う
意
図
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
熊
野
が
善
意
の
不
動
産
占
有
者
に
対
し
て
、
償
金
を
受
領
す
る
ま
で
の
間
に
つ
き
不
動
産
の
留
置
権
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
、
所
有
者
が
無
資
力
で
あ
る
た
め
に
償
金
の
支
払
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
を
避
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
確
に
指
摘
さ
れ
て
お
（
８４
）
り
、
注
目
さ
れ
る
。
償
金
額
に
つ
い
て
は
、
一
〇
条
に
関
す
る
井
上
の
説
明
な
ら
び
に
九
条
に
関
す
る
熊
野
の
説
明
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
井
上
の
説
明
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
又
占
有
者
ハ
右
ノ
草
木
ヲ
返
還
ス
ヘ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
若
シ
其
間
其
草
木
ヨ
リ
収
益
セ
シ
菓
実
又
其
草
木
ヲ
抜
キ
取
リ
タ
ル
カ
為
メ
其
価
額
ヲ
減
シ
タ
ル
等
ニ
テ
損
失
ヲ
生
シ
タ
ル

ハ
此
等
ノ
賠
償
ヲ
モ
為
サ
ヽ
ル
可
ラ
サ
ル
ノ
責
ア
ル
ナ
リ
而
シ
テ
其
賠
償
額
ノ
範
囲
ハ
前
条
ニ
述
ヘ
タ
ル
カ
如
ク
其
土
地
ノ
所
有
者
又
ハ
占
有
者
ノ
善
意
ナ
リ
シ
ヤ
将
タ
悪
意
ナ
リ
シ
ヤ
ニ
由
リ
テ
異
ナ
ル
ヘ
キ
ナ
（
８５
）
リ
」
償
金
に
は
土
地
を
占
有
し
て
い
た
こ
と
に
伴
う
果
実
収
取
・
植
物
抜
去
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
、
九
条
二
項
の
償
金
規
定
に
従
い
一
〇
条
一
項
の
賠
償
額
も
占
有
者
が
善
意
で
あ
る
か
悪
意
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
熊
野
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
材
料
ノ
本
主
ハ
償
金
ヲ
受
ク
ヘ
ク
而
シ
テ
償
金
ハ
材
料
ノ
代
価
ノ
外
損
害
ノ
賠
償
ヲ
包
含
ス
ヘ
（
８６
）
シ
」
２３
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
償
金
に
は
材
料
が
姿
態
変
化
し
た
側
面
と
損
害
賠
償
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
井
上
も
熊
野
も
、
償
金
の
中
に
は
損
害
賠
償
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
前
述
の
二
つ
の
側
面
は
い
ま
だ
十
分
に
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
動
産
同
士
の
付
合
が
主
た
る
物
の
所
有
者
の
故
意
・
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
の
賠
償
に
つ
い
て
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
同
様
、
不
法
行
為
と
い
う
性
質
付
け
の
も
と
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
「
其
従
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ニ
為
ス
ヘ
キ
賠
償
額
ハ
其
過
失
ナ
ル
ト
又
詐
欺
ナ
ル
ト
ニ
由
リ
同
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
即
チ
過
失
ノ
際
ニ
於
テ
ハ
准
犯
罪
ヲ
成
シ
其
賠
償
額
ハ
附
合
ノ
当
時
ニ
於
テ
予
見
シ
又
ハ
予
見
ス
ル
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
損
失
ト
利
得
ト
ノ
ミ
ヲ
包
含
シ
又
詐
欺
ノ
際
ニ
於
テ
ハ
犯
罪
ヲ
成
シ
其
賠
償
額
ハ
附
合
ノ
当
時
ニ
於
テ
予
見
ス
ル
ヲ
得
サ
リ
シ
損
害
ト
雖

其
附
合
ヨ
リ
生
ス
ル
結
果
ニ
シ
テ
避
ク
可
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
皆
之
レ
ヲ
包
含
ス
ル
ナ
リ
是
レ
本
条
ニ
従
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ノ
受
ク
ヘ
キ
賠
償
ハ
財
産
編
第
三
百
七
十
条
及
ヒ
第
三
百
八
十
五
条
ニ
依
リ
テ
其
額
ヲ
定
ム
ト
ア
ル
所
以
ナ
（
８７
）
リ
」
こ
こ
で
は
材
料
価
値
の
返
還
と
い
う
側
面
が
完
全
に
見
落
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

動
産
の
添
付
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
基
本
方
針
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
添
付
は
あ
く
ま
で
も
社
会
の
経
済
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
所
有
権
の
安
固
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
結
合
し
た
動
産
の
分
離
的
な
分
離
が
可
能
な
時
は
分
離
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
基
本
方
針
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
方
針
を
確
認
す
る
も
の
と
し
て
、
第
三
者
の
所
為
に
よ
り
動
産
が
結
合
さ
れ
た
と
し
て
も
「
若
シ
之
レ
ヲ
分
離
シ
テ
各
物
共
ニ
著
シ
キ
毀
損
又
ハ
減
価
ヲ
受
ケ
サ
ル
場
合
ニ
在
テ
ハ
社
会
ノ
経
済
ヲ
害
ス
ル
ハ
実
ニ
瑣
末
ノ
事
タ
ル
ヘ
（
８８
）
キ
」
と
の
一
四
条
に
関
す
る
説
明
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
動
産
同
士
の
付
合
に
つ
い
て
は
不
動
産
と
動
産
と
が
付
合
し
た
場
合
と
は
若
干
異
な
っ
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
分
離
に
よ
る
損
失
の
程
度
が
不
動
産
と
動
産
と
で
は
大
き
く
異
な
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
説
明
方
法
の
違
い
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
者
の
所
為
に
よ
り
複
数
の
動
産
が
相
互
に
分
離
不
能
と
な
っ
た
時
は
一
五
条
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は
主
た
る
物
の
所
有
者
に
は
何
ら
の
責
任
も
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
償
金
の
支
払
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
利
得
の
押
し
付
け
ケ
ー
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ス
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
償
金
支
払
の
主
眼
は
あ
く
ま
で
も
付
合
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
者
の
受
け
た
不
当
な
利
得
を
吐
き
出
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
旧
物
所
有
者
の
損
害
を
填
補
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
（
８９
）
る
。
動
産
所
有
者
の
所
為
に
よ
っ
て
複
数
の
動
産
が
結
合
し
た
場
合
に
つ
い
て
規
定
す
る
一
六
条
に
お
い
て
も
、
動
産
が
分
離
不
能
と
な
っ
て
初
め
て
償
金
の
支
払
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
一
六
条
自
体
は
そ
の
償
金
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
不
動
産
の
場
合
と
同
様
に
一
項
で
は
故
意
の
時
は
「
犯
罪
」、
過
失
の
時
は
「
准
犯
罪
」
と
さ
れ
て
い
る
。
混
和
に
関
す
る
一
八
条
は
主
従
の
区
別
を
な
す
標
準
が
付
合
と
異
な
り
価
格
に
よ
っ
て
区
別
を
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
の
だ
が
、
物
の
価
値
は
物
本
然
の
品
質
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
、
と
の
説
明
が
見
ら
れ
（
９０
）
る
。
一
九
条
の
説
明
に
お
い
て
、
償
金
支
払
に
関
し
て
は
一
一
条
に
見
ら
れ
た
の
と
同
様
の
説
明
を
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
過
失
の
な
い
所
有
者
に
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
単
独
所
有
権
あ
る
い
は
共
有
持
分
の
取
得
を
強
要
す
る
の
は
「
不
条
理
」
で
あ
る
と
説
明
す
（
９１
）
る
。
二
〇
条
に
お
い
て
所
有
者
が
支
払
う
べ
き
価
額
に
つ
い
て
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
と
は
若
干
の
差
異
が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
井
上
も
熊
野
も
全
く
説
明
を
加
え
て
い
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。
全
般
的
に
は
、
旧
民
法
典
に
関
す
る
わ
が
国
の
論
者
の
解
釈
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
草
案
の
説
明
に
類
似
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
わ
が
国
の
論
者
の
解
釈
に
独
自
の
特
徴
と
も
言
う
べ
き
部
分
が
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
の
説
明
に
お
い
て
見
ら
れ
た
償
金
と
損
害
賠
償
と
の
間
の
混
乱
に
旧
民
法
典
の
条
文
上
は
多
少
の
改
善
が
見
ら
れ
る
結
果
と
し
て
、
条
文
解
釈
に
お
い
て
も
代
価
と
損
害
賠
償
と
の
二
側
面
が
整
理
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
六
条
二
項
の
よ
う
に
条
文
上
い
ま
だ
不
適
切
な
部
分
も
見
ら
れ
、
条
文
の
解
釈
に
お
い
て
も
い
ま
だ
に
二
側
面
を
十
分
に
区
別
し
て
い
な
い
部
分
が
見
ら
れ
る
。
二
物
が
分
離
し
う
る
限
り
は
分
離
を
認
め
る
と
い
う
基
本
方
針
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
同
じ
で
あ
る
が
、
特
に
井
上
に
お
い
て
社
会
２５
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
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経
済
的
考
慮
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
お
け
る
以
上
に
強
調
さ
れ
て
い
る
た
め
に
原
則
と
例
外
が
逆
転
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
善
意
の
不
動
産
占
有
者
が
動
産
・
樹
木
を
結
合
さ
せ
た
と
き
の
取
戻
請
求
権
も
井
上
な
ら
び
に
熊
野
に
よ
っ
て
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
比
べ
償
金
請
求
権
の
支
払
が
問
題
と
な
る
局
面
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
一
条
が
行
為
者
の
善
意
・
悪
意
を
区
別
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
点
も
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
背
後
に
も
社
会
経
済
的
利
益
を
強
く
考
慮
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
現
行
民
法
典
の
起
草
過
程
に
考
察
を
移
す
こ
と
と
す
る
。

現
行
民
法
典
の
添
付
規
定
の
原
案
を
起
草
し
た
の
は
富
井
と
見
ら
れ
（
９２
）
る
。
法
典
調
査
会
に
お
い
て
富
井
は
添
付
の
総
論
と
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
。
説
明
の
冒
頭
に
お
い
て
、
富
井
は
添
付
規
定
の
全
体
構
成
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
本
案
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
大
ニ
既
成
法
典
ノ
規
定
ヲ
削
除
致
シ
マ
シ
テ
条
文
ガ
著
シ
ク
少
ナ
ク
ナ
リ
マ
シ
タ
、
夫
故
ニ
二
節
ニ
分
ケ
テ
不
動
産
上
ノ
添
附
動
産
上
ノ
添
附
ト
云
フ
如
キ
区
別
ヲ
設
ケ
ル
必
要
ハ
ナ
イ
ト
考
ヘ
マ
シ
タ
カ
ラ
此
第
三
款
ノ
中
ニ
細
別
ヲ
立
テ
ズ
シ
テ
規
定
ヲ
致
シ
マ
シ
（
９３
）
タ
」
旧
民
法
典
に
は
存
在
し
て
い
た
節
の
区
分
が
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
条
文
数
の
大
幅
な
減
少
に
伴
っ
て
節
の
区
別
を
や
め
た
と
い
う
に
過
ぎ
ず
、
不
動
産
付
合
と
動
産
付
合
の
区
分
の
必
要
性
そ
の
も
の
ま
で
否
定
す
る
趣
旨
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
（
９４
）
る
。
償
金
を
定
め
た
各
種
規
定
の
構
成
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
。
「
既
成
法
典
ニ
ハ
其
添
附
ノ
箇
条
ニ
於
テ
添
附
又
ハ
製
作
ノ
適
用
ニ
依
テ
権
利
ヲ
失
ナ
ヒ
損
失
ヲ
受
ク
ル
者
ニ
償
金
ヲ
払
ハ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
規
定
シ
テ
居
ル
、
併
シ
是
レ
ハ
ド
ノ
場
合
ヲ
見
テ
モ
不
当
ノ
利
得
ニ
依
ル
カ
或
ハ
不
正
ノ
損
害
ニ
依
ル
カ
必
ス
此
二
ツ
ノ
内
ニ
帰
ス
ル
ト
思
ヒ
マ
ス
、
夫
故
ニ
多
ク
ノ
条
文
ノ
格
段
ナ
ル
場
合
ニ
付
テ
一
々
其
事
ヲ
言
フ
ヨ
リ
モ
一
ツ
ノ
条
ニ
纏
メ
テ
仕
舞
ツ
タ
方
ガ
至
当
デ
ア
ラ
（
９５
）
ウ
」
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こ
こ
で
は
、
償
金
に
は
不
当
な
利
得
の
吐
き
出
し
と
損
害
賠
償
の
二
側
面
が
あ
る
こ
と
が
正
当
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
一
つ
の
条
（
９６
）
文
に
ま
と
め
て
規
定
す
る
の
が
簡
潔
で
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
条
文
構
成
に
関
す
る
説
明
に
続
い
て
、
富
井
は
旧
民
法
に
見
ら
れ
た
条
文
の
削
除
理
由
を
述
べ
る
。
そ
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
旧
民
法
一
九
条
の
削
除
理
由
で
あ
る
。
同
条
の
削
除
が
添
付
規
定
に
関
す
る
最
大
の
改
革
で
あ
る
と
述
べ
（
９７
）
た
後
に
富
井
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
「
是
レ
〔
旧
民
法
一
九
条
〕
ハ
一
見
致
シ
マ
ス
ト
キ
ハ
甚
ダ
公
平
ナ
規
定
ノ
様
ニ
思
ヒ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
従
ツ
テ
ア
ツ
テ
モ
決
シ
テ
害
ハ
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
特
ニ
設
ケ
ル
必
要
ガ
ア
ル
カ
ト
云
フ
ト
甚
ダ
疑
ヒ
マ
ス
、
本
款
ノ
一
番
仕
舞
ノ
条
文
即
チ
不
当
ノ
利
得
ハ
償
還
セ
ニ
ヤ
ナ
ラ
ヌ
不
正
ノ
損
害
ハ
賠
償
セ
ニ
ヤ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
原
則
ガ
ア
レ
バ
十
分
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
（
９８
）
フ
」
富
井
は
旧
民
法
一
九
条
の
規
定
内
容
に
反
対
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
む
し
ろ
公
平
な
規
定
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
不
当
利
得
の
償
還
・
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
の
賠
償
は
他
の
規
定
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
旧
民
法
一
九
条
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
（
９９
）
る
。
確
か
に
、
代
価
の
要
求
に
つ
い
て
は
二
四
八
条
ま
た
は
不
当
利
得
・
不
法
行
為
に
関
す
る
一
般
規
定
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
に
つ
い
て
所
有
権
を
取
得
す
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
な
い
こ
と
、
な
ら
び
に
、
添
付
を
生
ぜ
し
め
た
者
に
対
し
て
同
性
質
・
同
品
質
の
物
の
引
渡
を
要
求
し
う
る
こ
と
に
関
し
て
は
規
定
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

不
動
産
の
付
合
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
民
法
典
に
な
ら
っ
（
１００
）
て
二
四
二
条
の
一
か
条
に
規
定
が
ま
と
め
ら
れ
（
１０１
）
た
。
同
条
の
説
明
で
富
井
は
「
従
ト
シ
テ
附
合
ス
ル
ト
云
フ
数
量
ヲ
能
ク
裁
判
官
ガ
適
用
ス
レ
バ
十
分
デ
ア
ラ
ウ
、
是
レ
ハ
独
逸
民
法
草
案
ノ
例
ニ
倣
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
（
１０２
）
ス
」
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
場
合
に
付
合
が
生
じ
る
も
の
と
さ
れ
る
の
か
、
換
言
す
れ
ば
結
合
し
た
物
の
取
戻
は
い
か
な
る
場
合
に
可
能
で
あ
る
の
か
は
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
旧
民
法
典
の
よ
う
に
建
築
そ
の
他
の
工
作
物
と
植
物
の
場
合
と
に
分
け
て
規
定
す
る
と
遺
漏
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
に
２７
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不
動
産
の
付
合
を
一
か
条
で
規
定
す
る
も
の
と
し
（
１０３
）
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
樹
木
の
植
裁
に
関
す
る
特
則
も
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
（
１０４
）
た
。
ま
た
、
但
書
が
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
既
成
法
典
に
あ
っ
て
も
同
じ
こ
と
だ
が
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
富
井
は
土
地
の
ケ
ー
ス
の
み
を
念
頭
に
置
い
た
説
明
を
加
え
て
い
（
１０５
）
る
。
こ
こ
で
箕
作
麒
祥
に
よ
っ
て
、
添
付
が
所
有
者
の
一
人
の
所
為
に
よ
る
場
合
と
第
三
者
の
所
為
に
よ
る
場
合
と
い
う
旧
民
法
典
に
見
ら
れ
る
区
分
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
生
じ
る
損
害
は
二
四
八
条
で
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
が
確
認
さ
れ
、
富
井
は
そ
れ
を
肯
定
す
る
。
二
四
八
条
も
不
動
産
付
合
一
般
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
二
四
二
条
は
そ
の
質
問
以
外
に
は
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
可
決
さ
れ
た
。
次
い
で
、
動
産
の
付
合
規
定
の
起
草
過
程
に
目
を
転
じ
る
こ
と
と
す
る
。
二
四
三
条
に
関
し
て
は
富
井
が
本
稿
の
観
点
か
ら
は
非
常
に
注
目
す
べ
き
発
言
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
発
言
で
あ
る
。「
夫
レ
カ
ラ
又
多
ク
ノ
国
ノ
法
典
ニ
ハ
其
主
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ガ
添
附
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
従
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ニ
モ
幾
分
カ
権
利
ヲ
与
ヘ
ル
ト
カ
物
ヲ
損
ジ
テ
モ
分
離
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
カ
、
物
ガ
遺
失
シ
テ
モ
従
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ニ
権
利
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ト
カ
誠
ニ
煩
ハ
シ
ク
ア
ル
、
夫
レ
ヨ
リ
ハ
イ
ツ
ソ
法
律
ニ
主
従
ヲ
区
別
ス
ル
細
別
ノ
標
準
ヲ
掲
ゲ
ズ
シ
テ
裁
判
官
ノ
判
断
ニ
任
カ
セ
ル
方
ガ
宜
イ
、
然
ウ
シ
テ
モ
実
際
ノ
結
果
ハ
既
成
法
典
ニ
掲
グ
ル
所
ト
同
一
ニ
ナ
ル
ト
思
（
１０６
）
フ
」
こ
こ
で
は
、
諸
外
国
法
で
は
従
た
る
物
の
所
有
者
に
も
分
離
請
求
権
あ
る
い
は
共
有
持
分
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
あ
ま
り
に
細
か
な
区
分
は
煩
わ
し
い
の
で
主
た
る
物
と
従
た
る
物
の
決
定
を
裁
判
官
の
判
断
に
委
ね
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
添
付
の
効
果
も
含
め
、
旧
民
法
典
と
異
な
っ
た
結
論
を
採
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
同
条
に
つ
い
て
は
ま
た
、
少
し
毀
損
す
れ
ば
分
離
が
可
能
な
場
合
に
お
い
て
も
付
合
を
認
め
て
取
戻
を
否
定
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と
し
て
、
長
谷
川
喬
が
「
著
ル
シ
ク
毀
損
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
」
と
「
著
ル
シ
ク
」
の
文
言
を
追
加
す
る
修
正
案
を
提
出
し
よ
う
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と
す
る
。
分
離
請
求
が
で
き
る
範
囲
が
極
端
に
狭
ま
る
こ
と
を
危
惧
す
る
見
解
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
見
解
は
、
付
合
し
た
か
否
か
は
結
局
の
と
こ
ろ
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
は
な
か
っ
（
１０７
）
た
。
二
四
四
条
に
つ
い
て
富
井
は
、
旧
民
法
典
と
は
異
な
り
物
の
主
従
を
決
定
す
る
の
に
旧
民
法
財
産
取
得
編
一
五
条
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
か
ら
平
等
の
権
利
で
の
共
有
と
は
で
き
な
い
と
す
（
１０８
）
る
。
こ
の
発
言
の
真
意
は
明
確
で
は
な
い
が
、
物
の
主
従
に
つ
い
て
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
っ
て
決
定
す
る
余
地
が
広
が
っ
た
た
め
に
主
従
の
区
別
を
な
し
え
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
、
二
四
四
条
の
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
。
す
な
わ
ち
、
共
有
成
立
の
範
囲
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
二
四
六
条
の
加
工
に
つ
い
て
は
富
井
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
材
料
所
有
者
が
加
工
物
の
所
有
者
と
な
る
か
加
工
者
が
加
工
物
の
所
有
者
と
な
る
か
は
国
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
は
加
工
に
よ
っ
て
新
た
な
物
が
生
じ
た
こ
と
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
加
工
者
に
基
本
的
に
所
有
権
を
付
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
根
付
に
彫
り
物
を
し
た
場
合
の
よ
う
に
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
新
た
な
物
が
生
じ
る
も
の
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、「
他
人
ノ
材
料
ニ
工
作
ヲ
加
ヘ
タ
場
合
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
材
料
ノ
所
有
者
ヲ
シ
テ
其
所
有
権
ヲ
失
ハ
シ
メ
ン
ト
云
フ
コ
ト
ハ
何
ウ
モ
原
則
ト
シ
テ
ハ
酷
ド
イ
コ
ト
ノ
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
マ
ス
」。
そ
こ
で
、
手
間
賃
よ
り
も
加
工
に
よ
っ
て
生
じ
た
増
価
を
も
っ
て
所
有
権
の
所
在
を
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
（
１０９
）
る
。

二
四
七
（
１１０
）
条
は
富
井
も
説
明
す
る
よ
う
（
１１１
）
に
ド
イ
ツ
民
法
典
の
み
に
見
ら
れ
る
規
定
で
あ
り
、
法
典
調
査
会
に
お
い
て
参
照
条
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
八
九
五
条
と
第
二
草
案
八
六
四
（
１１２
）
条
の
み
で
あ
る
。
こ
の
規
定
を
採
用
し
た
理
由
に
つ
き
富
井
は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
「
如
何
ニ
モ
公
平
ナ
規
定
ト
（
１１３
）
思
」
わ
れ
る
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
付
合
に
よ
っ
て
全
く
新
た
な
物
が
生
じ
る
の
だ
か
ら
従
前
の
物
の
上
に
存
在
し
て
い
た
権
利
は
消
滅
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
て
一
項
に
規
定
す
る
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
本
条
二
項
の
よ
う
な
例
外
規
（
１１４
）
定
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
以
下
の
よ
う
な
不
都
合
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
富
井
は
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
二
項
の
必
要
性
を
説
く
。
動
産
買
主
が
代
金
を
支
払
わ
な
い
う
ち
に
売
買
目
的
物
と
自
己
が
元
か
ら
有
し
て
い
た
物
と
を
付
合
さ
せ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
く
新
た
な
物
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
売
主
が
有
し
て
い
た
動
産
売
買
先
取
特
権
は
消
滅
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
買
主
が
自
己
の
所
為
に
よ
っ
て
第
三
者
で
あ
る
動
産
売
主
の
先
取
２９
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
特
権
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
不
都
合
を
避
け
る
た
め
に
一
項
の
例
外
と
し
て
二
項
を
お
く
こ
と
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
（
１１５
）
る
。
こ
の
条
文
案
に
対
し
て
は
、
二
つ
の
方
向
か
ら
削
除
の
提
案
が
な
さ
れ
（
１１６
）
た
。
第
一
は
磯
部
四
郎
に
よ
る
提
案
で
あ
り
、
本
条
は
「
全
ク
無
用
ノ
贅
文
」
で
あ
る
か
ら
、
全
部
削
除
す
べ
き
も
の
と
（
１１７
）（
１１８
）
す
る
。
一
項
に
関
す
る
磯
部
の
主
張
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
不
動
産
付
合
の
場
合
を
問
題
と
し
て
、
建
築
材
料
上
に
請
負
主
が
有
す
る
先
取
特
権
は
付
合
が
生
じ
て
も
消
滅
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
二
四
七
条
一
項
で
は
こ
れ
が
消
滅
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
不
適
当
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
動
産
付
合
の
場
合
に
つ
い
て
は
「
他
人
ニ
占
有
権
ガ
往
ク
ト
同
時
ニ
第
三
者
ノ
権
利
ガ
消
滅
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
」
は
規
定
す
る
ま
で
も
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
一
項
は
有
害
無
益
で
あ
る
と
し
て
削
除
を
提
案
す
（
１１９
）
る
。
二
項
に
つ
い
て
磯
部
は
「
私
ハ
一
物
ガ
新
ラ
シ
ク
出
来
テ
モ
前
ノ
所
有
者
ノ
権
利
ハ
消
滅
シ
ナ
イ
ト
云
フ
考
ヘ
デ
ア
リ
マ
ス
然
ウ
ス
レ
バ
物
ノ
躰
様
ハ
変
ハ
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
物
ノ
性
質
其
物
ハ
存
在
シ
テ
居
ル
第
三
者
ノ
権
利
ハ
躰
様
ノ
変
ズ
ル
ガ
為
メ
ニ
消
滅
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
不
都
合
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ト
マ
（
１２０
）
ス
」
と
の
考
え
に
立
っ
て
い
る
。
磯
部
は
旧
所
有
者
の
権
利
目
的
物
に
姿
態
変
換
が
生
じ
る
の
み
で
あ
っ
て
権
利
そ
の
も
の
は
当
然
に
添
付
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
の
上
に
存
続
す
る
も
の
と
理
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。
第
二
は
、
高
木
豊
三
に
よ
る
提
案
で
あ
る
。
高
木
は
、
一
項
の
物
上
に
存
す
る
「
他
ノ
権
利
」
に
動
産
売
買
先
取
特
権
が
含
ま
れ
る
の
か
を
疑
問
視
し
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案
に
お
い
て
は
物
上
に
存
す
る
権
利
と
は
物
権
の
こ
と
を
指
す
、
す
な
わ
ち
こ
こ
に
含
ま
れ
る
の
は
質
権
と
入
額
所
得
権
の
み
で
あ
っ
て
留
置
権
は
含
ま
れ
な
い
と
言
う
。
そ
し
て
入
額
所
得
権
は
わ
が
国
で
は
規
定
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
質
権
に
つ
い
て
も
一
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
全
く
な
（
１２１
）
い
。
こ
う
し
て
一
項
は
規
定
す
る
ま
で
も
な
い
不
要
な
規
定
で
あ
る
と
す
（
１２２
）
る
。
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二
項
に
つ
い
て
も
、
担
保
目
的
物
の
価
値
が
増
大
し
た
と
き
は
担
保
権
そ
の
も
の
も
増
大
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
か
ら
不
要
だ
と
言
（
１２３
）
う
。
ど
う
し
て
も
規
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
担
保
の
と
こ
ろ
で
規
定
す
べ
き
だ
と
す
（
１２４
）
る
。
こ
れ
は
磯
部
と
同
様
の
削
除
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
削
除
の
提
案
に
対
し
て
は
富
井
が
反
論
す
（
１２５
）
る
。
一
項
に
つ
い
て
は
、
磯
部
の
主
張
し
た
よ
う
な
、
従
前
の
物
の
上
に
存
し
た
物
権
は
付
合
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
と
い
う
見
解
を
否
定
す
る
た
め
に
こ
そ
必
要
な
の
だ
と
す
（
１２６
）
る
。
ま
た
高
木
に
対
し
て
は
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案
は
先
取
特
権
に
触
れ
て
い
な
い
が
先
取
特
権
は
物
権
中
に
規
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
答
え
る
。
そ
し
て
二
項
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
先
取
特
権
の
例
に
言
及
し
、
さ
ら
に
二
項
は
一
項
の
例
外
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
必
要
性
を
主
張
す
る
。
そ
の
後
意
見
を
求
め
ら
れ
た
梅
が
発
言
す
る
。
二
項
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
富
井
の
挙
げ
る
先
取
特
権
の
例
な
ら
び
に
質
物
を
第
三
者
に
占
有
さ
せ
て
い
た
事
例
を
も
っ
て
説
明
す
（
１２７
）
る
。
結
局
、
こ
れ
ら
の
全
部
削
除
提
案
は
い
ず
れ
も
賛
成
者
が
少
数
で
あ
っ
た
た
め
に
否
決
さ
れ
た
。
本
条
の
審
議
に
お
い
て
本
稿
の
関
心
を
引
く
の
が
、
横
田
国
臣
の
発
言
を
巡
る
応
答
で
あ
る
。
横
田
は
、
金
の
所
有
者
が
金
の
指
輪
を
作
成
し
そ
れ
に
他
人
所
有
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
付
合
さ
せ
て
売
却
し
た
場
合
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
所
有
者
の
保
護
は
で
き
な
い
の
か
を
問
う
。
富
井
は
、
こ
れ
は
即
時
取
得
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
第
三
取
得
者
に
追
及
で
き
る
場
合
も
あ
る
が
、
所
有
権
以
外
の
権
利
の
帰
趨
に
つ
い
て
定
め
る
本
条
と
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
と
す
（
１２８
）
る
。
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
れ
に
対
す
る
横
田
の
次
の
よ
う
な
発
言
で
あ
る
。
「
別
ノ
所
有
権
デ
ナ
イ
薄
イ
権
利
デ
サ
イ
モ
此
通
リ
ニ
此
處
デ
以
テ
保
護
ス
ル
コ
ト
ニ
シ
タ
ナ
ラ
バ
所
有
権
ニ
付
テ
ハ
尚
ホ
先
取
特
権
カ
何
ニ
カ
ヤ
ツ
テ
宜
カ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
（
１２９
）
ス
」
横
田
は
、
所
有
権
以
外
の
権
利
で
さ
え
本
条
で
保
護
さ
れ
る
の
だ
か
ら
所
有
権
は
な
お
さ
ら
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
富
井
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
主
物
と
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
売
主
に
は
先
取
特
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
の
保
護
は
十
分
で
あ
る
と
答
弁
し
（
１３０
）
た
。
こ
れ
に
対
し
て
横
田
が
先
取
特
権
を
規
定
す
る
こ
と
を
要
３１
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
求
し
て
議
論
は
終
結
し
て
い
る
。
質
問
を
し
た
横
田
の
真
意
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
客
観
的
に
見
れ
ば
、
当
初
の
質
問
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
所
有
者
が
金
の
所
有
者
に
売
却
し
た
ケ
ー
ス
の
み
を
想
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
（
１３１
）
る
。
償
金
請
求
権
を
付
与
す
る
の
み
で
は
所
有
権
者
の
保
護
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
議
論
に
発
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
問
題
提
起
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
富
井
の
答
弁
の
途
中
か
ら
売
却
ケ
ー
ス
に
限
定
さ
れ
た
議
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

二
四
八
条
の
立
法
理
由
に
つ
い
て
富
井
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
既
成
法
典
ニ
於
テ
ハ
添
附
ノ
方
ヲ
各
場
合
ニ
付
テ
不
当
ノ
利
得
又
ハ
不
正
ノ
損
害
ニ
基
ク
所
ノ
求
償
権
ノ
コ
ト
ヲ
規
定
シ
テ
ア
リ
マ
ス
ガ
之
ハ
一
括
シ
テ
此
處
ニ
規
定
ス
ル
ガ
宜
シ
イ
ト
思
ヒ
マ
シ
テ
此
處
ヘ
規
定
ヲ
致
シ
マ
シ
（
１３２
）
タ
」
「
此
条
文
ノ
体
裁
ハ
既
成
法
典
ト
ハ
少
シ
違
ツ
タ
丈
ケ
デ
少
シ
モ
既
成
法
典
ノ
精
神
ヲ
変
ヘ
タ
積
リ
デ
ハ
ナ
（
１３３
）
イ
」
こ
の
よ
う
に
求
償
権
に
つ
い
て
の
旧
民
法
典
の
規
定
を
一
括
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
旧
民
法
典
が
償
金
請
求
権
を
不
当
利
得
の
返
還
と
し
て
位
置
づ
け
つ
つ
償
金
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
規
定
で
あ
る
財
産
編
三
七
〇
条
・
三
八
五
条
に
依
拠
し
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
本
条
は
償
金
額
の
算
定
に
関
し
て
も
専
ら
不
当
利
得
規
定
に
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
当
利
得
規
定
の
構
成
の
変
（
１３４
）
化
に
よ
る
も
の
と
言
（
１３５
）
え
、
大
き
な
変
化
で
は
な
い
。
本
条
に
関
し
て
は
、「
償
金
」
と
は
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
の
か
が
箕
作
に
よ
っ
て
質
問
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
富
井
が
「
賠
償
ト
云
フ
ト
不
正
ノ
損
害
ノ
ミ
ノ
文
字
ニ
附
ク
ヤ
ウ
ナ
慣
例
ニ
為
ッ
テ
居
リ
マ
ス
」
と
答
え
、
償
金
と
賠
償
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
前
者
に
は
損
害
賠
償
と
し
て
の
側
面
と
同
時
に
不
当
な
利
得
の
吐
き
出
し
の
側
面
も
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
（
１３６
）
る
。
続
い
て
、
本
条
に
い
う
「
償
金
」
と
は
金
銭
に
限
定
さ
れ
る
の
か
が
箕
作
に
よ
っ
て
問
題
と
さ
れ
る
。
富
井
は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
。
「
不
正
ノ
損
害
ノ
所
デ
ハ
何
ウ
云
フ
主
義
ヲ
採
ル
カ
マ
ダ
分
リ
マ
セ
ヌ
ガ
私
ノ
考
ヘ
デ
ハ
法
律
ガ
進
歩
シ
テ
往
ク
ニ
従
ツ
テ
金
丈
ケ
ガ
損
害
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賠
償
ノ
方
法
ニ
為
ル
ノ
ガ
至
当
デ
ア
ラ
ウ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
付
テ
大
ニ
疑
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
何
ウ
云
フ
コ
ト
ニ
為
ル
カ
知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
先
ヅ
此
處
丈
ケ
ハ
金
ニ
シ
テ
置
テ
万
一
先
キ
デ
其
主
義
カ
変
ハ
レ
バ
直
ホ
ス
積
リ
デ
ア
リ
マ
（
１３７
）
ス
」
こ
の
よ
う
に
富
井
は
「
償
金
」
の
内
容
を
不
正
の
損
害
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
悪
意
不
当
利
得
に
関
す
る
七
〇
四
条
に
お
い
て
い
か
な
る
考
え
方
を
採
用
す
る
の
か
に
委
ね
る
。
そ
し
て
法
律
が
進
化
す
る
に
つ
れ
て
損
害
賠
償
の
方
法
は
金
銭
ば
か
り
で
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
り
あ
え
ず
本
条
の
起
草
に
お
い
て
は
金
銭
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
く
。
こ
れ
が
富
井
の
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
梅
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
「
償
金
」
は
金
銭
に
限
定
さ
れ
る
と
す
る
。
「
私
ノ
想
フ
ニ
ハ
此
處
ノ
ヤ
ウ
ナ
場
合
ニ
ハ
先
キ
ニ
往
ツ
テ
主
義
ガ
何
ウ
ナ
ラ
ウ
ト
モ
金
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
（
１３８
）
ス
」
「
償
金
」
が
金
銭
に
よ
ら
な
い
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
富
井
が
考
え
て
い
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
損
害
賠
償
の
方
法
と
し
て
原
状
回
復
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
旧
民
法
財
産
取
得
編
一
九
条
の
よ
う
に
同
種
・
同
量
・
同
品
質
の
物
に
よ
る
返
還
請
求
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
（
１３９
）
か
。
同
条
に
つ
い
て
は
、
二
四
四
条
の
審
議
の
際
に
富
井
に
よ
っ
て
、
二
四
八
条
が
あ
れ
ば
十
分
な
救
済
が
で
き
る
た
め
に
削
除
し
た
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
富
井
が
旧
民
法
一
九
条
の
規
定
内
容
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
（
１４０
）
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
不
可
能
と
は
言
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
条
に
関
す
る
法
典
調
査
会
で
の
議
論
は
以
上
に
尽
き
て
お
り
、
償
金
支
払
を
い
か
に
し
て
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
の
議
論
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

以
上
に
検
討
し
た
現
行
民
法
典
の
起
草
過
程
に
お
け
る
議
論
の
要
旨
を
ま
と
め
て
お
く
。
起
草
者
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
に
な
ら
っ
て
旧
民
法
典
の
規
定
を
簡
略
化
す
る
こ
と
を
最
も
重
視
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
条
文
の
体
裁
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
が
、
条
文
の
内
容
に
大
き
な
変
更
を
加
え
る
こ
と
は
全
く
想
定
し
て
い
な
い
。
内
容
面
で
の
変
更
点
は
二
四
七
条
の
新
設
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
ド
イ
ツ
民
法
典
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
富
井
が
従
前
の
物
の
上
に
権
利
を
有
し
て
い
た
者
の
保
護
を
目
的
と
し
て
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
提
に
は
、
従
前
の
物
の
上
に
存
し
た
権
利
は
付
合
３３
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（ ）
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
旧
民
法
典
に
見
ら
れ
た
種
々
の
区
分
の
う
ち
、
不
動
産
付
合
と
動
産
付
合
の
区
分
は
現
行
民
法
典
で
も
維
持
さ
れ
た
。
し
か
し
旧
民
法
典
に
見
ら
れ
た
建
築
等
の
工
作
物
と
植
物
と
の
区
分
、
な
ら
び
に
、
添
付
を
生
ぜ
し
め
た
者
の
属
性
及
び
主
観
的
態
様
と
い
っ
た
他
の
種
の
区
分
は
す
べ
て
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
条
文
を
簡
潔
に
す
る
こ
と
な
ら
び
に
遺
漏
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
区
分
の
必
要
性
そ
の
も
の
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
添
付
の
効
果
も
旧
民
法
典
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
旧
民
法
財
産
取
得
編
一
九
条
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
不
当
利
得
の
償
還
な
ら
び
に
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
が
他
の
規
定
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
同
条
を
存
置
す
る
必
要
が
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
起
草
者
は
償
金
が
不
当
な
利
得
の
吐
き
出
し
と
損
害
賠
償
と
の
二
側
面
を
有
す
る
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
旧
民
法
典
期
の
議
論
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
四
八
条
の
「
償
金
」
は
、
梅
が
金
銭
に
限
定
さ
れ
る
も
の
と
明
言
す
る
の
に
対
し
て
、
富
井
は
暫
定
的
に
金
銭
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
お
り
、
起
草
者
間
で
の
見
解
の
相
違
が
注
目
さ
れ
る
。
四
以
上
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
か
ら
現
行
民
法
典
起
草
過
程
ま
で
の
添
付
規
定
の
変
遷
を
償
金
請
求
権
に
着
目
し
な
が
ら
た
ど
っ
た
。ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
な
ら
び
に
旧
民
法
典
は
そ
の
構
成
上
も
内
容
上
も
フ
ラ
ン
ス
法
の
強
い
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
不
都
合
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
学
説
に
従
い
、
あ
る
い
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
独
創
で
規
定
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
公
益
、
す
な
わ
ち
不
動
産
所
有
権
の
絶
対
性
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
た
。
現
行
民
法
典
に
至
る
と
条
文
の
体
裁
上
は
ド
イ
ツ
法
の
影
響
を
受
け
簡
略
化
が
進
め
ら
れ
た
が
、
条
文
内
容
は
旧
民
法
典
を
維
持
し
た
部
分
が
大
半
で
あ
る
。
旧
民
法
典
に
見
ら
れ
た
種
々
の
区
分
が
廃
止
さ
れ
た
が
こ
れ
も
内
容
面
で
の
変
化
を
目
的
と
し
た
も
の
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で
は
な
く
、す
べ
て
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
。ド
イ
ツ
法
の
影
響
が
内
容
面
で
反
映
さ
れ
た
の
は
、
二
四
七
条
の
新
設
に
尽
き
る
。
現
行
民
法
典
の
起
草
者
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
種
物
の
取
戻
を
認
め
る
旧
民
法
財
産
取
得
編
一
九
条
が
削
除
さ
れ
た
の
は
大
き
な
変
化
と
言
え
る
。
結
合
し
た
物
が
分
離
で
き
る
場
合
に
は
分
離
を
認
め
る
と
い
う
方
針
は
一
貫
し
て
貫
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
償
金
が
不
当
利
得
の
返
還
と
損
害
賠
償
の
二
側
面
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
に
お
い
て
は
か
な
り
の
混
乱
が
見
ら
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
。
第
二
節
学
説
本
節
で
は
、
添
付
に
お
け
る
償
金
請
求
権
の
発
生
す
る
場
面
な
ら
び
に
償
金
請
求
権
の
性
質
に
関
す
る
学
説
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
一
で
は
起
草
者
の
見
解
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
二
で
は
そ
の
後
の
学
説
を
検
討
す
る
。
そ
の
う
ち
、

で
は
通
説
が
償
金
請
求
権
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
か
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て

・

で
は
償
金
の
支
払
確
保
に
寄
与
す
る
見
解
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
償
金
の
発
生
す
る
場
面
を
限
定
す
る
見
解
、
償
金
請
求
権
の
性
質
そ
の
も
の
を
分
析
す
る
見
解
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
一
起
草
者
の
見
解
の
う
ち
、
現
行
民
法
典
添
付
規
定
の
直
接
の
起
草
者
と
見
ら
れ
（
１４１
）
る
富
井
の
見
解
、
な
ら
び
に
、
添
付
規
定
に
つ
い
て
富
井
と
並
ん
で
法
典
調
査
会
で
の
発
言
が
多
い
梅
の
見
解
を
検
討
す
る
。
添
付
が
認
め
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
富
井
は
、
原
状
回
復
が
事
実
上
不
可
能
ま
た
は
経
済
上
不
利
益
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
多
大
な
損
害
を
生
じ
る
こ
と
な
く
付
合
物
を
分
離
し
う
る
と
き
は
分
離
を
請
求
し
う
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
（
１４２
）
る
。
そ
し
て
添
付
規
定
は
「
公
益
上
ノ
理
由
ニ
基
ク
強
行
法
」
と
さ
れ
（
１４３
）
る
。
梅
も
明
言
は
し
な
い
も
の
の
、
付
合
と
は
一
物
が
他
の
物
に
付
着
し
て
毀
損
す
る
の
で
な
け
れ
ば
分
離
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
言
う
も
の
と
し
て
お
（
１４４
）
り
、
富
井
と
同
旨
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
梅
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
る
。
二
四
二
条
に
つ
い
て
は
、
付
着
さ
せ
た
物
を
不
動
産
か
ら
取
り
離
す
と
付
着
物
が
価
値
を
失
い
３５
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や
や
も
す
れ
ば
不
動
産
に
も
損
害
が
生
じ
（
１４５
）
る
。
悪
意
の
不
動
産
所
有
者
の
所
為
に
よ
っ
て
付
合
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
第
一
に
付
着
物
は
性
質
を
変
じ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
分
離
を
認
め
る
と
経
済
上
の
不
利
益
が
大
き
く
国
損
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
添
付
に
よ
っ
て
所
有
権
を
失
う
者
の
救
済
は
七
〇
四
条
に
よ
れ
ば
足
り
（
１４６
）
る
。
付
合
物
が
独
立
の
存
在
と
し
て
残
存
し
て
い
て
も
「
従
は
主
に
従
う
」
の
原
則
に
よ
り
付
合
が
成
立
す
（
１４７
）
る
。
動
産
付
合
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
毀
損
は
国
家
経
済
上
不
利
益
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
に
各
動
産
の
従
前
の
所
有
者
に
と
っ
て
も
不
利
益
で
あ
る
と
の
説
明
を
加
え
（
１４８
）
る
。
そ
し
て
、
原
則
と
し
て
所
有
者
の
一
人
に
所
有
権
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
の
は
、
共
有
は
不
便
な
た
め
で
あ
る
と
す
（
１４９
）
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
富
井
は
も
う
少
し
詳
細
な
説
明
を
す
る
。
現
行
民
法
典
の
旧
民
法
典
か
ら
の
変
化
は
、
動
産
付
合
に
お
い
て
共
有
の
成
立
す
る
ケ
ー
ス
が
広
く
認
め
ら
れ
た
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
（
１５０
）
る
。
二
四
四
条
・
二
四
五
条
に
は
共
有
が
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
（
１５１
）
だ
が
、
共
有
に
は
弊
害
が
多
い
こ
と
か
ら
ド
イ
ツ
民
法
九
四
七
条
と
は
異
な
り
共
有
を
本
則
と
ま
で
は
し
な
か
っ
た
も
の
と
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
（
１５２
）
る
。
こ
の
点
で
は
、
従
前
の
物
の
上
に
存
し
て
い
た
所
有
権
が
償
還
請
求
権
に
転
化
す
る
ケ
ー
ス
は
旧
民
法
典
と
比
べ
る
と
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
加
工
に
お
い
て
は
基
本
的
に
は
材
料
所
有
権
が
一
旦
消
滅
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
お
（
１５３
）
り
、
そ
の
た
め
に
二
四
六
条
一
項
が
本
則
で
あ
り
二
項
は
そ
の
例
外
で
あ
る
と
い
う
扱
い
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
二
四
七
条
に
つ
い
て
は
梅
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
本
条
第
一
項
ノ
規
定
ハ
力
メ
テ
他
人
ノ
権
利
ヲ
害
ス
ル
結
果
ヲ
生
セ
シ
メ
サ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
故
ニ
右
ノ
諸
例
ニ
於
ケ
ル
債
務
者
カ
添
附
ニ
因
リ
テ
成
リ
タ
ル
物
ノ
単
独
所
有
者
ト
為
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
旧
ト
先
取
特
権
、
質
権
等
ノ
目
的
タ
リ
シ
物
ノ
消
滅
シ
タ
ル
カ
為
メ
其
上
ニ
存
セ
シ
先
取
特
権
、
質
権
等
ハ
消
滅
シ
タ
リ
ト
雖
モ
添
附
ニ
因
リ
テ
更
ニ
生
シ
タ
ル
物
ノ
上
ニ
同
一
ノ
権
利
存
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
（
１５４
）
リ
」
こ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
元
の
先
取
特
権
・
質
権
等
は
一
旦
は
従
前
の
物
と
と
も
（
１５５
）
に
消
滅
す
る
こ
と
で
あ
（
１５６
）
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
前
の
物
の
上
に
存
し
て
い
た
権
利
は
一
旦
消
滅
し
、
新
た
に
生
じ
た
物
の
上
に
全
く
新
し
い
権
利
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
梅
に
よ
れ
ば
、
従
た
る
部
分
が
先
取
特
権
・
質
権
な
ど
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
先
取
特
権
者
・
質
権
者
は
三
〇
四
条
・
三
五
〇
条
の
物
上
代
位
に
よ
り
二
四
八
条
の
償
金
上
に
権
利
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
（
１５７
）
る
。
こ
の
よ
う
に
、
起
草
過
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程
に
お
い
て
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
物
上
代
位
規
定
に
依
拠
し
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
（
１５８
）
る
。
二
四
八
条
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
富
井
の
記
述
が
興
味
深
い
。
「
惟
フ
ニ
此
最
後
ノ
場
合
〔
添
付
を
生
じ
さ
せ
た
者
が
悪
意
で
あ
る
た
め
に
七
〇
四
条
が
適
用
さ
れ
る
場
合
〕
ニ
於
テ
ハ
寧
ロ
不
法
行
為
者
ト
シ
テ
其
責
ニ
任
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
カ
如
シ
ト
雖
モ
第
七
百
四
条
ニ
定
メ
タ
ル
返
還
義
務
ノ
範
囲
ハ
不
法
行
為
ノ
規
定
ト
其
結
果
ニ
於
テ
殆
ト
相
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
唯
不
当
利
得
ノ
方
面
ヨ
リ
観
察
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
他
ナ
ラ
サ
ル
ナ
（
１５９
）
リ
」
こ
こ
で
は
、
添
付
が
悪
意
者
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
場
合
は
不
法
行
為
に
該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
返
還
義
務
の
範
囲
が
不
当
利
得
と
不
法
行
為
と
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
不
当
利
得
規
定
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
（
１６０
）
る
。
こ
れ
に
対
し
て
梅
は
同
条
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
。
「
本
条
ニ
於
テ
ハ
不
当
利
得
ノ
原
則
ニ
従
ヒ
利
益
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ヨ
リ
損
失
ヲ
被
ム
リ
タ
ル
者
ニ
相
当
ノ
償
金
ヲ
払
フ
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
規
定
セ（
１６１
）
リ
」
富
井
と
異
な
り
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
し
て
一
元
的
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
（
１６２
）
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
続
け
て
、
悪
意
で
添
付
を
生
じ
さ
せ
た
者
は
単
に
不
当
利
得
者
で
あ
る
の
み
で
な
く
同
時
に
不
法
行
為
者
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
こ
の
者
は
不
当
利
得
及
び
不
法
行
為
の
原
則
に
よ
っ
て
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
際
の
便
益
を
考
え
て
立
法
者
は
七
〇
四
条
を
設
け
た
の
で
あ
る
と
す
（
１６３
）
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
と
も
償
金
の
う
ち
に
は
不
当
利
得
の
返
還
と
不
法
行
為
の
賠
償
の
要
素
が
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
性
質
上
は
不
法
行
為
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
る
も
の
を
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に
よ
っ
て
規
律
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
理
由
に
つ
き
、
富
井
は
損
害
賠
償
請
求
権
を
「
不
当
利
得
ノ
方
面
ヨ
リ
観
察
」
す
る
と
い
う
の
み
で
あ
っ
て
明
確
で
は
な
い
。
梅
は
実
際
の
便
宜
を
考
え
て
の
こ
と
と
し
て
お
り
、
金
銭
の
支
払
に
つ
い
て
問
題
と
す
る
の
み
な
の
で
便
宜
上
不
当
利
得
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
梅
は
不
当
利
得
規
定
の
場
合
は
利
得
が
根
底
に
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
と
指
摘
し
て
こ
う
し
た
方
策
を
積
極
的
に
正
当
化
し
て
い
る
。
３７
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ま
た
、
梅
は
償
金
の
支
払
を
受
け
る
ま
で
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
発
生
し
た
物
に
つ
い
て
留
置
権
が
発
生
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
（
１６４
）
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
起
草
者
の
見
解
に
お
い
て
も
結
合
し
た
物
を
分
離
す
る
こ
と
が
物
理
的
に
不
可
能
ま
た
は
社
会
経
済
上
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
場
合
を
除
い
て
分
離
を
請
求
で
き
る
も
の
と
さ
れ
る
。
共
有
が
認
め
ら
れ
る
領
域
は
拡
大
さ
れ
た
が
、
や
は
り
共
有
の
弊
害
の
方
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
起
草
者
の
見
解
に
お
い
て
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
梅
が
物
上
代
位
に
よ
っ
て
二
四
七
条
を
説
明
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
二
四
八
条
の
説
明
に
お
い
て
留
置
権
の
成
立
可
能
性
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
指
摘
も
法
典
調
査
会
の
議
論
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
二
そ
の
後
の
学
説
に
お
い
て
は
、
添
付
の
際
の
償
金
請
求
権
を
め
ぐ
る
議
論
は
低
調
（
１６５
）
で
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
償
金
請
求
権
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
見
解
の
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
（
１６６
）
い
。
添
付
の
成
否
の
基
準
が
通
説
的
見
解
・
取
引
観
念
説
・
取
引
安
全
説
な
ど
種
々
の
見
解
の
間
で
激
し
く
争
わ
れ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
（
１６７
）
る
。
し
か
し
、
い
か
な
る
場
合
に
原
状
回
復
が
可
能
で
あ
り
い
か
な
る
場
合
に
共
有
が
成
立
し
い
か
な
る
場
合
に
償
金
請
求
権
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
視
点
か
ら
考
察
す
る
場
合
、
た
だ
単
に
償
金
請
求
権
に
関
す
る
議
論
を
検
討
す
る
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
償
金
請
求
権
に
関
す
る
議
論
そ
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
添
付
の
成
立
要
件
論
の
う
ち
で
償
金
の
支
払
確
保
の
問
題
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
見
解
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

通
説
に
よ
れ
ば
、
付
合
は
社
会
的
な
損
失
を
避
け
る
た
め
に
認
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
か
ら
、
付
合
し
た
物
の
分
離
・
復
旧
が
物
理
的
に
は
困
難
で
な
く
て
も
そ
れ
が
社
会
経
済
上
不
利
益
を
も
た
ら
す
の
で
あ
れ
ば
分
離
・
復
旧
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
（
１６８
）
る
。
そ
し
て
原
物
返
還
が
可
能
な
場
合
に
は
、
原
物
返
還
を
認
め
（
１６９
）
る
。
二
四
七
条
に
つ
い
て
は
一
般
に
次
の
よ
う
な
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
条
一
項
の
説
明
に
お
い
て
は
、
物
の
添
付
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
付
合
し
た
物
は
そ
の
存
在
を
失
（
１７０
）
う
こ
と
か
ら
付
合
し
た
物
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上
に
存
し
て
い
た
権
利
は
す
べ
て
絶
対
的
に
消
滅
す
る
も
の
と
解
さ
れ
（
１７１
）
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
旦
付
合
し
た
物
が
後
に
再
び
分
離
可
能
と
な
っ
て
も
付
合
し
た
物
の
所
有
者
は
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
効
率
的
利
用
を
は
か
り
複
雑
な
権
利
関
係
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
と
説
明
さ
れ
（
１７２
）
る
。
こ
の
よ
う
に
、
付
合
し
た
物
の
上
に
存
し
て
い
た
権
利
が
一
旦
消
滅
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
付
合
し
た
物
の
所
有
者
が
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
単
独
所
有
者
・
共
有
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
第
三
者
の
有
す
る
権
利
は
こ
の
単
独
所
有
権
あ
る
い
は
共
有
持
分
権
の
上
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
解
さ
な
い
と
公
平
に
反
す
る
こ
（
１７３
）
と
、
な
ら
び
に
、
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
は
付
合
し
た
物
に
代
わ
っ
て
生
じ
た
物
と
言
え
る
（
１７４
）（
１７５
）
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
る
。
他
方
、
付
合
し
た
物
の
所
有
者
が
単
独
所
有
権
あ
る
い
は
共
有
持
分
権
の
い
ず
れ
も
有
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
規
定
す
る
二
四
八
条
は
物
上
代
（
１７６
）
位
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
（
１７７
）
る
。
そ
し
て
、
償
金
請
求
権
は
、
付
合
し
た
物
の
所
有
者
と
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
者
の
間
の
（
１７８
）（
１７９
）
衡
平
を
は
か
る
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
請
求
権
の
性
質
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
し
て
説
明
さ
れ
る
の
み
で
（
１８０
）（
１８１
）
あ
る
。
二
四
八
条
に
よ
り
償
金
請
求
権
を
有
す
る
者
は
添
付
が
な
さ
れ
た
物
に
つ
き
留
置
権
を
有
す
る
と
の
見
解
も
あ
（
１８２
）
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
通
説
的
見
解
が
償
金
請
求
権
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
で
あ
る
か
ら
債
権
の
性
質
が
全
面
的
に
適
用
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
。
そ
し
て
償
金
請
求
権
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
二
四
八
条
を
物
上
代
位
に
よ
っ
て
説
明
し
な
が
ら
も
そ
れ
が
付
合
物
の
所
有
権
が
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
説
明
を
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
添
付
に
よ
っ
て
付
合
物
の
所
有
権
を
失
う
者
が
償
金
債
務
者
の
支
払
不
能
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
を
疑
問
視
す
る
と
き
に
注
目
す
べ
き
見
解
が
わ
が
国
に
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
解
の
う
ち
に
は
二
つ
の
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
第
一
は
、
原
物
返
還
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
償
金
請
求
権
が
発
生
す
る
場
面
そ
の
も
の
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
で
あ
り
、
第
二
は
、
不
当
利
得
に
関
す
る
類
型
論
の
立
（
１８３
）
場
に
立
っ
て
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
内
に
は
物
権
的
効
力
す
な
わ
ち
優
先
弁
済
効
を
認
め
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
主
張
す
る
見
解
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
見
解
を
順
に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

付
合
に
関
し
て
償
金
請
求
権
の
発
生
場
面
を
限
定
す
る
見
解
と
し
て
鈴
木
の
見
解
な
ら
び
に
広
中
の
見
解
が
あ
る
。
３９
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
ま
ず
鈴
木
の
見
解
か
ら
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
鈴
木
は
、
添
付
が
生
じ
た
場
合
に
分
離
を
請
求
す
る
こ
と
は
社
会
経
済
的
要
求
に
よ
っ
て
許
さ
れ
な
く
な
る
と
し
つ
（
１８４
）
つ
も
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
分
離
・
復
原
が
社
会
的
に
不
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
点
も
、
所
詮
は
程
度
問
題
で
あ
（
１８５
）
る
」
こ
う
し
た
指
摘
を
し
た
上
で
、
物
理
的
に
分
離
が
不
可
能
と
い
う
の
で
は
な
く
社
会
経
済
上
の
要
求
に
よ
っ
て
分
離
を
認
め
な
い
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
添
付
を
生
じ
さ
せ
た
者
の
主
観
的
態
様
に
よ
っ
て
事
実
認
定
を
異
に
す
る
こ
と
で
分
離
・
復
原
の
可
否
、
換
言
す
れ
ば
付
合
の
成
否
が
決
せ
ら
れ
て
よ
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
た
と
え
ば
、
甲
所
有
の
物
が
乙
に
よ
っ
て
不
法
に
乙
の
所
有
物
に
結
合
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
結
合
が
も
し
適
法
に
さ
れ
た
の
な
ら
分
離
・
復
原
が
不
能
だ
と
判
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
分
離
が
可
能
で
あ
る
と
事
実
認
定
さ
れ
、
甲
の
乙
に
対
す
る
分
離
の
請
求
の
認
容
さ
れ
る
こ
と
が
妥
当
な
場
合
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
（
１８６
）
う
。」
と
い
（
１８７
）
う
。
こ
の
こ
と
を
正
当
化
す
べ
く
鈴
木
は
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
原
状
回
復
請
求
が
認
め
ら
れ
て
い
れ
ば
上
記
の
結
論
は
自
然
な
帰
結
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
原
状
回
復
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
も
っ
て
事
実
認
定
に
よ
る
処
理
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
（
１８８
）
る
。
償
金
請
求
権
の
性
質
に
関
す
る
鈴
木
の
見
解
は
通
説
的
見
解
と
同
様
で
あ
り
、「
債
権
的
求
償
」
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
（
１８９
）
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
続
け
て
次
の
よ
う
な
記
述
を
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
し
た
が
っ
て
、
添
附
の
成
否
自
体
は
、
当
事
者
間
で
は
あ
ま
り
深
刻
な
問
題
と
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、
当
事
者
の
一
方
の
破
産
や
当
事
者
の
一
方
の
債
権
者
に
よ
る
当
該
物
件
の
差
押
の
場
合
に
、
他
方
の
当
事
者
が
自
己
の
所
有
権
を
主
張
す
る
と
い
う
形
で
、
争
い
に
な
る
場
合
が
多
い
。」こ
こ
で
は
、
償
金
支
払
の
履
行
を
確
実
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
付
合
物
を
所
有
し
て
い
た
者
以
外
の
第
三
者
と
の
間
に
生
じ
る
紛
争
の
解
決
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
付
合
物
所
有
者
間
の
紛
争
に
つ
い
て
事
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実
認
定
に
よ
っ
て
分
離
・
復
原
を
可
能
と
す
る
道
を
開
く
と
い
う
鈴
木
の
見
解
の
背
後
に
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
が
あ
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
続
い
て
広
中
の
見
解
を
検
討
す
る
。
広
中
も
鈴
木
と
同
様
に
、次
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
。す
な
わ
ち
、分
離
が
不
可
能
で
な
く
不
相
当
と
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
き
は
、
付
合
物
上
の
所
有
権
を
失
っ
た
者
に
対
し
て
は
本
来
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
し
て
原
物
返
還
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
の
が
本
則
で
あ
（
１９０
）
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
原
物
返
還
請
求
権
を
付
与
す
る
の
は
不
相
当
で
あ
る
か
ら
償
金
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
に
止
ま
っ
て
お
り
、そ
の
限
り
で
二
四
八
条
は
七
〇
三
条
・
七
〇
四
条
の
特
則
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
と
い
う
の
で
あ
（
１９１
）
る
。
償
金
請
求
権
に
は
一
般
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
は
別
個
の
考
慮
要
素
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
広
中
は
別
の
箇
所
で
、
あ
る
者
の
所
有
す
る
物
が
そ
の
者
の
意
思
に
基
づ
か
ず
に
他
の
者
に
帰
属
せ
し
め
ら
れ
る
の
は
例
外
的
に
の
み
容
認
さ
れ
る
と
す
（
１９２
）
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
広
中
は
以
下
の
よ
う
に
し
て
原
物
返
還
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
の
拡
大
を
は
か
る
。
「
分
離
が
不
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、不
動
産
所
有
者
の
故
意
ま
た
は
有
過
失
の
行
為
に
よ
っ
て
附
合
が
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
と
き
は
、不
相
当
と
の
判
断
は
附
合
物
所
有
者
の
利
益
の
た
め
に
の
み
与
え
ら
れ
る
も
の
と
み
て
附
合
物
所
有
者
は
―
―
分
離
・
収
去
義
務
は
負
わ
な
い
が
―
―
二
四
八
条（
特
則
）に
よ
る
償
金
請
求
権（
な
い
し
七
〇
九
条
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
）と
本
則
に
よ
る
現
物
返
還
請
求
権（
上
述
一（
２
）参
照（
分
離
・
収
去
権
的
利
益
内
容
を
有
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
で
あ
り
、不
動
産
の
悪
意
の
特
定
承
継
人
に
対
抗
し
う
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
）
）
と
を
選
択
的
に
有
す
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
（
１９３
）
る
。」
広
中
も
ま
た
、
分
離
が
不
相
当
で
あ
る
が
故
に
付
合
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
か
つ
添
付
を
生
ぜ
し
め
る
所
為
を
な
し
た
者
に
故
意
・
過
失
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
付
合
物
の
所
有
者
に
は
原
物
返
還
請
求
権
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
と
す
る
。
社
会
経
済
的
考
慮
よ
り
も
む
し
ろ
添
付
を
生
じ
さ
せ
た
者
の
主
観
的
悪
性
を
問
題
と
し
て
原
状
回
復
を
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
と
し
て
、
分
離
が
不
相
当
で
あ
る
と
い
う
判
断
は
付
合
物
所
有
者
の
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
（
１９４
）
る
。
ま
た
逆
に
二
四
二
条
但
書
の
「
権
原
」
が
な
い
者
あ
る
い
は
「
権
原
」
が
消
滅
し
た
者
が
植
栽
し
た
場
合
に
お
け
る
植
栽
者
へ
の
４１
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
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補
償
に
つ
い
て
、
悪
意
者
は
償
金
請
求
権
に
よ
る
保
護
に
甘
ん
じ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
善
意
者
に
つ
い
て
は
償
金
請
求
権
に
よ
る
保
護
し
か
な
い
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
と
す
（
１９５
）
る
。
以
上
の
よ
う
に
鈴
木
と
広
中
と
は
、
自
己
の
所
有
物
の
所
有
権
を
添
付
に
よ
っ
て
自
己
の
所
為
に
よ
る
こ
と
な
し
に
失
っ
た
者
に
対
し
て
、
分
離
請
求
権
を
認
め
よ
う
と
す
る
点
で
は
共
通
す
（
１９６
）
る
。
た
だ
、
そ
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
手
段
は
や
や
異
な
っ
て
お
り
、
鈴
木
は
事
実
認
定
、
広
中
は
分
離
不
相
当
性
判
断
の
背
後
に
あ
る
考
慮
を
持
ち
出
す
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
広
中
の
見
解
は
条
文
上
の
根
拠
を
欠
く
た
め
、
鈴
木
の
見
解
に
比
べ
て
解
釈
論
と
し
て
受
け
入
れ
る
の
に
困
難
を
伴
う
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
性
質
を
再
考
す
る
見
解
と
し
て
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
川
村
の
見
解
な
ら
び
に
四
宮
の
見
解
で
あ
る
。
不
当
利
得
、
中
で
も
侵
害
利
得
に
関
す
る
川
村
の
見
解
は
、
添
付
の
際
の
償
金
請
求
権
の
性
質
を
再
考
し
よ
う
と
す
る
本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
指
摘
を
含
ん
で
い
る
。
添
付
に
お
い
て
は
原
状
回
復
請
求
と
償
金
請
求
が
問
題
と
な
る
が
、
物
権
的
返
還
請
求
権
と
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
川
村
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
所
有
物
が
所
有
物
と
し
て
回
復
可
能
な
場
合
に
は
物
権
的
返
還
請
求
権
で
あ
る「
所
有
権
」
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
に
よ
る
が
、
原
物
返
還
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
「
所
有
」
関
係
の
場
で
不
当
利
得
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
（
１９７
）
る
。
そ
し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
発
生
す
る
た
め
に
は
利
得
の
不
適
法
性
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
川
村
は
、
利
得
者
自
身
の
行
為
あ
る
い
は
過
失
は
不
要
で
あ
り
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
場
合
や
被
害
者
自
身
の
行
為
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
い
（
１９８
）
う
。
そ
の
上
で
添
付
は
不
適
法
な
財
貨
の
帰
属
が
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
し
て
侵
害
利
得
返
還
請
求
権
の
発
生
を
基
礎
づ
け
（
１９９
）
る
。
こ
こ
で
川
村
は
添
付
に
お
い
て
生
じ
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
一
般
の
債
権
に
対
し
て
有
す
る
特
殊
性
を
次
の
点
に
求
め
る
。
そ
れ
は
、「
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
」
が
「
所
有
権
」
に
基
づ
く
返
還
請
求
で
は
な
（
２００
）
く
不
当
利
得
「
償
還
」
に
基
づ
く
請
求
権
と
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
「
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
」
が
金
銭
の
不
適
法
な
帰
属
と
し
て
在
る
こ
と
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
（
２０１
）
る
と
い
う
点
で
あ
（
２０２
）
る
。
す
な
わ
ち
、
原
物
返
還
が
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認
め
ら
れ
ず
金
銭
に
よ
る
返
還
が
要
請
さ
れ
る
が
故
に
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
い
う
債
権
の
形
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
（
２０３
）
る
。
こ
こ
に
は
、
債
権
の
性
質
に
再
考
を
迫
る
も
の
が
あ
る
。
特
に
債
務
者
が
破
産
し
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
問
題
が
大
き
い
。
川
村
は
通
説
に
よ
る
処
理
を
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
。
「「
有
体
物
」
所
有
権
が
破
産
者
な
い
し
破
産
管
財
人
の
も
と
で
別
の
財
産
に
姿
態
転
換
し
て
い
る
場
合
に
は
、「
物
権
」
か
ら
「
債
権
」
へ
の
質
的
転
換
と
し
て
構
成
さ
れ
、
こ
の
姿
態
転
換
し
た
別
の
財
産
の
取
戻
し
は
「
所
有
権
」
に
基
づ
い
て
で
は
な
く
、「
債
権
」
―
―
た
だ
し
「
所
有
権
」
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
の
延
長
な
い
し
補
充
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
「
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
」
債
権
で
は
な
く
て
、「
物
権
」
か
ら
峻
別
さ
れ
た
「
債
権
」
と
し
て
の
不
当
利
得
債
権
―
―
に
基
づ
い
て
﹇
中
略
﹈
返
還
請
求
さ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
（
２０４
）
る
。」（
以
下
、
傍
点
原
文
。）こ
れ
に
対
し
て
川
村
は
破
産
法
六
四
条
の
代
償
的
取
戻
権
に
着
目
し
、
こ
れ
は
私
的
所
有
と
い
う
実
体
と
債
権
と
い
う
姿
態
が
異
常
事
態
の
も
と
で
破
綻
し
た
も
の
と
指
摘
す
（
２０５
）
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
敷
衍
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
「
も
っ
と
も
、
破
産
法
は
、
そ
の
よ
う
な
「
債
権
」
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
に
も
、
一
定
の
要
件
の
も
と
に
、「
所
有
権
」
に
基
づ
く
返
還
マ
マ
請
求
権
に
準
じ
た
法
的
保
護
を
あ
た
え
た
。
そ
れ
が
代
償
的
取
戻
権
の
制
度
（
破
産
九
一
条
）
で
あ
る
。
代
償
的
取
戻
権
の
対
象
に
な
り
う
る
た
め
に
は
、「
所
有
権
」に
基
づ
く
返
還
請
求
権
の
対
象
で
あ
っ
た
有
体
物
が
姿
態
転
換
し
た
も
の
が（
金
銭
で
あ
る
と
そ
の
他
の
有
体
物
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
）、ふ
た
た
び
、「
特
定
性
」に
お
い
て
返
還
請
求
可
能
な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
。﹇
中
略
﹈金
銭
の
場
合
に
は
破
産
財
団
を
構
成
す
る
別
の
金
銭
と
混
和
を
生
じ
て
い
な
い
こ
と
、い
い
か
え
れ
ば「
特
定
物
」と
し
て
保
管
さ
れ
て
在
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
（
２０６
）
る
。」
ま
た
、
川
村
は
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
の
返
還
に
問
題
を
拡
大
し
て
次
の
よ
う
に
も
論
じ
て
い
る
。
「
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
は
確
定
額
の
金
銭
債
務
と
い
う
構
成
を
う
け
と
っ
て
い
る
が
、
在
来
の
破
産
法
学
の
も
と
で
は
、
こ
の
よ
う
な
定
在
を
採
る
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
は
物
権
と
債
権
と
の
対
置
の
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
を
介
し
て
破
産
債
権
に
格
下
げ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
ず
、
こ
の
よ
う
な
扱
い
の
当
否
が
問
題
と
な
る
。
ま
ず
、「
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
」
債
権
は
債
権
と
い
う
姿
態
を
と
っ
た
私
的
所
有
で
あ
る
（

）。
つ
ぎ
に
、
特
殊
に
債
務
者
破
産
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
は
、
契
約
的
債
権
者
（
そ
れ
も
先
履
行
債
権
者
ま
た
は
無
担
保
貸
主
）
の
よ
う
に
４３
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
債
務
者
の
破
産
の
危
険
を
自
ら
買
っ
た
者
で
は
な
い
（

）。
こ
う
し
て
、
確
定
額
の
金
銭
債
務
の
構
成
を
う
け
と
る
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
債
権
に
つ
い
て
も
亦
、

取
対
象
を
破
産
財
団
か
ら
分
別
さ
せ
る
処
理
が
妥
当
と
な
（
２０７
）
る
。」
添
付
に
お
い
て
は
材
料
付
合
の
瞬
間
に
原
所
有
者
の
所
有
権
は
私
的
所
有
た
る
「
債
権
」
に
姿
態
転
換
し
て
い
（
２０８
）
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
対
象
は
有
体
物
が
姿
態
を
変
え
た
「
価
値
」
に
そ
く
し
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
い
（
２０９
）
う
。
添
付
の
際
に
生
じ
る
償
金
請
求
権
は
ま
さ
に
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
に
よ
っ
て
生
じ
る
請
求
権
な
の
で
あ
る
。
川
村
は
、
請
求
権
者
が
債
務
者
の
破
産
の
危
険
を
自
ら
負
担
し
た
わ
け
で
は
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
破
産
財
団
か
ら
の
分
別
と
い
う
物
権
的
救
済
を
志
向
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
川
村
は
明
言
し
て
い
な
い
も
の
の
、
自
ら
の
故
意
・
過
失
に
よ
っ
て
添
付
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
償
金
請
求
権
を
取
得
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
救
済
を
否
定
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
添
付
を
生
じ
さ
せ
た
の
が
償
金
請
求
権
者
で
は
な
い
場
合
に
は
償
金
支
払
義
務
者
に
過
失
の
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
（
２１０
）
る
。
川
村
は
、
物
権
的
返
還
請
求
権
の
対
象
で
あ
っ
た
有
体
物
が
金
銭
と
い
う
形
を
取
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に
転
化
す
る
も
の
と
見
て
い
る
。
そ
し
て
行
為
者
ま
た
は
償
金
支
払
義
務
者
に
過
失
が
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
特
定
金
銭
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
物
権
的
救
済
を
受
け
る
要
件
と
さ
れ
る
。
し
か
し
付
合
・
加
工
に
関
し
て
は
代
償
的
取
戻
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
関
連
し
て
、「「
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
」
債
権
は
、
そ
れ
が
有
体
物
所
有
権
の
姿
態
転
換
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
特
定
金
銭
」
債
権
と
し
て
貫
徹
「
不
」
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。」
と
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
利
得
が
「
出
費
の
節
約
」
構
成
を
介
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
（
２１１
）
る
。
川
村
の
論
考
は
添
付
へ
の
具
体
的
当
て
は
め
に
至
ら
ず
に
終
了
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
物
権
的
救
済
の
関
係
に
関
す
る
川
村
の
見
解
の
全
体
像
を
描
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、「
物
権
」
か
ら
峻
別
さ
れ
た
「
債
権
」
と
し
て
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
で
あ
る
こ
と
と
「
債
権
と
い
う
姿
態
を
と
っ
た
私
的
所
有
」
と
さ
れ
る
こ
と
と
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
債
権
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
金
銭
が
混
和
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
以
外
に
破
産
財
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団
か
ら
の
分
別
を
正
当
化
す
る
た
め
の
論
理
を
欠
く
点
で
不
十
分
で
あ
る
。
他
方
、
所
有
の
面
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
物
権
と
解
す
る
た
め
の
根
拠
を
欠
く
の
で
あ
る
。
物
権
的
価
値
返
還
請
求
権
の
概
念
を
提
唱
す
る
四
宮
の
（
２１２
）（
２１３
）
論
文
で
は
、
金
銭
を
窃
取
ま
た
は
騙
取
さ
れ
た
場
合
あ
る
い
は
受
任
者
が
背
信
行
為
に
よ
っ
て
金
銭
を
処
分
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に
し
て
被
害
者
を
救
済
す
る
か
と
い
う
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
論
文
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
金
銭
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
の
み
で
あ
っ
（
２１４
）
て
、
付
合
し
た
物
に
つ
い
て
所
有
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
添
付
の
際
の
償
金
請
求
権
に
つ
い
て
論
じ
る
本
稿
と
は
無
関
係
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
元
の
所
有
者
の
意
思
に
よ
ら
ず
に
所
有
権
が
奪
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
金
銭
債
権
の
有
す
る
性
質
に
関
し
て
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
お
り
、
本
稿
の
問
題
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
論
文
で
あ
る
。
四
宮
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
金
銭
を
窃
取
・
騙
取
さ
れ
た
者
に
「
そ
の
金
銭
に
つ
い
て
、
一
般
に
所
有
権
者
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
権
利
（
第
三
者
へ
の
追
及
権
、
返
還
義
務
者
破
産
の
場
合
の
取
戻
権
、
そ
の
債
権
者
の
強
制
執
行
に
対
す
る
異
議
権
）
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
２１５
）
か
」
と
い
う
問
題
を
立
て
る
。
そ
し
て
判
例
を
分
析
し
て
「
物
」
的
解
決
と
「
価
値
」
的
解
決
は
い
ず
れ
も
適
切
で
は
な
く
、
中
間
的
な
解
決
が
適
切
で
あ
る
と
す
る
。
な
ぜ
純
粋
に
価
値
的
な
解
決
を
す
る
、
す
な
わ
ち
一
般
の
債
権
と
し
て
処
遇
す
る
の
で
は
不
十
分
な
の
か
。
四
宮
は
次
の
よ
う
に
説
く
。
「
金
銭
の
特
殊
性
（
高
度
の
代
替
性
）
は
か
え
っ
て
混
和
の
場
合
に
も
な
ん
ら
か
の
物
権
的
保
護
を
可
能
に
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
疑
問
を
感
ず
る
の
で
あ
（
２１６
）
る
。」
「
価
値
所
有
権
者
の
意
思
に
基
か
な
い
で
物
と
し
て
の
金
銭
の
占
有
が
移
っ
た
場
合
に
は
、
価
値
の
帰
属
割
当
は
変
更
さ
れ
な
い
の
に
「
物
」
の
占
有
者
は
事
実
上
価
値
を
享
受
す
る
、
と
い
う
変
則
的
な
事
態
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
か
よ
う
な
場
合
に
は
、
価
値
所
有
権
を
保
護
す
る
た
め
に
、
他
の
財
産
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
適
当
な
要
件
の
も
と
に
な
ん
ら
か
の
物
権
的
効
力
を
も
っ
て
そ
の
復
原
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹇
中
略
﹈
金
銭
の
所
有
権
は
い
わ
ば
、
価
値
所
有
権
と
物
所
有
権
と
に
分
裂
し
、
一
方
で
は
占
有
者
が
物
所
有
権
を
取
得
し
、
他
方
、
価
値
所
有
権
者
は
そ
の
復
原
を
事
実
上
の
価
値
の
回
復
と
い
う
形
で
、
し
か
し
、r.v.
ほ
ど
に
は
第
三
者
に
影
響
す
る
こ
と
の
な
い
物
権
的
効
力
（
準
物
権
的
効
力
と
で
も
い
う
べ
き
か
）
を
も
っ
て
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
４５
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
う
（
２１７
）
か
。」
こ
う
し
て
、
元
の
所
有
者
の
意
思
に
基
づ
か
ず
に
金
銭
の
占
有
が
移
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
金
銭
債
権
そ
の
も
の
の
効
力
の
強
化
を
は
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
も
問
題
と
な
る
の
は
債
務
者
の
破
産
時
で
あ
る
が
、
四
宮
は
不
当
利
得
法
の
体
系
書
に
お
い
て
侵
害
利
得
を
は
じ
め
と
す
る
財
貨
帰
属
法
型
不
当
利
（
２１８
）
得
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
指
摘
を
す
る
。
不
当
利
得
返
還
義
務
を
負
う
者
が
破
産
し
た
場
合
に
お
い
て
、
破
産
者
な
い
し
破
産
管
財
人
が
行
っ
た
「
有
償
的
譲
渡
の
対
価
で
な
く
て
も
特
定
性
あ
る
代
位
物
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
―
―
〔
破
産
法
六
四
条
の
〕
代
償
的
取
戻
権
に
準
じ
て
―
―
取
戻
権
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
、
確
定
し
た
金
銭
債
権
と
し
て
の
侵
害
利
得
返
還
請
求
権
に
、r.v.
の
代
償
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
解
釈
上
取
戻
権
的
保
護
を
与
え
る
こ
と
（
川
村
―
―
所
有
・
判
評
一
四
四
号
九
頁
）
は
、
物
権
的
権
利
の
一
般
的
特
性
（
対
象
の
特
定
性
、権
利
と
対
象
と
の
物
的
関
数
関
係
）を
欠
く
と
こ
ろ
に
物
権
的
保
護
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、無
理
で
は
な
か
ろ
う
（
２１９
）
か
。」
（〔
〕
内
、
筆
者
）
こ
こ
で
有
償
的
譲
渡
の
対
価
で
な
く
て
も
特
定
性
あ
る
代
位
物
が
生
ず
る
場
合
と
し
て
四
宮
が
念
頭
に
置
く
の
は
、「
Ｂ
が
Ａ
の
動
産
を
、
権
限
な
く
、
し
か
も
無
効
の
契
約
に
基
づ
い
て
Ｃ
に
売
却
し
た
場
合
」
あ
る
い
は
「
Ｍ
が
Ｘ
か
ら
騙
取
し
た
金
銭
で
Ｙ
の
債
務
を
債
権
者
Ａ
に
支
払
い
、
Ａ
が
善
意
取
得
し
た
場
（
２２０
）
合
」
で
あ
り
、
こ
う
し
た
侵
害
利
得
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
代
償
的
取
戻
権
規
定
を
準
用
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
物
権
的
返
還
請
求
権
を
も
は
や
行
使
し
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
生
じ
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
効
力
の
強
化
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
添
付
が
生
じ
た
が
ゆ
え
に
旧
物
の
返
還
請
求
権
が
行
使
で
き
な
く
な
っ
た
結
果
と
し
て
償
金
請
求
権
が
発
生
し
た
場
面
と
類
似
す
る
場
面
を
扱
う
も
の
と
言
え
よ
（
２２１
）
う
。
も
っ
と
も
、
川
村
説
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
四
宮
の
見
解
は
き
わ
め
て
謙
抑
的
な
も
の
で
あ
る
。
金
額
が
確
定
し
て
い
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
取
戻
権
に
も
類
し
た
保
護
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
お
り
、
添
付
の
際
の
償
金
請
求
権
に
関
し
て
は
こ
の
見
解
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
見
ら
れ
（
２２２
）
る
。
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以
上
の
よ
う
に
川
村
な
ら
び
に
四
宮
は
債
務
者
破
産
の
ケ
ー
ス
を
特
に
念
頭
に
置
い
て
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
有
す
る
効
力
の
強
化
を
図
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
、
所
有
権
が
転
化
し
て
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
い
か
な
る
範
囲
で
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に
物
権
的
効
力
を
認
め
る
か
に
つ
い
て
は
両
者
の
考
え
は
異
な
っ
て
い
る
。
第
三
節
判
例
・
裁
判
（
２２３
）
例
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
添
付
の
際
の
償
金
請
求
権
の
性
質
に
つ
い
て
直
接
扱
っ
た
判
例
・
裁
判
例
は
存
し
な
い
。
た
だ
、
償
金
請
求
権
が
発
生
す
る
前
提
と
し
て
、
結
合
し
た
物
の
取
戻
権
が
否
定
さ
れ
て
添
付
が
生
じ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
、
鈴
木
・
広
中
説
の
よ
う
に
事
実
認
定
を
操
作
す
る
こ
と
で
取
戻
権
を
肯
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
償
金
請
求
権
を
発
生
さ
せ
な
い
解
決
を
採
る
判
例
・
裁
判
例
が
存
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
判
例
・
裁
判
例
を
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。
現
行
民
法
典
は
、
起
草
過
程
か
ら
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、
旧
民
法
典
に
見
ら
れ
た
種
々
の
区
分
を
不
適
切
な
も
の
と
し
て
排
除
し
た
の
で
は
な
く
、
条
文
の
簡
素
化
に
伴
っ
て
裁
判
官
の
判
断
に
委
ね
る
範
囲
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
旧
民
法
典
に
見
ら
れ
た
区
分
が
判
例
・
裁
判
例
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
う
し
た
区
分
に
よ
っ
て
償
金
請
求
権
の
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
な
基
準
に
従
っ
て
判
例
・
裁
判
例
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
問
題
と
な
っ
た
の
が
い
か
な
る
添
付
類
型
で
あ
る
の
か
、
す
な
わ
ち
不
動
産
の
付
合
（
一
）、
動
産
の
付
（
２２４
）
合
（
二
）、
加
工
（
三
）
の
い
ず
れ
の
紛
争
で
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
分
類
す
る
。
そ
の
う
ち
不
動
産
の
付
合
に
つ
い
て
は
、
旧
民
法
典
に
な
ら
っ
て
播
種
・
耕
作
・
植
裁
の
ケ
ー
（
２２５
）
ス
（

）
と
そ
れ
以
外
の
ケ
ー
ス
（

）
と
に
区
分
す
る
。
次
に
、
付
合
が
否
定
さ
れ
る
場
合
に
は
原
物
取
戻
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
付
合
の
成
否
に
よ
り
分
け
る
。
分
析
を
加
え
る
際
に
は
、
付
合
を
生
じ
さ
せ
た
の
が
誰
で
あ
る
の
か
、
そ
の
者
は
善
意
で
あ
っ
た
の
か
に
特
に
着
目
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
付
合
が
成
立
し
た
場
合
に
償
金
請
求
権
支
払
の
実
効
性
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
留
置
権
の
成
否
に
関
す
る
判
例
・
裁
判
例
（
四
）
を
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。
４７
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
一不
動
産
の
付
合
に
関
す
る
事
例
か
ら
検
討
す
る
。

ま
ず
、
他
人
の
土
地
に
播
種
・
耕
作
・
植
栽
を
行
っ
た
場
合
に
関
す
る
判
例
・
裁
判
例
を
検
討
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
付
合
の
成
立
を
肯
定
し
た
も
の
（

）、
付
合
の
成
立
を
否
定
し
た
も
の
（

）、
時
効
取
得
に
関
す
る
も
の
（

）
の
順
に
分
析
す
る
。

付
合
の
成
立
を
肯
定
し
た
判
例
・
裁
判
例
を
分
析
す
る
。
【
１
】
東
京
控
判
明
治
四
四
年
一
一
月
一
八
日
新
聞
七
七
〇
号
一
九
頁
Ｘ
の
先
代
Ａ
は
無
権
限
の
訴
外
Ｂ
か
ら
原
野
を
樹
木
と
と
も
に
有
形
の
ま
ま
で
買
い
受
け
、
Ａ
自
ら
も
樹
木
を
植
え
付
け
た
。
真
の
土
地
所
有
者
Ｙ
が
樹
木
を
処
分
し
よ
う
と
し
た
た
め
Ｘ
は
樹
木
の
所
有
権
確
認
な
ら
び
に
占
有
妨
害
排
除
の
請
求
、
取
得
時
効
成
立
の
主
張
を
し
て
提
訴
。
原
審
は
時
効
取
得
を
認
め
ず
。
大
審
院
に
お
い
て
も
、
権
原
の
な
い
者
が
他
人
の
土
地
に
樹
木
を
植
栽
し
た
と
き
は
樹
木
所
有
権
は
植
裁
と
同
時
に
土
地
所
有
者
に
移
転
す
る
と
し
て
、
Ｘ
敗
訴
。
【
２
】
奈
良
地
判
大
正
二
年
三
月
二
二
日
法
律
新
聞
八
八
二
号
一
〇
頁
本
件
土
地
は
元
来
は
Ｙ
の
所
有
地
で
あ
っ
た
が
Ｘ
が
競
落
取
得
し
た
。
そ
こ
で
Ｘ
の
小
作
人
が
耕
作
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
Ｙ
が
妨
害
し
て
麦
を
植
え
付
け
た
。
Ｘ
が
麦
の
所
有
権
確
認
と
土
地
の
妨
害
排
除
を
請
求
。
Ｙ
が
植
え
付
け
た
の
と
同
時
に
麦
は
土
地
所
有
者
で
あ
る
Ｘ
の
所
有
に
帰
す
と
し
て
Ｘ
の
請
求
を
認
容
。
【
３
】
大
判
大
正
一
〇
年
六
月
一
日
民
録
二
七
輯
一
〇
三
二
頁
Ｘ
が
Ｙ
の
所
有
す
る
土
地
に
無
断
で
小
麦
・
桑
を
植
え
付
け
た
。
そ
こ
で
Ｙ
は
Ｘ
か
ら
土
地
引
渡
の
仮
処
分
に
よ
っ
て
土
地
の
引
渡
を
受
け
た
。
仮
処
分
時
に
Ｙ
は
Ｘ
に
対
し
て
二
、
三
日
中
に
耕
作
物
を
収
去
し
て
よ
い
と
言
明
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
後
日
Ｙ
が
収
去
し
た
た
め
、
Ｘ
が
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
他
人
の
土
地
に
所
有
者
以
外
の
者
が
播
種
し
た
小
麦
は
二
四
二
条
に
よ
っ
て
土
地
に
付
合
す
る
と
し
て
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
原
判
決
を
維
持
し
た
。
【
４
】
大
判
昭
和
六
年
一
〇
月
三
〇
日
民
集
一
〇
巻
九
八
二
頁
Ａ
は
Ｙ
に
対
し
て
債
権
担
保
の
た
め
に
田
地
を
売
却
す
る
と
と
も
に
賃
借
し
、
Ｙ
に
無
断
で
Ｘ
に
賃
貸
し
て
い
た
。
Ｙ
が
Ａ
に
対
す
る
強
制
執
行
保
全
の
た
め
に
、
Ｘ
の
耕
作
し
た
稲
毛
を
仮
差
押
し
た
た
め
、
Ｘ
は
自
己
の
所
有
権
を
主
張
し
て
仮
差
押
不
許
の
判
決
を
求
め
て
提
訴
し
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一
審
は
Ｘ
の
請
求
を
認
容
。
二
審
も
、
Ａ
と
Ｘ
の
間
の
転
貸
借
契
約
は
Ｙ
に
よ
る
承
諾
が
な
く
て
も
有
効
で
あ
る
か
ら
稲
毛
は
「
権
原
」
の
あ
る
Ｘ
に
帰
属
す
る
と
し
て
Ｘ
の
請
求
認
容
。
大
審
院
は
、
無
断
転
貸
借
は
六
一
二
条
に
よ
っ
て
賃
貸
人
に
対
し
て
主
張
で
き
ず
稲
苗
は
二
四
二
条
に
よ
っ
て
田
地
所
有
者
に
帰
属
す
る
と
し
て
、
転
貸
借
に
つ
い
て
の
Ｙ
の
承
諾
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
に
破
棄
差
戻
し
た
。
【
５
】
東
京
控
判
昭
和
七
年
八
月
三
一
日
新
聞
三
四
八
六
号
九
頁
Ｘ１
ら
の
祖
先
が
江
戸
時
代
に
組
織
し
た
講
中
に
は
本
件
係
争
土
地
に
つ
い
て
の
使
用
収
益
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
Ｘ１
ら
が
大
正
五
年
に
植
林
し
た
と
こ
ろ
、
土
地
を
所
有
す
る
区
の
住
民
Ｙ１
ら
が
昭
和
二
年
に
そ
れ
を
伐
採
し
苗
木
を
植
え
付
け
た
。
Ｘ１
ら
が
土
地
使
用
収
益
不
存
在
確
認
な
ら
び
に
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
。
裁
判
所
は
、
物
権
法
定
主
義
に
よ
り
講
の
特
殊
な
使
用
収
益
権
は
認
め
ら
れ
ず
、
立
木
所
有
権
も
植
裁
と
同
時
に
土
地
所
有
者
に
帰
属
す
る
と
判
示
し
て
Ｙ１
ら
が
勝
訴
。
【
６
】
大
判
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
一
二
日
新
聞
三
〇
九
四
号
一
一
頁
土
地
賃
借
人
Ａ
が
土
地
所
有
者
Ｙ
に
無
断
で
賃
借
権
を
Ｘ
に
譲
渡
し
た
。
後
に
Ｙ
が
Ａ
に
対
す
る
債
権
に
基
づ
い
て
Ｘ
の
耕
作
し
た
稲
毛
を
仮
差
押
し
た
た
め
、
Ｘ
が
異
議
を
申
し
立
て
た
。
Ｘ
は
無
権
原
で
あ
る
と
し
て
Ｘ
の
申
立
を
棄
却
。
【
７
】
大
判
昭
和
一
二
年
三
月
一
〇
日
民
集
一
六
巻
三
一
三
頁
Ｙ
所
有
の
田
地
を
Ａ
・
Ｂ
が
共
謀
し
て
Ｂ
名
義
と
し
た
。
Ｘ
は
本
件
田
地
を
Ｂ
か
ら
小
作
し
（
Ｘ
の
善
意
・
悪
意
に
つ
い
て
は
不
明
）
稲
の
苗
床
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
Ｙ
が
公
権
力
に
よ
る
こ
と
な
く
苗
床
を
掘
り
返
し
た
の
で
、
Ｘ
は
得
べ
か
り
し
利
益
の
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
。
原
審
は
Ｘ
は
賃
借
権
を
Ｙ
に
対
抗
で
き
な
い
か
ら
稲
苗
は
二
四
二
条
に
よ
り
Ｙ
の
所
有
と
な
る
と
し
て
請
求
棄
却
。
Ｘ
は
占
有
権
の
侵
害
を
主
張
し
て
上
告
し
た
が
、
大
審
院
は
Ｘ
の
占
有
権
原
を
否
定
し
て
上
告
を
棄
却
し
た
。
【
８
】
大
判
昭
和
一
八
年
三
月
一
九
日
法
学
一
二
巻
七
八
三
頁
Ｘ
は
Ａ
か
ら
既
に
リ
ン
ゴ
樹
が
植
栽
し
て
あ
る
畑
地
を
土
地
所
有
者
Ｙ
に
無
断
で
転
借
し
て
リ
ン
ゴ
を
産
出
し
た
と
こ
ろ
、
Ｙ
が
そ
れ
を
取
得
し
た
。
そ
こ
で
Ｘ
は
リ
ン
ゴ
の
所
有
権
ま
た
は
二
四
八
条
の
償
金
請
求
権
を
主
張
し
て
提
訴
し
た
。
大
審
院
は
、
産
出
さ
れ
た
果
実
は
畑
地
に
付
合
さ
れ
た
も
の
に
当
た
ら
な
い
か
ら
償
金
請
求
権
は
発
生
せ
ず
、
ま
た
無
断
転
借
人
は
転
借
権
を
賃
貸
人
に
対
抗
で
き
な
い
か
ら
リ
ン
ゴ
の
収
取
権
を
持
た
な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
。
【
９
】
秋
田
地
判
昭
和
三
〇
年
八
月
九
日
下
民
集
六
巻
八
号
一
五
九
〇
頁
４９
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
地
に
当
該
集
落
の
住
民
で
あ
る
Ａ
が
無
断
で
杉
松
苗
を
植
林
し
、
同
じ
く
当
該
集
落
の
住
民
で
あ
る
Ｘ
が
買
い
受
け
た
。
と
こ
ろ
が
隣
地
の
所
有
者
で
も
あ
る
Ｙ１
な
ら
び
に
隣
地
を
占
有
す
る
Ｙ２
が
伐
採
搬
出
し
た
た
め
、
Ｘ
は
土
地
境
界
の
確
認
、
伐
木
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
、
立
木
の
所
有
権
確
認
を
求
め
た
。
裁
判
所
は
入
会
権
者
の
一
人
が
植
林
し
た
こ
と
に
よ
る
立
木
の
個
人
所
有
の
慣
習
は
存
在
し
な
い
と
し
、
さ
ら
に
二
四
二
条
本
文
と
入
会
権
の
性
質
と
か
ら
入
会
権
者
の
総
有
と
な
る
と
し
た
。
【
１０
】
最
判
昭
和
三
一
年
六
月
一
九
日
民
集
一
〇
巻
六
号
六
七
八
頁
Ｘ
と
Ｙ１
は
Ｘ
の
所
得
予
定
で
あ
っ
た
山
林
と
Ｙ１
の
有
す
る
畑
地
を
交
換
す
る
契
約
を
合
意
解
除
し
、
Ｘ
が
植
え
付
け
た
小
麦
の
収
穫
後
に
土
地
を
Ｙ１
に
返
還
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
収
穫
後
に
甜
瓜
が
植
え
付
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
Ｙ２
が
こ
れ
を
削
り
取
っ
た
。
Ｘ
は
本
件
畑
地
に
つ
い
て
Ｙ１
と
の
間
に
売
買
契
約
が
成
立
し
て
い
た
と
し
て
Ｙ１
に
対
し
て
所
有
権
の
移
転
、
Ｙ１
・
Ｙ２
に
対
し
て
畑
地
の
返
還
な
ら
び
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
。
原
審
は
売
買
契
約
の
存
在
を
認
め
ず
Ｘ
の
請
求
棄
却
。
最
高
裁
も
同
様
に
し
て
Ｘ
の
本
件
土
地
使
用
収
益
権
原
を
否
定
し
て
上
告
棄
（
２２６
）
却
。
【
１１
】
東
京
地
判
昭
和
三
一
年
一
〇
月
二
九
日
週
刊
法
律
新
聞
三
九
号
一
三
頁
Ｘ
が
土
地
を
所
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
Ｙ
が
こ
の
土
地
を
占
有
し
て
い
る
た
め
、
土
地
所
有
権
に
基
づ
い
て
引
渡
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
そ
の
執
行
を
保
全
す
る
た
め
に
占
有
解
除
・
耕
作
禁
止
の
仮
処
分
決
定
を
得
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｙ
が
異
議
を
申
し
立
て
た
の
で
、
Ｘ
が
執
行
保
全
の
必
要
性
と
し
て
Ｙ
が
耕
作
し
あ
る
い
は
第
三
者
に
土
地
の
占
有
を
移
転
し
て
耕
作
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
土
地
引
渡
の
強
制
執
行
が
事
実
上
不
可
能
と
な
る
と
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
Ｙ
先
代
が
Ｘ
か
ら
本
件
土
地
を
無
償
で
借
り
受
け
た
と
の
Ｙ
の
抗
弁
を
否
定
し
て
、
Ｙ
の
よ
う
に
土
地
に
つ
き
権
原
の
な
い
者
が
播
種
耕
作
し
た
場
合
に
は
付
合
が
成
立
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
地
上
に
耕
作
物
が
生
育
し
て
い
て
も
土
地
引
渡
の
執
行
は
困
難
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
Ｙ
の
異
議
を
認
め
た
。
【
１２
】
福
岡
高
判
昭
和
三
四
年
一
月
三
一
日
下
民
集
一
〇
巻
一
号
二
一
五
頁
Ｘ
が
Ｙ
（
国
）
に
対
し
て
境
界
確
定
、
山
林
実
地
の
確
認
、
伐
木
の
所
有
権
確
認
を
求
め
た
訴
訟
で
あ
る
。
裁
判
所
は
境
界
確
認
に
つ
い
て
は
Ｘ
の
請
求
を
却
下
し
た
。
そ
の
た
め
、
Ｘ
は
Ｙ
の
所
有
す
る
土
地
上
の
樹
木
を
伐
採
搬
出
し
た
こ
と
と
な
っ
た
が
、
Ｘ
は
当
該
樹
木
は
前
々
主
の
養
父
が
植
栽
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
裁
判
所
は
、
植
裁
に
つ
い
て
は
正
当
の
権
原
が
な
い
か
ら
樹
木
は
Ｙ
の
所
有
で
あ
る
と
し
て
、
Ｘ
の
そ
の
他
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
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【
１３
】
最
判
昭
和
四
二
年
九
月
二
六
日
判
時
四
九
九
号
三
八
頁
Ａ
が
本
件
農
地
を
耕
作
し
て
い
た
が
死
亡
し
て
Ｘ
が
相
続
し
た
。
Ｘ
は
耕
作
地
に
居
住
し
て
い
な
い
た
め
Ａ
の
娘
で
あ
る
訴
外
Ｂ
と
Ｂ
の
夫
Ｙ
と
に
畑
を
耕
作
さ
せ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
Ｂ
と
Ｙ
が
離
婚
訴
訟
に
至
っ
た
た
め
、
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
て
三
四
年
度
産
玄
米
の
引
渡
お
よ
び
損
害
賠
償
を
請
求
。
原
審
は
Ｂ
・
Ｙ
の
使
用
貸
借
な
い
し
使
用
転
借
の
存
在
を
認
定
し
て
請
求
棄
却
。
最
高
裁
は
、
無
権
原
者
が
農
地
を
耕
作
し
た
場
合
に
は
耕
作
物
の
収
取
権
が
土
地
所
有
権
者
に
属
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
使
用
貸
借
な
い
し
使
用
転
借
の
成
立
時
期
な
ら
び
に
地
方
長
官
の
許
可
ま
た
は
農
業
委
員
会
の
承
認
の
有
無
が
明
ら
か
で
な
い
と
し
て
破
棄
差
戻
。
【
１４
】
東
京
高
判
昭
和
四
四
年
八
月
二
〇
日
判
時
五
六
八
号
五
二
頁
Ｘ
は
係
争
土
地
に
杉
・
サ
ワ
ラ
を
植
栽
し
た
が
、
Ｙ
が
地
盤
所
有
権
を
主
張
し
て
伐
採
・
搬
出
し
た
た
め
、
不
法
行
為
に
基
づ
い
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
な
お
、
係
争
土
地
の
所
有
権
の
所
在
に
つ
い
て
は
Ｘ
と
Ｙ
の
間
で
争
い
が
あ
っ
た
。
一
審
は
Ｘ
の
請
求
認
容
。
二
審
も
地
盤
所
有
権
の
所
在
な
ら
び
に
使
用
権
の
有
無
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
な
く
、
立
木
は
取
引
上
独
立
の
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
土
地
に
付
合
し
な
い
と
し
て
Ｘ
の
請
求
認
容
。
裁
判
所
は
、
立
木
が
独
立
し
て
取
引
の
対
象
と
な
る
と
し
て
も
建
物
の
よ
う
に
独
立
の
不
動
産
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
付
合
の
対
象
と
な
る
と
し
て
、
Ｘ
の
植
栽
権
原
の
有
無
を
審
理
さ
せ
る
た
め
に
破
棄
差
戻
し
た
。
な
お
、
立
木
に
つ
い
て
付
合
が
成
立
す
る
根
拠
と
し
て
、
付
合
を
認
め
な
い
と
植
栽
者
に
収
去
義
務
が
生
じ
る
こ
と
が
付
加
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
【
１５
】
最
判
昭
和
四
六
年
一
一
月
一
六
日
判
時
六
五
四
号
五
六
頁
土
地
所
有
者
Ｘ
は
、
Ｙ
が
無
権
限
で
杉
檜
苗
木
を
植
栽
し
た
と
し
て
、
苗
木
の
抜
去
な
ら
び
に
土
地
明
渡
を
求
め
た
。
原
審
は
Ｙ
に
は
苗
木
の
植
付
な
ら
び
に
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
権
原
が
な
い
こ
と
を
認
定
し
、
Ｘ
の
請
求
を
認
め
た
。
Ｙ
は
無
権
原
で
あ
れ
ば
苗
木
は
土
地
に
付
合
し
土
地
所
有
者
が
付
合
物
の
所
有
権
を
取
得
す
る
か
ら
収
去
義
務
が
な
い
と
し
て
上
告
し
た
。
最
高
裁
は
こ
の
上
告
理
由
を
容
れ
て
無
権
限
者
が
植
栽
し
た
樹
木
・
苗
木
の
土
地
へ
の
付
合
を
認
め
、
破
棄
差
戻
し
た
。
以
上
、【
１
】
か
ら
【
１５
】
の
各
判
例
・
裁
判
例
は
い
ず
れ
も
無
権
限
者
が
播
種
・
耕
作
・
植
栽
を
行
っ
た
事
例
で
あ
（
２２７
）
る
。
無
権
原
者
の
行
為
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
二
四
二
条
但
書
の
適
用
は
認
め
ら
れ
ず
付
合
が
肯
定
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
問
題
は
む
し
ろ
事
実
認
定
の
部
分
に
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
事
例
の
う
ち
、
添
付
を
生
ぜ
し
め
た
無
権
原
者
が
自
己
が
無
権
原
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
悪
意
と
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
【
２
】
判
決
と
【
３
】
判
決
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
う
ち
【
３
】
判
決
は
、
仮
処
分
時
に
土
地
所
有
者
が
無
権
原
者
に
対
し
て
二
、三
日
中
に
耕
作
物
を
収
去
し
て
よ
い
と
言
明
し
て
い
た
事
例
で
あ
り
、無
権
原
と
さ
れ
た
者
に
は
二
、三
日
中
に
耕
作
物
を
収
去
す
る
権
原
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
た
。そ
の
意
味
で
は【
３
】判
決
の
Ｙ
を
悪
意
者
と
断
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
も
言
え
（
２２８
）
る
。
こ
の
ほ
か
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
無
権
原
者
が
悪
意
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。【
１
】
判
決
・
【
７
】
判
決
で
は
、
い
ず
れ
も
土
地
に
つ
い
て
何
ら
の
権
原
も
有
し
な
い
者
か
ら
買
い
受
け
ま
た
は
賃
借
し
た
た
め
に
自
己
に
所
有
権
あ
る
い
は
賃
借
権
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
た
耕
作
・
植
栽
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
土
地
に
関
す
る
物
権
変
動
理
論
が
耕
作
物
・
植
栽
物
に
つ
い
て
も
貫
徹
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、【
１１
】判
決
は
使
用
貸
借
権
の
存
在
を
前
提
と
し
て
播
種
・
耕
作
し
た
者
の
事
例
で
あ
り
、【
１３
】判
決
も
使
用
貸
借
権
な
い
し
使
用
転
借
権
の
存
在
を
前
提
と
し
た
事
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
裁
判
所
は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
判
決
に
お
い
て
も
、
付
合
を
生
ぜ
し
め
た
者
の
善
意
・
悪
意
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
付
合
の
成
立
を
肯
定
し
て
い
（
２２９
）
る
。【
４
】
判
決
・【
６
】
判
決
・【
８
】
判
決
は
い
ず
れ
も
無
断
転
貸
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
無
断
転
貸
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
転
借
人
の
悪
意
を
認
定
す
る
こ
と
な
く
、
転
借
人
は
無
権
原
者
で
あ
る
と
し
て
い
（
２３０
）
る
。【
５
】
判
決
は
講
中
に
使
用
収
益
権
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
植
栽
者
が
疑
っ
て
い
な
か
っ
た
事
例
で
あ
り
、【
９
】
判
決
は
立
木
の
個
人
所
有
の
慣
習
を
前
提
と
し
て
い
た
事
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
植
栽
者
に
は
付
合
を
生
ぜ
し
め
た
こ
と
に
つ
い
て
過
失
が
な
い
も
の
と
言
え
、
付
合
の
成
立
を
認
め
る
の
は
植
栽
者
に
と
っ
て
は
厳
し
い
判
断
と
な
る
。【
１２
】
判
決
・【
１４
】
判
決
・【
１５
】
判
決
は
い
ず
れ
も
根
底
に
境
界
争
い
が
あ
り
、
自
己
の
所
有
地
と
信
じ
て
植
栽
し
た
と
こ
ろ
他
人
の
土
地
で
あ
っ
た
た
め
（
２３１
）
に
付
合
が
成
立
し
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
時
効
取
得
も
問
題
と
な
り
え
た
事
案
で
あ
る
。
な
お
、【
１５
】判
決
で
は
植
栽
を
行
っ
た
無
権
原
者
の
側
が
付
合
の
成
立
を
主
張
し
そ
れ
が
認
容
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
（
２３２
）
る
。
以
上
の
よ
う
に
無
権
原
者
が
悪
意
で
あ
る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
土
地
の
境
界
争
い
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
権
原
の
有
無
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自
体
が
真
の
争
い
と
な
っ
て
い
る
事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
無
権
原
で
播
種
・
耕
作
・
植
栽
を
行
っ
た
者
に
何
ら
か
の
配
慮
を
示
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
事
例
も
多
い
。に
も
拘
ら
ず
、裁
判
所
は
二
四
二
条
本
文
を
厳
格
に
適
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

続
い
て
、
二
四
二
条
但
書
の
「
権
原
」
が
存
在
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
付
合
の
成
立
が
否
定
さ
れ
た
事
例
を
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。
紛
争
の
当
事
者
間
に
明
確
な
契
約
関
係
が
あ
る
た
め
に
「
権
原
」
の
存
在
が
認
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
ほ
と
ん
ど
問
題
は
な
い
が
、「
権
原
」
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、「
権
原
」
の
有
無
の
判
断
に
先
立
ち
付
合
を
認
め
る
こ
と
の
適
否
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
に
挙
げ
る
判
例
・
裁
判
例
を
分
析
す
る
こ
と
に
は
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
付
合
の
成
立
を
否
定
し
た
の
は
以
下
の
判
例
・
裁
判
例
で
あ
（
２３３
）
る
。
【
１６
】
大
判
大
正
一
〇
年
四
月
四
日
民
録
二
七
輯
六
一
六
頁
土
地
の
無
断
転
借
人
Ｘ
が
土
地
所
有
者
Ｙ
に
よ
る
原
賃
貸
借
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
善
意
で
稲
を
植
え
付
け
た
が
、
こ
の
稲
を
Ｙ
が
刈
り
取
っ
た
た
め
に
Ｘ
が
損
害
賠
償
を
求
め
た
。
大
審
院
は
、
Ｘ
に
は
善
意
が
推
定
さ
れ
果
実
収
取
権
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
二
四
二
条
但
書
の
権
原
を
肯
定
し
、
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。
【
１７
】
大
判
昭
和
四
年
一
二
月
一
四
日
新
聞
三
〇
八
一
号
一
一
頁
Ａ
が
家
族
と
と
も
に
耕
作
し
た
稲
毛
に
対
し
て
Ａ
の
債
権
者
で
あ
る
Ｙ
が
強
制
執
行
し
た
た
め
、
本
件
田
地
の
所
有
者
で
あ
り
Ａ
の
家
族
で
も
あ
る
Ｘ
は
異
議
を
申
し
立
て
た
。
原
審
は
、
稲
毛
は
Ｘ
に
属
す
る
と
し
て
申
立
を
認
容
し
た
。
大
審
院
は
、
土
地
所
有
者
で
な
い
者
が
自
己
の
た
め
に
土
地
を
耕
作
し
た
場
合
に
は
稲
立
毛
は
耕
作
者
の
所
有
に
属
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
差
戻
し
た
。
【
１８
】
大
判
昭
和
七
年
五
月
一
九
日
新
聞
三
四
二
九
号
一
二
頁
Ｙ
は
土
地
所
有
者
Ｘ
か
ら
賃
借
し
た
田
を
畑
と
し
て
桑
を
七
、
八
年
間
植
栽
し
て
い
た
が
そ
の
間
Ｘ
か
ら
異
議
は
な
か
っ
た
。
大
審
院
は
、
使
用
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
暗
黙
の
合
意
が
あ
っ
た
も
の
と
認
定
し
、
桑
の
植
栽
が
Ｙ
の
権
原
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
桑
を
Ｙ
の
所
有
と
判
示
し
た
原
判
決
を
支
持
し
た
。
【
１９
】
大
判
昭
和
一
五
年
八
月
二
八
日
新
聞
四
六
二
四
号
七
頁
５３
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
Ｘ
の
祖
先
が
明
治
元
年
以
降
、
平
穏
公
然
に
所
有
の
意
思
を
以
て
苗
木
の
植
付
・
伐
採
・
開
墾
を
行
っ
て
き
た
地
域
内
に
育
成
し
た
樹
木
を
Ｙ
が
伐
採
し
た
た
め
、
Ｘ
が
地
盤
の
所
有
権
を
主
張
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
。
原
審
に
お
い
て
は
、
係
争
地
域
は
Ｘ
の
所
有
地
で
は
な
く
Ｙ
の
所
有
地
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
請
求
棄
却
。
大
審
院
は
、
自
然
に
生
成
し
た
樹
木
は
当
然
土
地
所
有
者
の
所
有
と
な
る
が
、
植
栽
さ
れ
た
場
合
に
は
当
然
に
土
地
所
有
者
の
所
有
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
差
戻
し
た
。
【
２０
】
福
島
地
判
昭
和
二
七
年
八
月
三
〇
日
下
民
集
三
巻
八
号
一
一
八
六
頁
Ｙ１
は
大
正
一
三
年
こ
ろ
山
林
地
盤
を
Ａ
か
ら
買
い
受
け
た
が
移
転
登
記
を
経
由
し
て
い
な
か
っ
た
。
Ａ
の
相
続
人
Ｂ
が
こ
の
売
却
の
事
実
を
知
ら
ず
に
昭
和
一
七
年
に
地
盤
な
ら
び
に
杉
立
木
を
Ｘ
に
売
却
し
、
昭
和
一
九
年
に
地
盤
の
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
。
Ｘ
は
昭
和
二
三
年
に
地
盤
の
み
を
Ｃ
に
売
り
渡
し
て
移
転
登
記
を
経
由
し
た
が
昭
和
二
五
年
に
買
い
戻
し
て
移
転
登
記
を
済
ま
せ
た
。
昭
和
二
五
年
に
Ｙ２
が
Ｙ１
か
ら
地
盤
・
立
木
を
買
い
受
け
立
木
の
一
部
を
伐
採
し
た
た
め
、
Ｘ
は
伐
採
・
搬
出
禁
止
の
仮
処
分
を
得
た
。
そ
の
後
仮
処
分
は
取
り
消
さ
れ
Ｙ２
は
立
木
を
全
部
伐
採
し
た
。
Ｘ
は
Ｙ
・
Ｙ２
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
。
裁
判
所
は
、
対
抗
力
を
備
え
な
い
所
有
権
も
二
四
二
条
但
書
に
い
う
「
権
原
」
に
あ
た
る
と
し
て
、
立
木
は
Ｙ１
の
所
有
と
な
る
と
し
た
が
、
立
木
所
有
権
と
土
地
所
有
権
は
原
則
と
し
て
独
立
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
立
木
所
有
権
に
つ
い
て
は
明
認
方
法
を
備
え
な
い
限
り
そ
の
所
有
権
を
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
Ｘ
が
地
盤
登
記
を
し
て
い
た
時
期
に
な
さ
れ
た
伐
採
に
つ
い
て
の
み
損
害
賠
償
を
認
容
し
た
。
【
２１
】
和
歌
山
地
新
宮
支
判
昭
和
三
四
年
八
月
二
六
日
下
民
集
一
〇
巻
八
号
一
七
七
七
頁
Ｘ
は
Ａ
よ
り
山
林
を
買
い
入
れ
登
記
を
備
え
た
が
、
一
部
の
土
地
所
有
権
移
転
に
つ
い
て
は
未
登
記
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
Ｘ
は
こ
の
未
登
記
の
土
地
上
の
立
木
を
伐
採
の
上
で
植
林
を
行
い
、
明
認
方
法
を
施
し
た
。
Ａ
の
相
続
人
Ｂ
は
こ
の
未
登
記
の
土
地
を
Ｃ
に
譲
渡
し
て
所
有
権
移
転
登
記
を
す
ま
せ
、
さ
ら
に
Ｃ
は
土
地
上
の
立
木
を
Ｙ
に
売
却
し
た
。
Ｙ
が
立
木
を
伐
採
し
た
た
め
、
Ｘ
は
土
地
・
立
木
の
所
有
権
確
認
な
ら
び
に
境
界
確
定
と
損
害
賠
償
を
求
め
た
。
境
界
線
の
所
在
に
つ
い
て
は
Ｙ
の
主
張
が
認
め
ら
れ
、
土
地
に
つ
い
て
Ｃ
が
登
記
を
備
え
て
い
る
か
ら
Ｘ
は
Ｃ
・
Ｙ
に
対
し
て
所
有
権
を
主
張
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
し
か
し
立
木
に
つ
い
て
は
、
植
林
当
時
土
地
が
Ｘ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
主
張
で
き
る
第
三
者
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
、
Ｘ
は
二
四
二
条
但
書
に
い
う
権
原
を
有
し
て
い
た
も
の
と
し
て
所
有
権
確
認
請
求
を
認
容
し
、
損
害
賠
償
に
つ
い
て
も
一
部
を
認
容
し
た
。
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【
２２
】
和
歌
山
地
新
宮
支
判
昭
和
三
四
年
九
月
九
日
判
時
二
〇
九
号
二
〇
頁
Ｘ
は
昭
和
三
年
、
Ａ
・
Ｂ
が
持
分
各
二
分
の
一
で
共
有
す
る
本
件
山
林
地
盤
な
ら
び
に
旧
立
木
を
買
い
受
け
た
が
、
地
盤
・
立
木
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
移
転
登
記
を
し
な
い
ま
ま
に
立
木
登
記
が
な
さ
れ
て
い
た
旧
立
木
の
う
ち
の
八
割
を
伐
採
・
搬
出
し
て
、
そ
の
あ
と
に
杉
檜
苗
木
を
植
林
し
明
認
方
法
を
施
し
て
お
い
た
。
昭
和
三
〇
年
に
Ｃ
は
Ａ
に
無
断
で
本
件
山
林
地
盤
な
ら
び
に
旧
立
木
の
う
ち
の
Ａ
の
持
分
を
Ｙ
に
売
り
渡
し
、
地
盤
・
旧
立
木
の
移
転
登
記
を
経
由
し
た
。
Ｘ
が
Ｙ
の
占
有
解
除
、
立
入
・
立
木
伐
採
禁
止
等
を
求
め
て
仮
処
分
を
申
請
し
た
の
に
対
し
て
仮
処
分
命
令
が
下
さ
れ
た
た
め
Ｙ
が
異
議
を
申
し
立
て
た
。
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
な
理
由
で
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
（
仮
処
分
に
関
す
る
判
示
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
）。
Ｘ
は
山
林
地
盤
の
所
有
権
に
基
づ
い
て
新
立
木
を
植
林
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
植
林
当
時
に
は
山
林
地
盤
所
有
権
の
対
抗
要
件
欠
缺
を
主
張
し
う
る
第
三
者
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
Ｘ
は
二
四
二
条
但
書
に
よ
り
新
立
木
の
所
有
権
を
原
始
取
得
し
た
。
【
２３
】
最
判
昭
和
三
五
年
三
月
一
日
民
集
一
四
巻
三
号
三
〇
七
頁
大
正
一
三
年
に
Ｙ
は
Ａ
か
ら
本
件
山
林
地
盤
を
買
い
受
け
杉
苗
を
植
裁
し
て
立
札
を
立
て
て
い
た
が
、
地
盤
に
つ
い
て
は
移
転
登
記
を
し
な
い
ま
ま
に
、
後
に
こ
の
売
買
契
約
は
解
除
さ
れ
た
。
他
方
、
Ａ
か
ら
本
件
山
林
を
昭
和
三
年
に
買
い
受
け
た
Ｂ
は
昭
和
一
〇
年
に
Ｘ１
に
さ
ら
に
売
却
し
、
昭
和
二
三
年
に
二
分
の
一
の
持
分
に
つ
い
て
は
Ｘ１
か
ら
Ｘ２
に
贈
与
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
盤
の
移
転
登
記
が
経
由
さ
れ
た
。
Ｙ
が
立
木
を
伐
採
し
た
の
で
、
Ｘ１
ら
は
山
林
の
所
有
権
確
認
な
ら
び
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
、
こ
れ
に
対
し
て
Ｙ
は
Ｘ１
ら
の
取
得
登
記
の
抹
消
を
求
め
た
。
裁
判
所
は
、
立
木
の
植
裁
は
Ｙ
が
権
限
に
基
づ
い
て
な
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
立
木
所
有
権
の
地
盤
所
有
権
か
ら
の
分
離
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
に
は
少
な
く
と
も
立
木
所
有
権
に
対
抗
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
と
し
、
本
件
に
お
い
て
は
昭
和
七
、
八
年
に
は
立
札
が
朽
廃
し
て
い
た
こ
と
を
認
定
し
て
Ｘ１
ら
の
請
求
を
認
容
し
た
。
【
２４
】
最
判
昭
和
三
七
年
五
月
二
九
日
判
時
三
〇
三
号
二
七
頁
Ｘ
は
昭
和
三
年
に
Ａ
か
ら
Ｂ
村
所
有
土
地
の
賃
借
権
な
ら
び
に
土
地
上
の
立
木
所
有
権
を
譲
り
受
け
、
こ
の
譲
渡
は
昭
和
一
六
年
に
Ｂ
村
の
承
諾
を
得
た
。
そ
の
後
昭
和
二
七
年
に
Ｙ
は
Ｂ
村
か
ら
地
盤
を
賃
借
し
、
立
木
を
伐
採
し
た
。
伐
木
が
売
却
さ
れ
た
た
め
、
Ｘ
が
売
得
金
の
帰
属
確
認
を
求
め
て
提
訴
し
た
。
最
高
裁
は
、
Ｘ
は
適
法
な
賃
借
権
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
二
四
二
条
但
書
に
よ
っ
て
立
木
所
有
権
を
Ｂ
村
に
対
す
る
関
係
で
主
張
で
き
、
ま
た
、
Ｙ
の
賃
借
権
に
は
立
木
を
伐
採
す
る
権
利
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。
５５
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【
２５
】
岐
阜
地
判
昭
和
三
七
年
七
月
一
四
日
民
集
二
〇
巻
七
号
一
三
七
五
頁
Ａ
が
土
地
の
明
渡
判
決
に
基
づ
い
て
Ｘ
に
対
し
て
強
制
執
行
を
行
い
、
そ
の
際
庭
木
・
生
垣
の
収
去
も
な
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
執
行
方
法
が
悪
く
て
庭
木
が
枯
死
し
た
と
し
て
Ｘ
は
Ｙ
（
国
）
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
。
裁
判
所
は
以
下
に
掲
げ
る
よ
う
な
判
示
の
も
と
植
裁
に
つ
い
て
の
暗
黙
の
承
諾
が
存
在
し
た
も
の
と
認
定
の
上
、
Ｘ
に
は
二
四
二
条
但
書
に
い
う
権
原
が
あ
っ
た
と
し
て
、
請
求
を
一
部
認
容
し
（
２３４
）
た
。
「
Ａ
は
当
時
本
件
土
地
の
管
理
を
訴
外
Ｂ
に
、
昭
和
二
五
年
一
二
月
二
五
日
そ
の
死
亡
後
は
妻
の
訴
外
Ｃ
に
委
任
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
右
訴
外
人
ら
は
本
件
土
地
を
し
ば
し
ば
見
に
来
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
原
告
の
生
垣
や
立
木
の
植
栽
に
対
し
て
何
ら
異
議
を
述
べ
て
い
な
い
こ
と
、
更
に
、
Ａ
に
於
て
も
Ｘ
に
対
し
て
何
ら
異
議
を
述
べ
ず
に
昭
和
二
九
年
頃
ま
で
経
過
し
た
こ
と
等
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
﹇
中
略
﹈。
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
考
え
る
と
Ａ
は
Ｘ
が
本
件
土
地
に
生
垣
や
立
木
を
植
栽
す
る
に
つ
い
て
暗
黙
の
承
諾
を
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
Ａ
は
Ｘ
に
対
し
右
樹
木
を
本
件
土
地
に
附
属
さ
せ
る
権
原
を
与
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
【
２６
】
仙
台
高
判
昭
和
四
三
年
二
月
二
九
日
下
刑
集
一
〇
巻
二
号
一
一
八
頁
執
行
官
保
管
中
の
農
地
に
立
ち
入
り
債
権
者
の
耕
作
を
妨
害
し
た
刑
事
事
件
で
あ
る
。
本
件
田
地
に
は
所
有
者
Ａ
か
ら
の
賃
借
人
Ｂ
が
稲
苗
を
植
栽
し
て
い
た
が
Ｙ
が
刈
り
取
っ
た
た
め
に
、
器
物
損
壊
の
罪
に
問
わ
れ
た
。
裁
判
所
は
本
件
田
地
に
Ｂ
が
賃
借
権
に
基
づ
い
て
稲
苗
を
植
栽
し
た
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
所
有
権
は
Ｂ
に
帰
属
す
る
と
し
て
、
器
物
損
壊
罪
の
成
立
を
認
め
た
。
【
２７
】
宮
崎
地
判
昭
和
五
九
年
四
月
一
六
日
判
タ
五
三
〇
号
二
〇
六
頁
Ｘ
が
立
木
の
所
有
権
確
認
を
求
め
た
訴
訟
で
あ
る
。
Ｘ
・
Ｙ
の
所
有
す
る
二
つ
の
土
地
の
境
界
と
さ
れ
て
い
た
河
川
の
流
路
変
更
の
有
無
が
争
わ
れ
、
Ｙ
は
本
件
係
争
地
は
自
己
の
所
有
地
で
あ
り
自
己
の
所
有
地
内
に
Ｘ
の
先
代
が
無
権
原
で
植
林
し
た
も
の
と
主
張
し
た
が
、
流
路
変
更
は
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｙ
に
よ
る
本
件
係
争
地
の
時
効
取
得
に
必
要
な
程
度
の
排
他
的
占
有
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
裁
判
所
は
、
本
件
係
争
地
の
所
有
者
は
不
明
で
あ
り
植
裁
さ
れ
た
杉
苗
木
が
他
人
所
有
の
土
地
に
付
合
さ
れ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
と
し
て
、
Ｘ
の
所
有
権
を
確
認
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
本
件
係
争
地
に
つ
い
て
は
二
四
二
条
の
所
有
者
が
画
定
で
き
な
い
こ
と
、
第
二
に
土
地
所
有
者
が
不
明
で
あ
る
か
ら
二
四
八
条
の
償
金
請
求
権
の
実
効
性
が
確
保
で
き
ず
立
木
所
有
者
も
不
明
と
な
る
こ
と
、
第
三
に
一
八
九
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
所
有
者
不
詳
地
へ
の
付
合
に
つ
い
て
は
二
四
二
条
但
書
を
類
推
適
用
し
て
「
権
原
」
あ
る
者
が
な
し
た
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
、
徳島大学社会科学研究第２３号
５６（ ）
を
挙
げ
る
。
【
２４
】
判
決
は
承
諾
の
あ
る
転
貸
借
、【
２６
】
判
決
は
賃
貸
借
の
事
例
で
あ
っ
て
、
二
四
二
条
但
書
の
「
権
原
」
の
典
型
例
で
あ
る
。【
２４
】
判
決
で
は
賃
借
権
の
二
重
譲
渡
が
な
さ
れ
た
こ
（
２３５
）
と
、【
２６
】
判
決
が
刑
事
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
が
争
い
の
生
じ
た
原
因
で
あ
る
。【
１６
】
判
決
は
無
断
転
借
人
に
よ
る
播
種
・
耕
作
の
事
例
で
あ
る
が
、
賃
貸
借
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
善
意
で
あ
る
と
認
定
し
て
付
合
の
成
立
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
案
そ
の
も
の
は
【
４
】
・
【
６
】
・
【
８
】
の
各
判
決
と
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
判
決
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。【
１６
】
判
決
は
播
種
・
耕
作
者
の
救
済
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
結
論
の
違
い
を
も
た
ら
し
た
理
由
は
事
案
を
見
る
だ
け
で
は
不
明
で
あ
る
。【
１８
】
判
決
・【
２５
】
判
決
は
土
地
所
有
者
と
の
間
の
暗
黙
の
合
意
が
存
在
す
る
と
認
定
し
て
付
合
の
成
立
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
土
地
所
有
者
が
異
議
を
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
う
し
た
認
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。【
２０
】
・
【
２１
】
・
【
２２
】
・
【
２３
】
の
各
判
決
は
、
未
登
記
所
有
権
者
の
有
し
て
い
た
所
有
権
が
二
四
二
条
但
書
の
「
権
原
」
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
植
栽
時
に
は
植
栽
者
の
土
地
所
有
権
を
否
定
で
き
る
者
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
者
が
存
在
す
る
場
合
に
は
物
権
変
動
理
論
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。【
１７
】
判
決
は
強
制
執
行
に
関
す
る
特
殊
事
案
で
あ
り
、
Ａ
と
Ｘ
が
家
族
で
あ
る
こ
と
か
ら
衡
平
な
解
決
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。【
２７
】
判
決
も
極
め
て
特
殊
な
事
例
で
あ
る
が
、
根
底
に
は
土
地
の
境
界
争
い
が
あ
り
、
係
争
地
の
所
有
者
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
付
合
を
否
定
す
る
と
い
う
結
論
に
結
び
付
い
て
い
る
。

最
後
に
、
付
合
の
成
立
を
前
提
と
し
つ
つ
も
立
木
に
つ
い
て
時
効
取
得
が
成
立
し
た
も
の
と
判
示
し
た
事
例
を
挙
げ
て
お
く
。
【
２８
】
最
判
昭
和
三
八
年
一
二
月
一
三
日
民
集
一
七
巻
一
二
号
一
六
九
六
頁
Ｘ
の
父
Ａ
は
Ｂ
の
所
有
地
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
大
正
一
〇
年
以
降
、
係
争
土
地
に
杉
苗
を
植
え
付
け
た
が
、
Ｂ
に
管
理
を
委
託
さ
れ
た
者
で
あ
る
Ｃ
は
こ
れ
を
咎
め
な
か
っ
た
。
Ｃ
は
昭
和
一
三
年
に
Ｂ
か
ら
係
争
土
地
を
贈
与
さ
れ
、
昭
和
一
六
年
に
Ｃ
か
ら
Ｄ
に
相
続
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
Ｄ
か
ら
Ｙ
に
対
し
て
立
木
を
除
い
た
形
で
売
却
が
な
さ
れ
て
、
地
盤
の
移
転
登
記
が
経
由
さ
れ
た
。
Ｙ
が
係
争
土
地
の
杉
立
木
５７
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
を
伐
採
し
た
た
め
Ｘ
は
仮
処
分
決
定
を
得
て
伐
木
に
対
す
る
Ｙ
の
占
有
を
解
い
て
、
換
価
命
令
に
よ
っ
て
生
じ
た
伐
木
の
売
得
金
を
供
託
さ
せ
る
と
と
も
に
、
Ｙ
に
対
し
て
係
争
土
地
の
所
有
権
確
認
と
供
託
金
の
引
渡
を
求
め
た
。
一
審
は
Ｘ
の
請
求
を
全
部
認
容
し
た
。
二
審
な
ら
び
に
最
高
裁
は
、
立
木
に
つ
い
て
の
所
有
権
確
認
と
供
託
金
の
引
渡
請
求
を
認
容
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
Ａ
に
は
地
盤
所
有
の
意
思
が
な
い
か
ら
係
争
土
地
所
有
権
の
取
得
時
効
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
Ａ
に
は
植
裁
権
原
が
な
い
か
ら
植
付
と
同
時
に
杉
苗
は
係
争
土
地
に
付
合
す
る
が
、
Ａ
は
そ
れ
を
二
〇
年
の
時
効
に
よ
っ
て
取
得
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
【
２９
】
最
判
昭
和
四
六
年
一
一
月
二
六
日
判
時
六
五
四
号
五
三
頁
Ｘ
の
父
Ａ
と
Ｘ
は
そ
の
居
住
す
る
Ｙ１
集
落
の
所
有
す
る
本
件
土
地
に
杉
・
檜
を
植
え
付
け
手
入
れ
し
て
い
た
（
Ｘ
に
よ
る
植
え
付
け
は
昭
和
三
年
）。
集
落
の
住
民
は
Ｘ
が
本
件
土
地
を
排
他
的
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
異
議
を
述
べ
な
か
っ
た
。
集
落
住
民
で
あ
る
Ｙ２
ら
が
杉
立
木
を
伐
採
し
た
の
で
、
Ｘ
は
立
木
所
有
権
及
び
地
上
権
の
確
認
な
ら
び
に
損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
。
裁
判
所
は
、
立
木
は
土
地
に
付
合
し
た
が
、
Ｘ
は
昭
和
二
三
年
こ
ろ
に
は
立
木
所
有
権
と
地
上
権
を
時
効
取
得
し
た
も
の
と
認
定
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。
【
２８
】
判
決
・【
２９
】
判
決
の
い
ず
れ
も
、
無
権
原
者
に
よ
り
植
栽
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
土
地
と
立
木
の
付
合
が
生
じ
立
木
は
土
地
所
有
者
の
所
有
物
と
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
（
２３６
）
ら
も
、
二
〇
年
の
取
得
時
効
の
成
立
を
認
定
し
て
い
る
。
植
栽
権
原
が
な
い
こ
と
を
認
定
し
て
取
得
時
効
の
問
題
と
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
判
決
も
無
権
原
で
の
植
栽
に
つ
い
て
土
地
所
有
者
が
異
議
を
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
権
原
」
の
存
在
を
認
定
し
て
付
合
は
成
立
し
な
い
も
の
と
判
示
し
た
【
１８
】
判
決
・【
２５
】
判
決
に
類
似
す
る
。【
１８
】
判
決
・【
２５
】
判
決
の
場
合
は
占
有
期
間
が
短
か
っ
た
た
め
に
付
合
の
成
否
を
直
接
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、【
２８
】
判
決
・【
２９
】
判
決
の
場
合
は
付
合
の
成
否
を
判
断
せ
ず
と
も
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
こ
の
よ
う
な
構
成
の
差
異
を
生
じ
さ
せ
た
原
因
と
言
え
よ
う
か
。
本
稿
は
、
平
成
二
一
年
度
科
学
研
究
補
助
金
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
徳島大学社会科学研究第２３号
５８（ ）
（
１
）
以
下
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
の
原
文
はG
.
B
oissonade,
Projet
de
C
ode
C
ivil
pour
l’em
pire
du
Japon,
nouvelle
édition,
t.3,1891
に
よ
り
、
草
案
の
翻
訳
は
『
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』（
翻
訳
者
・
刊
行
年
不
明
）
に
よ
る
（
た
だ
し
条
数
に
つ
い
て
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
原
文
に
合
う
よ
う
に
修
正
を
加
え
て
あ
る
。）。
（
２
）
後
述
す
る
よ
う
に
、
三
八
一
条
二
項
四
号
に
不
当
利
得
の
発
生
原
因
の
一
つ
と
し
て
添
付
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
償
金
請
求
権
の
発
生
根
拠
が
不
当
利
得
に
求
め
ら
れ
て
い
る
点
で
は
、
不
当
利
得
に
関
す
る
一
般
規
定
を
有
し
な
い
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
は
規
定
そ
の
も
の
の
位
置
づ
け
が
大
き
く
異
な
る
。
（
３
）
四
〇
五
条
「

概
シ
テ
損
害
賠
償
ハ
権
利
者
ノ
受
ケ
タ
ル
損
失
ノ
償
ト
権
利
者
カ
失
ヒ
タ
ル
利
潤
ノ
代
償
ト
ヲ
包
含
ス

然
レ
ト
モ
若
シ
其
不
執
行
又
ハ
延
引
カ
詐
欺
又
ハ
悪
意
ノ
ア
ル

ナ
ク
シ
テ
義
務
者
ノ
懈
怠
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
ニ
過
キ
サ
ル

ハ
損
害
賠
償
ハ
双
方
ノ
者
カ
合
意
ノ
時
ニ
予
見
シ
又
ハ
予
見
ス
ル

ヲ
得
タ
リ
シ
損
失
及
ヒ
失
ヒ
タ
ル
利
潤
ノ
外
ヲ
包
含
セ
ス

悪
意
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
義
務
者
ハ
仮
令
予
見
セ
サ
リ
シ
損
害
ナ
リ
ト
モ
不
執
行
ノ
避
ク
ベ
カ
ラ
サ
ル
効
果
ナ
ル

ハ
其
賠
償
ヲ
負
担
ス
可
シ
」
（
４
）
原
文
で
は
一
項
と
同
様
に“arbres,
arbustes
ou
plantes”
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
〔
〕
内
を
補
っ
た
。
（
５
）
前
掲
・
『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
に
は
「
請
求
」
の
文
字
は
な
い
が
、
文
意
が
通
ら
な
い
た
め
原
文
に
従
っ
て
補
充
し
た
。
（
６
）
三
九
〇
条
「

自
己
ノ
過
愆
又
ハ
懈
怠
ニ
テ
他
人
ニ
損
害
ヲ
加
ヘ
タ
ル
者
ハ
之
ヲ
償
フ
可
シ

致
害
ノ
所
為
有
意
ニ
出
ル

ハ
之
ヲ
民
事
ノ
犯
罪
ト
シ
其
無
意
ニ
出
ル

ハ
之
ヲ
准
犯
罪
ト
ス

犯
罪
及
ヒ
准
犯
罪
ノ
責
任
ノ
広
狭
ハ
次
章
第
二
節
ニ
記
載
シ
タ
ル
如
ク
合
意
ノ
執
行
上
犯
セ
シ
欺
詐
及
ヒ
過
愆
ノ
責
任
ト
同
様
ニ
之
ヲ
定
ム
」
（
７
）
前
掲
・
『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
は
「
得
タ
ル

ハ
」
と
す
る
が
原
文
に
照
ら
し
て
訂
正
し
た
。
（
８
）
本
条
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
七
六
条
に
相
当
す
る
規
定
だ
が
、『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
の
誤
訳
の
程
度
が
甚
だ
し
い
た
め
、
後
半
部
を
大
幅
に
修
正
し
た
。
誤
訳
か
ら
誤
っ
た
解
釈
が
生
じ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
の
訳
を
以
下
に
掲
げ
る
。
六
二
七
条
「
附
合
又
ハ
混
合
カ
所
有
者
中
ノ
一
人
ノ
所
為
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
他
ノ
所
有
者
ハ
自
己
ノ
物
件
ノ
優
等
ナ
ル
ニ
因
リ
自
己
ニ
帰
ス
ル
全
部
ノ
所
有
権
ヲ
受
諾
ス
ル
ニ
及
ハ
ス
又
各
自
ノ
物
ノ
主
要
及
ヒ
価
額
ノ
同
等
ナ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
各
所
有
者
ハ
附
添
ヲ
為
セ
シ
本
人
ニ
対
シ
同
分
量
及
ヒ
同
品
格
ノ
物
若
ハ
金
円
ニ
テ
其
価
額
ヲ
請
求
ス
ル

ヲ
得
」
５９
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
（
９
）
『
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
上
巻
（
翻
訳
者
・
刊
行
年
不
明
）
五
一
頁
。
（
１０
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
五
一
頁
。
（
１１
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
五
二
頁
。
（
１２
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
六
二
頁
。
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
理
由
づ
け
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
本
稿
（
一
）・
社
会
科
学
研
究
二
一
号
三
八
頁
）。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
付
合
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
が
解
体
さ
れ
て
材
料
が
再
び
独
立
し
て
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
取
戻
が
可
能
と
な
る
も
の
と
い
う
立
場
を
取
る
可
能
性
も
生
じ
る
。
（
１３
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
六
五
頁
。
（
１４
）
も
っ
と
も
所
有
者
に
所
有
物
の
使
用
・
収
益
・
処
分
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
結
果
と
し
て
付
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
を
所
有
者
が
取
り
壊
す
の
は
自
由
で
あ
る
か
ら
、
公
益
を
重
視
す
る
と
い
っ
て
も
必
ず
し
も
貫
徹
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
（
１５
）
こ
れ
に
加
え
て
「
自
己
ノ
受
ケ
タ
ル
収
用
ノ
喪
失
ト
減
価
ト
ノ
為
メ
ニ
損
害
賠
償
」（
前
掲
・
『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
六
九
頁
）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
１６
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
六
七
頁
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
自
身
、
フ
ラ
ン
ス
法
・
イ
タ
リ
ア
法
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
い
る
。
第
一
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
五
四
条
は
建
築
・
工
作
の
場
合
と
植
栽
の
場
合
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
規
定
し
て
お
り
、
学
説
も
ま
た
植
裁
の
場
合
を
特
別
視
し
て
い
な
い
。
（
１７
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
六
八
頁
。
（
１８
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
六
八
頁
で
は
、「
亦
植
物
カ
不
当
ニ
栽
ヘ
置
カ
レ
タ
ル
土
地
ニ
テ
培
養
繁
茂
シ
得
ル
程
ノ
充
分
永
キ
時
間
ヲ
過
ク
ル
モ
右
ノ
取
戻
ヲ
允
許
ス
ル
ハ
其
当
ヲ
得
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
し
て
い
る
。
（
１９
）
用
収
者
・
賃
借
主
・
永
借
主
・
地
表
権
主
に
つ
い
て
は
、
草
案
五
七
二
条
・
五
七
三
条
・
六
五
八
条
・
六
八
二
条
・
六
八
九
条
と
い
っ
た
特
別
規
定
に
よ
る
べ
き
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、六
一
三
条
は
不
動
産
の
無
権
原
占
有
者
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る（
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
七
五
頁
）。
（
２０
）
も
っ
と
も
、
植
付
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
樹
木
の
除
去
を
請
求
す
る
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
い
か
な
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
無
制
限
に
認
め
ら
れ
る
の
か
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
（
２１
）
償
還
内
容
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
に
よ
る
批
判
（
本
稿
（
一
）
・
社
会
科
学
研
究
二
一
号
四
〇
頁
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
徳島大学社会科学研究第２３号
６０（ ）
る
）
を
考
慮
し
て
、
制
定
当
初
の
五
五
五
条
に
存
し
て
い
た
占
有
者
の
善
意
・
悪
意
に
よ
る
区
別
を
撤
廃
し
て
い
る
（
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
七
九
頁
）。
（
２２
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』第
三
編
・
七
五
頁
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
悪
意
の
占
有
者
に
関
す
る
規
定
が
原
則
で
あ
っ
て
、
善
意
の
占
有
者
は
例
外
的
に
取
壊
義
務
を
免
除
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
２３
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
七
六－
七
七
頁
。
善
意
者
に
工
作
物
・
樹
木
の
収
去
義
務
を
課
さ
な
い
こ
と
が
善
意
者
保
護
に
あ
た
る
と
い
っ
た
考
え
方
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
起
草
過
程
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
本
稿
（
一
）・
社
会
科
学
研
究
二
一
号
四
〇
頁
）。
た
だ
し
樹
木
に
つ
い
て
は
収
去
義
務
を
課
し
て
も
三
重
の
損
害
が
生
じ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
善
意
の
占
有
者
の
側
か
ら
収
去
請
求
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
（
２４
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
七
八
頁
。
（
２５
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
は
「
他
人
ノ
財
産
ヲ
利
シ
タ
ル
者
」
と
す
る
が
、
原
文
に
照
ら
し
て
訂
正
し
た
。
（
２６
）
〔
〕
内
は
『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
で
は
訳
し
漏
れ
と
な
っ
て
い
る
た
め
原
文
に
従
っ
て
補
充
し
た
。
（
２７
）
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿
『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
二
編
・
上
巻
（
翻
訳
者
・
刊
行
年
不
明
）
五
三
六
頁
。
（
２８
）
も
っ
と
も
、
現
実
に
償
金
の
支
払
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
所
有
権
の
取
得
と
が
対
価
関
係
に
あ
る
と
ま
で
は
明
言
し
て
い
な
い
。
（
２９
）
な
お
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
六
〇
八
条
の
説
明
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
「
附
添
ニ
依
リ
テ
他
人
ノ
物
件
ヲ
獲
得
セ
シ
者
ハ
其
附
添
物
件
ノ
本
主
ニ
賠
償
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ハ
敢
テ
弁
ヲ
待
タ
サ
ル
所
ナ
リ
故
ニ
法
律
ハ
亦
此
旨
ヲ
記
載
シ
タ
リ
」（
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
五
二
頁
）
こ
こ
で
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
償
金
請
求
権
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
動
産
の
付
合
に
関
す
る
六
二
三
条
に
つ
い
て「
是
ヲ
以
テ
其
賠
償
ノ
多
寡
ハ
物
件
ヲ
失
フ
タ
ル
者
ノ
被
リ
タ
ル
損
害
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
此
物
件
ヲ
獲
得
シ
タ
ル
者
ノ
得
タ
ル
利
益
ニ
準
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
説
明
し
て
お
り
、
付
合
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
を
善
意
で
所
有
す
る
者
に
よ
る
償
還
の
性
質
を
不
当
な
利
得
の
吐
き
出
し
と
見
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
（
３０
）
六
一
一
条
は
賠
償
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
同
条
が
物
理
的
な
返
還
請
求
に
関
し
て
の
み
六
一
〇
条
の
特
則
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
賠
償
に
つ
い
て
は
六
一
〇
条
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
も
の
と
考
え
た
こ
と
か
ら
規
定
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
３１
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
六
六
頁
。
６１
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
（
３２
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
六
九
頁
で
は
六
一
一
条
二
項
に
つ
い
て
「
又
一
ケ
年
ヲ
経
過
シ
タ
ル

ハ
植
物
ノ
所
有
者
ハ
樹
木
植
付
ノ
時
ニ
估
計
セ
ル
其
値
直
ト
其
効
用
ヲ
失
フ
タ
ル
ノ
賠
償
ヲ
求
ム
ル
ヲ
得
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
（
３３
）
こ
の
こ
と
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
債
務
の
発
生
原
因
と
し
て
不
当
利
得
と
不
法
行
為
、
不
当
利
得
と
契
約
、
不
法
行
為
と
契
約
と
が
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
作
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を
明
確
に
は
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る（
前
掲
・
『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
二
編
・
五
二
七－
五
二
八
頁
）。
な
お
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
不
当
利
得
論
そ
の
も
の
を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
行
わ
な
い
。
（
３４
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
四
一
頁
。
（
３５
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
四
二
頁
。
（
３６
）
こ
の
こ
と
は
規
定
上
は
明
確
で
は
な
い
が
六
二
四
条
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
四
四
頁
も
参
照
。
（
３７
）
付
合
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
者
は
自
己
の
利
得
を
返
還
す
れ
ば
足
り
、
そ
の
他
の
損
害
に
つ
い
て
は
付
合
を
生
ぜ
し
め
た
第
三
者
が
支
払
う
こ
と
と
な
る
（
明
文
規
定
は
な
い
が
、
六
二
二
条
一
項
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。）。
（
３８
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
四
四
頁
。
（
３９
）
こ
こ
で
は
必
ず
「
過
愆
又
ハ
欺
詐
」
が
あ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
る
（
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
四
六－
一
四
七
頁
。）。
（
４０
）
た
だ
し
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
こ
の
よ
う
に
明
言
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
（
４１
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
・
イ
タ
リ
ア
法
が
こ
の
区
別
を
導
入
し
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
（
前
掲
・
『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
四
八
頁
）。
（
４２
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』第
三
編
・
一
四
七
頁
。
一
四
八
頁
で
は
六
二
四
条
二
項
に
つ
い
て
同
様
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。
（
４３
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
四
四
頁
。
（
４４
）
必
ず
主
た
る
物
を
決
し
う
る
と
考
え
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
六
七
条
・
五
六
九
条
の
立
場
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
六
七
条
「
他
の
部
分
が
そ
の
部
分
の
使
用
、
装
飾
又
は
補
充
の
た
め
に
の
み
結
合
さ
れ
た
部
分
は
、
主
た
る
部
分
と
み
な
さ
れ
る
。」
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
六
九
条
「
結
合
し
て
単
一
体
を
形
成
す
る
二
つ
の
物
の
う
ち
、
一
方
を
他
方
の
付
属
物
と
み
る
こ
と
が
な
ん
ら
で
き
徳島大学社会科学研究第２３号
６２（ ）
な
い
場
合
に
は
、
価
額
に
お
い
て
、
又
は
価
額
が
ほ
と
ん
ど
等
し
い
場
合
に
は
数
量
に
お
い
て
よ
り
大
き
な
一
方
が
主
た
る
物
と
み
な
さ
れ
る
。」
（
４５
）
価
格
に
よ
っ
て
も
主
た
る
物
と
従
た
る
物
と
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
各
共
有
者
の
持
分
は
平
等
と
さ
れ
る
。
（
４６
）
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
七
五
条
「
物
が
そ
れ
を
形
成
し
た
材
料
の
所
有
者
の
間
で
共
有
に
と
ど
ま
る
と
き
は
、
そ
の
物
は
、
共
同
の
利
益
の
た
め
に
換
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
（
４７
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
四
九
頁
。
（
４８
）
こ
の
ほ
か
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
公
売
制
度
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
設
計
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
（
４９
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
五
三
頁
。
（
５０
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
五
五
頁
。
（
５１
）
な
お
、ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
比
べ
て
加
工
者
の
所
有
と
な
る
ケ
ー
ス
を
広
く
認
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た（
前
掲
・
『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
六
〇－
一
六
一
頁
参
照
）。
（
５２
）
同
条
は
一
九
六
〇
年
に
微
修
正
を
受
け
て
い
る
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
参
照
し
た
当
時
の
規
定
を
訳
出
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
五
七
二
条
「
あ
る
者
が
一
部
は
そ
の
者
に
属
す
る
材
料
を
、
一
部
は
そ
の
者
に
属
さ
な
い
材
料
を
用
い
て
、
二
つ
の
材
料
の
い
ず
れ
も
が
完
全
に
は
破
壊
さ
れ
な
い
と
し
て
も
不
都
合
な
し
に
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
仕
方
で
新
し
い
種
類
の
物
を
形
成
す
る
と
き
は
、
そ
の
物
は
、
一
方
に
と
っ
て
は
そ
の
者
に
属
す
る
材
料
の
割
合
で
、
他
方
に
と
っ
て
は
そ
の
者
に
属
す
る
材
料
及
び
そ
の
労
働
力
の
対
価
の
双
方
の
割
合
で
、
二
人
の
所
有
者
の
共
有
と
な
る
。」
（
５３
）
前
掲
・『
再
閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
』
第
三
編
・
一
六
一
頁
。
（
５４
）
こ
の
こ
と
は
フ
ラ
ン
ス
法
・
イ
タ
リ
ア
法
に
は
存
し
な
い
六
一
二
条
の
存
在
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
六
一
二
条
「
築
造
物
ヲ
解
拆
ス
ル
為
メ
若
ハ
植
物
ヲ
抜
取
リ
又
ハ
伐
採
ス
ル
為
メ
之
ヲ
売
渡
シ
又
ハ
贈
与
セ
シ
所
有
者
又
ハ
占
有
者
ハ
其
建
物
又
ハ
植
物
ヲ
保
存
ス
ル
為
メ
買
主
又
ハ
受
贈
者
ニ
賠
償
ヲ
与
ヘ
テ
常
ニ
其
解
拆
又
ハ
伐
採
ヲ
絶
止
ス
ル

ヲ
得
」
（
５５
）
財
産
編
三
八
五
条
「

損
害
賠
償
ハ
債
権
者
ノ
受
ケ
タ
ル
損
失
ノ
償
金
及
ヒ
其
失
ヒ
タ
ル
利
得
ノ
填
補
ヲ
包
含
ス

然
レ
ト
モ
債
務
者
ノ
悪
意
ナ
ク
懈
怠
ノ
ミ
ニ
出
テ
タ
ル
不
履
行
又
ハ
遅
延
ニ
付
テ
ハ
損
害
賠
償
ハ
当
事
者
カ
合
意
ノ
時
ニ
予
見
シ
又
ハ
予
見
ス
ル
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
損
失
ト
利
得
ノ
喪
失
ト
ノ
ミ
ヲ
包
含
ス
６３
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
悪
意
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
予
見
ス
ル
ヲ
得
サ
リ
シ
損
害
ト
雖
モ
不
履
行
ヨ
リ
生
ス
ル
結
果
ニ
シ
テ
避
ク
可
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
タ
ル
ト
キ
ハ
債
務
者
其
賠
償
ヲ
負
担
ス
」
本
条
は
現
行
四
一
六
条
の
原
規
定
で
あ
る
。
四
一
六
条
の
沿
革
に
つ
い
て
は
平
井
宜
雄
『
損
害
賠
償
法
の
理
論
』（
昭
和
四
六
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
一
四
六
頁
以
下
、
な
ら
び
に
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
文
献
を
参
照
。
（
５６
）
財
産
編
三
七
〇
条
「

過
失
又
ハ
懈
怠
ニ
因
リ
テ
他
人
ニ
損
害
ヲ
加
ヘ
タ
ル
者
ハ
其
賠
償
ヲ
為
ス
責
ニ
任
ス

此
損
害
ノ
所
為
カ
有
意
ニ
出
テ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
所
為
ハ
民
事
ノ
犯
罪
ヲ
成
シ
無
意
ニ
出
テ
タ
ル
ト
キ
ハ
准
犯
罪
ヲ
成
ス

犯
罪
及
ヒ
准
犯
罪
ノ
責
任
ノ
広
狭
ハ
合
意
ノ
履
行
ニ
於
ケ
ル
詐
欺
及
ヒ
過
失
ノ
責
任
ニ
関
ス
ル
次
章
第
二
節
ノ
規
定
ニ
従
フ
」
（
５７
）
ま
た
細
か
い
問
題
で
あ
る
が
、
八
条
二
項
が
「
時
効
ニ
因
リ
テ
第
三
者
ノ
得
タ
ル
権
利
」
と
し
て
時
効
を
権
利
取
得
方
法
と
し
て
規
定
し
て
い
る
点
も
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
が
時
効
を
証
拠
方
法
と
し
て
い
た
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
熊
野
敏
三
『
民
法
正
義
財
産
取
得
編
・
巻
之
一
』（
明
治
二
六
年
・
新
法
註
釈
会
）
六
四
頁
は
訳
文
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
（
５８
）
井
上
操
『
民
法
詳
解
取
得
編
之
部
上
巻
』（
明
治
二
四
年
・
岡
島
宝
文
館
）
三
八
頁
。
（
５９
）
井
上
・
前
掲
・
三
八
頁
。
（
６０
）
こ
の
原
則
に
つ
い
て
は
共
有
の
不
便
を
避
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
（
６１
）
井
上
・
前
掲
・
三
七
頁
。
八
条
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
同
書
・
四
四
頁
に
お
い
て
は
こ
の
原
則
を
「
添
付
ノ
規
則
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
原
則
に
よ
れ
ば
添
付
も
一
定
範
囲
で
は
自
然
法
に
適
す
る
も
の
と
い
う
。
熊
野
・
前
掲
・
五
八
頁
も
参
照
。
（
６２
）
熊
野
・
前
掲
・
五
七
頁
。
（
６３
）
熊
野
・
前
掲
・
五
八
頁
。
（
６４
）
な
お
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
同
様
、
共
有
の
成
否
に
つ
い
て
は
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
（
６５
）
井
上
・
前
掲
・
三
九
頁
。
九
条
に
関
す
る
説
明
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
井
上
・
前
掲
・
五
一
頁
）。
（
６６
）
熊
野
・
前
掲
・
五
八
頁
は
次
の
よ
う
に
、
や
は
り
不
当
利
得
に
依
拠
し
た
説
明
を
す
る
。
「
而
シ
テ
所
有
権
ノ
付
与
ハ
即
チ
従
ハ
主
ニ
随
フ
ト
ノ
添
附
ノ
元
則
ニ
従
ヒ
テ
之
ヲ
為
シ
償
金
ハ
不
当
ノ
利
得
ノ
元
則
ニ
依
リ
テ
之
ヲ
定
ム
財
産
編
第
三
百
六
十
一
条
第
四
号
ハ
他
人
ノ
物
ノ
添
附
ヨ
リ
又
ハ
他
人
ノ
労
力
ヨ
リ
生
ス
ル
所
有
物
ノ
増
加
ヲ
以
テ
不
当
ノ
利
得
ト
為
セ
リ
」
（
６７
）
償
金
の
支
払
に
よ
り
不
当
な
利
得
は
消
失
す
る
の
で
あ
り
増
価
分
が
不
動
産
所
有
者
の
も
の
と
な
っ
て
も
不
当
で
は
な
い
と
の
考
え
方
は
、
次
の
一
一
条
に
つ
い
て
の
説
明
に
も
見
ら
れ
る
。
徳島大学社会科学研究第２３号
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「
占
有
者
ハ
其
工
作
物
又
ハ
草
木
ノ
価
額
ト
費
用
ト
ノ
償
却
ヲ
得
ル
ト
キ
ハ
既
ニ
其
損
失
ハ
充
分
償
ヒ
得
ル
ヲ
以
テ
所
有
者
ハ
決
シ
テ
占
有
者
ヲ
害
シ
テ
自
己
ニ
不
当
ノ
利
得
ヲ
得
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
」（
井
上
・
前
掲
・
五
九
頁
）。
（
６８
）
熊
野
・
前
掲
・
六
七
頁
も
「
損
害
賠
償
ノ
問
題
」
と
し
て
い
る
。
（
６９
）
熊
野
・
前
掲
・
七
〇
頁
。
（
７０
）
井
上
・
前
掲
・
四
五
頁
、
熊
野
・
前
掲
・
七
六
頁
。
熊
野
・
前
掲
・
七
五
頁
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
同
様
に
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
に
は
存
し
な
い
規
定
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
草
木
所
有
者
保
護
規
定
と
解
さ
れ
て
い
る
（
井
上
・
前
掲
・
五
五
頁
、
熊
野
・
前
掲
・
七
七
頁
）
一
〇
条
に
関
し
て
も
、「
他
人
ノ
所
有
権
ヲ
害
シ
テ
其
草
木
ヲ
存
留
セ
シ
ム
ル
程
ノ
経
済
上
ノ
利
益
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
」（
井
上
・
前
掲
・
五
三
頁
）
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
一
年
を
経
過
し
た
場
合
に
抜
去
す
る
と
草
木
の
成
長
を
妨
げ
る
も
の
と
さ
れ
る
（
井
上
・
前
掲
・
五
四
頁
）。
熊
野
・
前
掲
・
七
六－
七
七
頁
は
、
草
木
が
土
地
に
根
を
下
ろ
し
た
か
否
か
に
よ
っ
て
区
分
す
る
ロ
ー
マ
法
を
も
っ
て
適
切
な
も
の
と
し
、
旧
民
法
典
の
一
年
と
い
う
期
間
は
や
や
長
き
に
失
し
て
お
り
す
で
に
根
を
下
ろ
し
た
草
木
ま
で
抜
去
す
る
と
い
う
不
都
合
が
生
じ
う
る
と
す
る
。
（
７１
）
ど
の
よ
う
な
点
で
社
会
経
済
上
の
損
失
が
発
生
す
る
の
か
に
関
し
て
は
、
井
上
・
前
掲
・
四
八
頁
が
「
第
一
其
材
料
ノ
価
額
ヲ
減
シ
第
二
毀
損
運
搬
ノ
費
用
ヲ
要
シ
第
三
之
レ
カ
為
メ
ニ
時
日
ヲ
空
費
シ
第
四
建
築
工
作
ノ
費
用
時
日
ヲ
空
無
ニ
属
セ
シ
ム
ル
ノ
結
果
ハ
到
底
免
レ
得
サ
ル
所
ナ
リ
」
と
論
じ
て
い
る
。
（
７２
）
井
上
・
前
掲
・
四
七－
四
九
頁
。
熊
野
・
前
掲
・
六
九
頁
は
社
会
経
済
上
の
理
由
の
み
を
挙
げ
る
。
（
７３
）
井
上
・
前
掲
・
五
一
頁
。
（
７４
）
熊
野
・
前
掲
・
五
五
頁
も
参
照
。
（
７５
）
熊
野
・
前
掲
・
七
一－
七
二
頁
。
井
上
・
前
掲
・
五
〇
頁
も
、「
建
築
工
作
カ
地
震
、
風
雨
其
他
ノ
変
災
ニ
テ
破
滅
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
原
所
有
者
ハ
其
材
料
ノ
取
去
ヲ
求
ム
ル

ヲ
得
ヘ
シ
」
と
説
明
す
る
。
（
７６
）
熊
野
は
こ
の
説
明
の
後
で
、
植
栽
の
後
数
か
月
を
経
た
植
物
は
も
は
や
従
前
の
植
物
と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
の
場
合
で
す
ら
取
戻
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
対
比
し
て
、
建
築
材
料
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
取
戻
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
と
す
る
。
（
７７
）
取
り
払
わ
せ
る
こ
と
が
苛
酷
で
あ
る
こ
と
（
井
上
・
前
掲
・
六
二
頁
）、
な
ら
び
に
、
社
会
的
損
害
と
な
る
こ
と
（
熊
野
・
前
掲
・
八
三
頁
）
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
（
７８
）
井
上
・
前
掲
・
五
八
頁
、
熊
野
・
前
掲
・
八
一
頁
。
６５
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
（
７９
）
熊
野
・
前
掲
・
八
三
頁
も
参
照
。
（
８０
）
井
上
・
前
掲
・
六
一
頁
。
所
有
者
に
償
金
支
払
の
困
難
を
受
け
さ
せ
な
い
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
て
い
る
（
井
上
・
前
掲
・
六
二
頁
）。
す
な
わ
ち
、
利
得
の
押
し
付
け
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
８１
）
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
保
護
を
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
よ
り
も
さ
ら
に
強
く
は
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
（
８２
）
熊
野
・
前
掲
・
九
一
頁
も
同
様
。
熊
野
・
前
掲
・
九
二
頁
は
、
悪
意
占
有
者
に
対
し
て
極
め
て
廉
価
で
家
屋
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
強
要
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
に
も
見
ら
れ
た
指
摘
を
す
る
（
本
稿
（
一
）
・
社
会
科
学
研
究
二
一
号
四
〇
頁
参
照
）。
（
８３
）
熊
野
・
前
掲
・
八
三
頁
。
（
８４
）
熊
野
・
前
掲
・
八
八
―
八
九
頁
。
（
８５
）
井
上
・
前
掲
・
五
三
―
五
四
頁
。
（
８６
）
熊
野
・
前
掲
・
七
〇
頁
。
（
８７
）
井
上
・
前
掲
・
八
一
頁
。
熊
野
・
前
掲
・
一
一
二
頁
も
、
こ
の
場
合
の
犯
罪
・
准
犯
罪
の
存
在
を
認
め
る
。
（
８８
）
井
上
・
前
掲
・
七
三－
七
四
頁
。
も
っ
と
も
、「
其
物
ヲ
挙
ケ
テ
無
価
又
ハ
甚
シ
ク
減
価
セ
シ
ム
ル
カ
然
ラ
サ
ル
モ
其
費
用
ハ
以
テ
之
レ
ヲ
分
離
シ
タ
ル
利
益
ヲ
償
フ
ニ
足
ラ
サ
ル
」（
井
上
・
前
掲
・
七
六
頁
）
た
め
に
社
会
の
経
済
を
害
す
る
場
合
に
は
一
五
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
（
８９
）
井
上
・
前
掲
・
七
六－
七
七
頁
。「
其
賠
償
ハ
敢
テ
従
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ノ
被
フ
リ
タ
ル
損
害
ニ
応
ス
ル
ヲ
要
セ
ス
只
添
附
ニ
因
リ
不
当
ニ
己
レ
ヲ
利
シ
タ
ル
限
度
ニ
応
ス
ル
ヲ
以
テ
足
ル
ヘ
シ
何
ト
ナ
レ
ハ
附
合
ハ
第
三
者
ノ
所
為
ニ
出
ツ
ル
ヲ
以
テ
主
タ
ル
物
ノ
所
有
者
ニ
在
テ
ハ
秋
毫
ノ
過
失
ア
ル

ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
す
る
熊
野
・
前
掲
・
一
〇
九
頁
も
同
様
。「
其
賠
償
ノ
責
ア
ル
ハ
唯
添
附
ノ
為
メ
不
当
ニ
自
己
ヲ
利
得
ス
ル
ニ
由
ル
モ
ノ
」
と
す
る
井
上
・
前
掲
・
七
七
頁
も
参
照
。
（
９０
）
井
上
・
前
掲
・
八
六
頁
。
（
９１
）
井
上
・
前
掲
・
八
八
頁
。
（
９２
）
福
島
正
夫
編
『
明
治
民
法
の
制
定
と
穂
積
文
書
』（
昭
和
三
一
年
・
有
斐
閣
）
五
四
頁
も
参
照
。
（
９３
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』（
昭
和
五
九
年
・
商
事
法
務
研
究
会
）
三
六
頁
。
ま
た
、
同
書
三
七－
三
八
頁
に
も
次
の
よ
う
な
説
明
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
規
定
の
簡
略
化
に
あ
た
っ
て
、
当
事
者
の
主
観
か
ら
物
の
形
状
へ
と
着
眼
点
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
徳島大学社会科学研究第２３号
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「
元
添
附
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
今
日
ニ
於
キ
マ
シ
テ
殆
ン
ド
適
用
ガ
ナ
イ
ト
思
フ
、
適
用
ノ
極
メ
テ
少
ナ
イ
モ
ノ
デ
殊
ニ
彼
ノ
即
時
時
効
ト
云
フ
モ
ノ
ノ
規
定
ガ
行
ハ
レ
テ
居
ル
以
上
ハ
適
用
ノ
誠
ニ
少
ナ
イ
モ
ノ
デ
夫
レ
ニ
種
々
場
合
ヲ
考
ヘ
テ
煩
ハ
シ
イ
規
定
ヲ
設
ケ
ル
ノ
ハ
余
リ
必
要
ガ
ナ
イ
コ
ト
ト
考
ヘ
マ
ス
、
又
其
添
附
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
誰
ガ
其
事
実
ヲ
生
ゼ
シ
メ
タ
カ
善
意
デ
ア
ル
カ
悪
意
デ
ア
ル
カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
重
モ
ニ
見
ル
ヨ
リ
モ
一
ツ
ノ
物
ガ
他
ノ
一
ツ
ノ
物
ニ
附
属
シ
テ
殆
ド
其
一
部
ヲ
為
ス
迄
ニ
密
着
シ
タ
ト
云
フ
事
実
ガ
ア
ル
、
夫
レ
ニ
重
キ
ヲ
置
イ
タ
方
ガ
便
宜
上
所
有
権
得
喪
ノ
結
果
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
ト
思
フ
夫
故
ニ
一
方
ノ
所
有
者
ガ
附
合
混
和
ヲ
ナ
シ
タ
場
合
ハ
他
ノ
一
方
ノ
所
有
者
ニ
対
シ
テ
特
権
ガ
ア
ル
ト
云
フ
様
ナ
規
定
ヲ
設
ケ
ル
ノ
ハ
煩
ハ
シ
ク
テ
夫
レ
丈
ケ
ノ
効
能
ガ
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
シ
タ
カ
ラ
遂
ニ
此
条
モ
削
ル
コ
ト
ニ
致
シ
マ
シ
タ
」
（
９４
）
富
井
政
章
『
民
法
原
論
第
二
巻
・
物
権
・
上
』（
明
治
三
九
年
・
有
斐
閣
書
房
）
一
四
〇
頁
も
参
照
。
（
９５
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
三
七
頁
。
（
９６
）
こ
れ
が
二
四
八
条
で
あ
る
。
（
９７
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
三
七
頁
。
（
９８
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
三
七
頁
。
（
９９
）
石
田
穣
『
物
権
法
』（
平
成
二
〇
年
・
信
山
社
）
三
五
四
頁
注
二
は
、
富
井
が
、
添
付
は
誰
が
生
じ
さ
せ
た
か
、
そ
の
者
は
善
意
か
否
か
を
重
視
す
る
よ
り
も
、
一
つ
の
物
が
他
の
物
に
附
属
し
て
ほ
と
ん
ど
そ
の
一
部
を
な
す
に
至
っ
た
こ
と
を
主
に
み
る
方
が
よ
い
、
と
考
え
た
（『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
三
七
頁
）
こ
と
を
削
除
の
主
た
る
理
由
と
す
る
。
（
１００
）
富
井
・
前
掲
・
一
四
二
頁
参
照
。
（
１０１
）
こ
の
こ
と
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
瀬
川
信
久
『
不
動
産
附
合
法
の
研
究
』（
昭
和
五
六
年
・
有
斐
閣
）
四
〇
頁
。
（
１０２
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
三
八
頁
。
（
１０３
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
三
八
頁
。
瀬
川
・
前
掲
・
四
〇
頁
は
、
こ
れ
を
「
歴
史
法
派
」
的
な
考
え
を
採
用
し
て
旧
民
法
典
の
煩
雑
さ
を
批
判
し
た
も
の
と
す
る
。
（
１０４
）
そ
の
た
め
、
植
物
に
つ
い
て
は
旧
民
法
典
と
現
行
民
法
典
と
で
扱
い
が
変
わ
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
問
題
は
意
図
的
に
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
瀬
川
・
前
掲
・
四
三
頁
も
不
動
産
の
付
合
に
関
し
て
、
農
作
物
・
樹
木
・
建
物
建
築
な
ど
の
具
体
的
な
物
に
即
し
た
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
法
典
が
紛
争
類
型
・
効
果
に
つ
い
て
十
分
具
体
的
に
規
定
し
な
い
の
は
起
草
者
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。）。
６７
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
（
１０５
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
三
八
頁
。
瀬
川
・
前
掲
・
四
一
頁
は
「
わ
が
国
の
土
地
利
用
権
の
実
情
を
考
え
、
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
意
義
を
充
分
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
創
設
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。」
と
い
う
。
（
１０６
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
三
九
頁
。
（
１０７
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
四
〇
頁
。
（
１０８
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
四
一
頁
。
（
１０９
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
一
頁
。
（
１１０
）
二
四
七
条
の
起
草
過
程
に
つ
い
て
は
、
瀬
川
・
前
掲
・
四
一
頁
も
参
照
。
（
１１１
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
五
頁
。
（
１１２
）
第
一
草
案
八
九
五
条
「

第
八
九
〇
条
な
い
し
第
八
九
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
物
の
所
有
権
が
消
滅
す
る
と
、
そ
れ
に
対
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
他
の
す
べ
て
の
権
利
も
ま
た
消
滅
す
る
。

第
八
九
〇
条
な
い
し
第
八
九
二
条
に
よ
っ
て
物
に
対
す
る
所
有
権
が
他
の
物
の
所
有
者
に
移
転
す
る
と
き
は
、
先
の
物
は
後
の
物
に
存
す
る
他
の
す
べ
て
の
権
利
に
よ
り
把
握
さ
れ
る
。

第
八
九
一
条
・
第
八
九
二
条
に
よ
り
共
有
が
生
じ
た
と
き
は
、
個
々
の
物
の
一
つ
に
こ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
そ
の
他
の
権
利
は
こ
の
物
の
地
位
を
占
め
る
共
有
持
分
に
対
し
存
続
す
る
。」
第
二
草
案
八
六
四
条
「
第
八
六
一
条
な
い
し
第
八
六
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
物
の
所
有
権
が
消
滅
す
る
と
、
そ
の
物
に
対
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
他
の
権
利
も
ま
た
消
滅
す
る
。
負
担
あ
る
物
の
所
有
者
が
共
有
権
を
取
得
す
る
と
、
こ
の
物
の
地
位
を
占
め
る
共
有
持
分
上
に
権
利
は
存
続
す
る
。
負
担
あ
る
物
の
所
有
者
が
単
独
所
有
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
権
利
は
そ
こ
に
加
わ
っ
た
物
の
上
に
も
拡
張
さ
れ
る
。」
（
１１３
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
五
頁
。
（
１１４
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
八
頁
で
富
井
は
、
二
項
は
一
項
の
例
外
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
（
１１５
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
五－
五
六
頁
。
な
お
、
六
二
頁
で
は
、
加
工
に
お
い
て
は
新
た
な
物
は
生
じ
な
い
か
ら
、
加
工
物
上
に
は
旧
来
の
権
利
は
移
転
し
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
説
明
が
足
り
ず
二
四
七
条
一
項
が
必
要
と
な
る
と
い
う
。
（
１１６
）
削
除
提
案
を
出
し
た
磯
部
・
高
木
の
ほ
か
、
土
方
寧
も
全
部
削
除
説
に
賛
成
す
る
（『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
八
頁
）。
土
方
は
全
部
削
除
提
案
が
否
決
さ
れ
た
後
も
一
項
は
規
定
す
る
必
要
が
な
い
と
主
張
し
て
い
る
（『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
徳島大学社会科学研究第２３号
６８（ ）
六
二
頁
）。
（
１１７
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
六
頁
。
（
１１８
）
た
だ
し
、
磯
部
は
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
六
頁
に
お
い
て
、
富
井
の
説
明
を
聞
い
た
結
果
、
二
項
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
で
も
な
い
と
し
て
い
た
。
（
１１９
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
六－
五
七
頁
。
五
八－
五
九
頁
の
磯
部
発
言
も
同
様
。
六
三－
六
四
頁
で
も
磯
部
は
不
動
産
付
合
に
つ
い
て
は
一
項
を
適
用
す
る
の
は
適
切
で
な
い
と
す
る
。
（
１２０
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
七
頁
。
（
１２１
）
質
権
者
自
身
が
質
物
を
占
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
（
１２２
）
富
井
も
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
六
頁
で
は
、
一
項
は
注
意
規
定
で
あ
り
規
定
が
な
く
て
も
同
様
に
解
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
土
方
は
、
起
草
者
と
は
異
な
り
新
た
に
物
が
生
じ
た
場
合
に
は
従
来
の
物
の
所
有
権
が
消
滅
す
る
と
い
う
見
解
は
採
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
従
た
る
物
の
所
有
者
は
法
律
に
よ
っ
て
所
有
権
を
失
う
の
で
あ
る
か
ら
一
項
は
規
定
す
る
ま
で
も
な
い
、
と
述
べ
る
（『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
八
頁
）。
（
１２３
）
土
方
も
こ
の
高
木
の
削
除
提
案
に
賛
成
し
、『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
八
頁
に
お
い
て
建
物
抵
当
権
が
増
築
部
分
に
及
ぶ
場
合
を
例
と
し
て
示
す
。
（
１２４
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
七
頁
。
（
１２５
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
八
頁
。
（
１２６
）
さ
ら
に
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
六
二
頁
の
富
井
発
言
で
は
、
二
四
六
条
に
よ
っ
て
加
工
者
が
所
有
権
を
取
得
す
る
場
合
の
よ
う
に
添
付
に
よ
っ
て
新
た
な
物
が
生
じ
る
と
は
言
え
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
一
項
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
（
１２７
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
九－
六
〇
頁
。
一
項
に
つ
い
て
は
、
付
合
ま
た
は
加
工
が
生
じ
る
と
先
取
特
権
が
消
滅
す
る
こ
と
は
規
定
が
な
く
て
も
疑
い
な
い
と
す
る
。
（
１２８
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
六
〇
頁
。
（
１２９
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
六
〇
頁
。
（
１３０
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
六
一
頁
。
６９
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
（
１３１
）
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
は
盗
品
の
場
合
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
（
二
）
社
会
科
学
研
究
二
二
号
一
二
〇
頁
）。
（
１３２
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
六
六
頁
。
こ
こ
で
富
井
は
不
当
利
得
に
関
す
る
規
定
と
し
て
七
〇
三
条
を
、
不
正
の
損
害
に
関
す
る
規
定
と
し
て
七
〇
四
条
を
想
定
し
て
い
た
。
（
１３３
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
六
八
頁
。
（
１３４
）
衣
斐
成
司
「
不
当
利
得
に
お
け
る
「
因
果
関
係
」」『
民
法
講
座
６
』（
昭
和
六
〇
年
・
有
斐
閣
）
五
五
頁
は
、『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
五
』（
昭
和
五
九
年
・
商
事
法
務
研
究
会
）
一
六
六
頁
以
下
の
土
方
の
質
問
に
端
を
発
す
る
議
論
に
基
づ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
法
典
調
査
会
の
議
論
の
な
か
で
、
旧
民
法
典
に
お
け
る
不
当
利
得
が
物
上
訴
権
、
物
権
回
復
の
訴
と
把
握
さ
れ
て
い
た
が
、
七
〇
三
条
は
、
物
の
回
復
お
よ
び
原
状
回
復
不
能
の
場
合
に
は
、
そ
の
依
っ
て
得
た
利
益
を
回
復
さ
せ
る
べ
く
、
債
権
と
規
定
さ
れ
た
。」
（
１３５
）
現
行
民
法
典
の
不
当
利
得
規
定
と
旧
民
法
典
の
そ
れ
と
の
内
容
的
連
関
が
比
較
的
希
薄
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
加
藤
雅
信
『
事
務
管
理
不
当
利
得
』（
平
成
一
一
年
・
三
省
堂
）
五
一
頁
も
参
照
。
（
１３６
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
六
八
頁
。
（
１３７
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
六
八
頁
。
な
お
、
瀬
川
・
前
掲
・
四
二
頁
は
「
本
条
が
、
求
償
の
目
的
物
を
「
金
銭
」
に
限
っ
て
い
る
」
と
す
る
が
、
少
な
く
と
も
起
草
者
の
意
図
と
し
て
そ
こ
ま
で
断
定
で
き
る
の
か
に
は
疑
問
も
あ
る
。
（
１３８
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
六
八
頁
。
（
１３９
）
フ
ラ
ン
ス
所
有
権
留
保
に
お
け
る
代
替
物
取
戻
の
議
論
と
も
つ
な
が
り
得
る
問
題
で
あ
る
（
本
稿
（
一
）
・
社
会
科
学
研
究
二
一
号
四
七
頁
以
下
参
照
）。
（
１４０
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
四
一
頁
。
（
１４１
）
も
っ
と
も
法
典
調
査
会
に
お
い
て
は
、
富
井
が
十
分
に
答
え
ら
れ
な
い
点
に
つ
い
て
梅
が
補
足
を
行
っ
て
い
る
個
所
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
は
、
不
当
利
得
規
定
の
第
九
議
会
衆
議
院
民
法
中
修
正
委
員
会
に
お
け
る
説
明
担
当
者
は
梅
で
あ
り
、
法
典
調
査
会
に
お
け
る
冒
頭
説
明
者
は
穂
積
で
あ
っ
て
（
福
島
編
・
前
掲
・
五
五
頁
）
不
当
利
得
規
定
に
関
す
る
富
井
の
関
与
の
程
度
は
相
対
的
に
低
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
よ
う
。
（
１４２
）
富
井
・
前
掲
・
一
四
一
頁
。
（
１４３
）
富
井
・
前
掲
・
一
三
八
頁
。
不
動
産
の
付
合
に
関
す
る
同
書
・
一
四
二
頁
も
参
照
。
徳島大学社会科学研究第２３号
７０（ ）
（
１４４
）
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
二
・
物
権
編
』（
明
治
四
四
年
三
一
版
・
私
立
法
政
大
学＝
中
外
出
版
社＝
有
斐
閣
書
房
）
一
七
二
頁
。
な
お
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
に
付
合
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
同
書
一
七
八
頁
参
照
。
（
１４５
）
梅
・
前
掲
・
一
七
二
頁
。
（
１４６
）
梅
・
前
掲
・
一
七
二－
一
七
三
頁
。
民
法
典
起
草
者
と
の
関
連
の
強
い
、
松
波
仁
一
郎＝
仁
保
亀
松＝
仁
井
田
益
太
郎
『
帝
国
民
法
正
解
』
第
四
巻
（
明
治
二
九
年
・
有
斐
閣
書
房
）
六
一
四
頁
に
も
全
く
同
様
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。
（
１４７
）
梅
・
前
掲
・
一
七
三－
一
七
四
頁
。
（
１４８
）
梅
・
前
掲
・
一
七
五－
一
七
六
頁
。
（
１４９
）
梅
・
前
掲
・
一
七
六
頁
。
（
１５０
）
富
井
・
前
掲
・
一
四
六
頁
。
こ
の
背
景
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
が
共
有
を
嫌
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
が
極
め
て
強
か
っ
た
旧
民
法
典
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
（
１５１
）
共
有
割
合
は
付
合
時
の
価
格
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
（
富
井
・
前
掲
・
一
四
六
頁
、
梅
・
前
掲
・
一
八
〇
頁
。）。
（
１５２
）
富
井
・
前
掲
・
一
四
六
頁
。
（
１５３
）
富
井
・
前
掲
・
一
五
〇
頁
。
次
々
注
も
参
照
。
（
１５４
）
梅
・
前
掲
・
一
八
六－
一
八
七
頁
。
（
１５５
）
梅
・
前
掲
・
一
八
六
頁
に
よ
れ
ば
、
不
動
産
付
合
に
お
い
て
は
従
前
の
物
は
必
ず
滅
失
し
、
動
産
の
付
合
・
混
和
に
お
い
て
は
従
前
の
物
は
す
べ
て
滅
失
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
加
工
に
つ
い
て
は
加
工
に
よ
っ
て
新
種
の
物
が
生
じ
た
場
合
に
は
従
前
の
物
が
滅
失
す
る
の
に
対
し
て
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
滅
失
し
な
い
も
の
と
さ
れ
る
（
富
井
・
前
掲
・
一
四
〇
頁
も
同
様
。）。
（
１５６
）
松
波＝
仁
保＝
仁
井
田
・
前
掲
・
六
三
四
頁
も
、「
物
権
ハ
物
ノ
上
ニ
存
シ
物
ノ
消
滅
ニ
伴
フ
テ
消
滅
ス
ヘ
キ
権
利
ナ
リ
」
と
す
る
。
（
１５７
）
梅
・
前
掲
・
一
八
八
頁
。
（
１５８
）
同
様
の
説
明
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
（
本
稿
（
二
）
・
社
会
科
学
研
究
二
二
号
一
一
九
頁
）。
（
１５９
）
富
井
・
前
掲
・
一
五
四
頁
。
不
動
産
付
合
に
関
す
る
説
明
に
お
い
て
も
富
井
は
、
不
動
産
所
有
者
が
他
人
物
を
故
意
に
付
合
さ
せ
た
と
き
は
そ
の
責
任
は
不
法
行
為
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
し
て
二
四
八
条
を
参
照
さ
せ
て
い
る
（
富
井
・
前
掲
・
一
四
二－
一
四
三
頁
）。
富
井
が
二
四
八
条
に
不
法
行
為
規
定
と
し
て
の
側
面
も
読
み
込
ん
で
い
た
こ
と
は
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
（
１６０
）
富
井
・
前
掲
・
一
四
二－
一
四
三
頁
も
同
様
に
し
て
、
不
動
産
所
有
者
が
他
人
の
物
を
故
意
で
付
合
さ
せ
た
と
き
は
そ
の
責
任
は
不
法
７１
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
行
為
規
定
を
適
用
す
れ
ば
足
り
る
と
し
つ
つ
二
四
八
条
を
参
照
条
文
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
（
１６１
）
梅
・
前
掲
・
一
八
八－
一
八
九
頁
。
（
１６２
）
松
波＝
仁
保＝
仁
井
田
・
前
掲
・
六
三
六
頁
も
同
様
。
（
１６３
）
梅
・
前
掲
・
一
八
九
頁
。
（
１６４
）
梅
・
前
掲
・
一
八
九－
一
九
〇
頁
。
（
１６５
）
瀬
川
・
前
掲
・
七
頁
以
下
で
は
不
動
産
の
付
合
に
関
す
る
学
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
償
金
請
求
権
に
関
す
る
議
論
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
見
ら
れ
な
い
。
（
１６６
）
「
民
法
制
定
後
、
本
条
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。」（『
注
釈
民
法

』（
昭
和
四
三
年
・
有
斐
閣
）〔
五
十
嵐
清
執
筆
〕
二
九
八
頁
）
こ
と
も
学
説
の
議
論
が
低
調
で
あ
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
（
１６７
）
付
合
制
度
論
を
め
ぐ
る
学
説
の
争
い
の
主
た
る
部
分
を
占
め
る
不
動
産
付
合
論
に
つ
い
て
は
、
瀬
川
・
前
掲
・
七
頁
以
下
に
的
確
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
１６８
）
た
と
え
ば
、
我
妻
栄
（
有
泉
亨
補
訂
）『
新
訂
物
権
法
』（
昭
和
五
八
年
・
岩
波
書
店
）
三
〇
四
頁
・
三
〇
七
頁
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
見
解
に
対
し
て
は
、
所
有
者
が
所
有
物
を
破
棄
す
る
の
は
社
会
経
済
上
不
利
益
で
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
の
批
判
が
存
す
る
（
石
田
穣
・
前
掲
・
三
四
五
頁
）。
こ
う
し
た
通
説
と
な
ら
ん
で
、
物
が
取
引
観
念
上
有
す
る
独
立
性
を
問
題
と
す
る
取
引
観
念
説
、
近
代
的
所
有
権
論
と
結
び
つ
い
た
取
引
安
全
説
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
（
瀬
川
・
前
掲
・
七
頁
以
下
）。
（
１６９
）
藤
原
正
則
『
不
当
利
得
法
』（
平
成
一
四
年
・
信
山
社
）
一
二
九
頁
・
二
五
六
頁
で
は
、
給
付
利
得
・
侵
害
利
得
に
つ
い
て
原
物
返
還
を
肯
定
す
る
の
が
不
当
利
得
学
説
の
通
説
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
１７０
）
岡
松
参
太
郎
『
註
釈
民
法
理
由
』
中
巻
（
明
治
三
二
年
八
版
・
有
斐
閣
書
房
）（
初
版
は
明
治
三
〇
年
で
あ
る
。）
二
一
五
頁
、
末
弘
厳
太
郎
『
物
権
法
・
上
巻
』（
大
正
一
二
年
六
版
・
有
斐
閣
）
三
九
五
頁
、
三
潴
信
三
『
全
訂
物
権
法
提
要
・
上
巻
』（
昭
和
二
年
・
有
斐
閣
）
一
〇
八
頁
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
法
典
調
査
会
に
お
い
て
も
起
草
者
の
見
解
と
し
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
二
』
五
五
頁
〔
富
井
〕
・
五
六
頁
〔
富
井
〕
・
六
〇
頁
〔
梅
〕
・
六
三
頁
〔
梅
〕。
な
お
、
五
八
頁
の
土
方
発
言
も
参
照
。）。
（
１７１
）
川
名
兼
四
郎
『
物
権
法
要
論
』（
大
正
四
年
・
金
刺
芳
流
堂
）
一
〇
六
頁
、
末
川
博
『
物
権
法
』（
昭
和
三
一
年
・
日
本
評
論
新
社
）
三
徳島大学社会科学研究第２３号
７２（ ）
〇
五
頁
。
川
名
・
前
掲
・
一
〇
六
頁
は
、
所
有
権
が
消
滅
す
る
の
は
、「
其
物
体
カ
法
律
上
ノ
存
在
ヲ
失
フ
カ
又
ハ
所
有
物
取
戻
ノ
請
求
ヲ
許
シ
之
ヲ
分
離
セ
シ
ム
ル
コ
ト
カ
不
経
済
ニ
シ
テ
公
益
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
故
ナ
リ
」と
論
じ
、
中
島
玉
吉『
民
法
釈
義
・
巻
之
二
上
・
物
権
篇
上
』
（
大
正
一
〇
年
訂
正
一
〇
版
・
金
刺
芳
流
堂
）
四
二
六－
四
二
七
頁
は
、「
従
タ
ル
物
ハ
独
立
性
ヲ
失
ヒ
主
タ
ル
物
ニ
併
合
セ
ラ
レ
、
そ
の
存
在
ヲ
失
フ
」
と
の
理
由
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
も
社
会
経
済
上
の
理
由
と
「
従
は
主
に
従
う
」
の
原
則
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
末
弘
厳
太
郎
「
不
動
産
の
附
合
に
つ
い
て
」
法
協
五
〇
巻
一
一
号
（
昭
和
七
年
）
二
〇
四
三
頁
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
尚
か
く
の
如
く
に
し
て
認
め
ら
る
べ
き
原
所
有
者
の
復
旧
権
は
特
別
の
規
定
が
な
い
以
上
単
な
る
債
権
的
の
も
の
と
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
附
合
物
の
所
有
権
は
附
合
と
同
時
に
一
旦
消
滅
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
特
別
の
規
定
が
な
い
限
り
法
律
上
当
然
に
は
復
活
す
べ
き
で
は
な
い
。
原
所
有
者
に
与
へ
ら
る
べ
き
復
旧
権
は
性
質
上
第
二
百
四
十
八
条
に
よ
る
求
償
権
に
代
は
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
債
権
的
請
求
権
な
り
と
解
す
る
を
正
当
と
す
る
。」
こ
の
よ
う
に
、
効
力
は
債
権
的
な
も
の
に
止
ま
る
と
し
つ
つ
も
末
弘
は
付
合
に
よ
っ
て
一
旦
消
滅
し
た
物
の
元
の
所
有
者
に
よ
る
返
還
請
求
権
を
認
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
返
還
請
求
権
が
債
権
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
理
由
が
付
合
し
た
物
の
所
有
権
が
消
滅
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
川
名
・
中
島
ら
の
見
解
と
大
差
は
な
い
。
本
稿
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、
二
四
八
条
の
求
償
権
が
債
権
的
請
求
権
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
原
状
回
復
請
求
権
も
ま
た
債
権
的
請
求
権
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
復
旧
権
が
求
償
権
に
代
わ
る
も
の
ゆ
え
債
権
的
請
求
権
に
す
ぎ
な
い
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
求
償
権
が
付
合
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
物
の
所
有
権
に
代
わ
る
も
の
ゆ
え
物
権
的
請
求
権
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
（
１７２
）
石
田
喜
久
夫
『
口
述
物
権
法
』（
昭
和
五
七
年
・
成
文
堂
）
二
〇
五
頁
。
（
１７３
）
横
田
秀
雄
『
改
訂
増
補
物
権
法
』（
明
治
四
二
年
・
清
水
書
店
）
三
七
二
頁
。「
此
結
果
ニ
因
リ
第
三
者
ノ
権
利
ヲ
害
セ
ン
コ
ト
ハ
可
及
的
ニ
之
ヲ
避
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
す
る
岡
松
・
前
掲
・
二
一
五
頁
も
同
旨
だ
ろ
う
。
（
１７４
）
横
田
・
前
掲
・
三
七
二
頁
。
我
妻
・
前
掲
・
三
〇
六
頁
は
、
物
上
代
位
と
理
論
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
（
１７５
）
な
お
、
岡
松
・
前
掲
・
二
一
六
頁
は
「
添
附
ノ
結
果
其
目
的
者
カ
変
シ
テ
他
ノ
物
ト
為
リ
シ
ヲ
以
テ
権
利
ヲ
消
滅
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
同
一
債
権
者
カ
其
新
生
物
ニ
付
テ
所
有
権
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
新
生
物
ハ
先
ニ
所
有
シ
タ
リ
シ
モ
ノ
ヽ
拡
張
ト
見
做
ス
コ
ト
ヲ
得
レ
ハ
ナ
リ
」
と
し
て
、「
拡
張
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
お
り
、
権
利
目
的
物
が
増
え
た
か
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
「
其
組
成
物
ノ
上
ニ
７３
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
成
立
セ
シ
権
利
ハ
再
ヒ
其
所
有
権
又
ハ
其
持
分
ノ
上
ニ
成
立
存
続
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
為
ス
ヲ
以
テ
至
当
ト
ス
」（
二
一
五－
二
一
六
頁
）
と
も
述
べ
て
お
り
、
権
利
が
「
再
ヒ
」「
存
続
」
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
付
合
し
た
物
が
一
旦
は
消
滅
し
た
上
で
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
が
付
合
し
た
物
に
代
わ
っ
て
生
じ
た
こ
と
を
否
定
す
る
趣
旨
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
１７６
）
川
名
・
前
掲
・
一
〇
六
頁
、
中
島
・
前
掲
・
四
二
九
頁
、
我
妻
・
前
掲
・
一
七
五
頁
、
末
弘
・
前
掲
・
三
九
六
頁
、
石
田
文
次
郎
『
全
訂
改
版
物
権
法
論
』（
昭
和
二
〇
年
・
有
斐
閣
）
三
八
七
頁
、
末
川
・
前
掲
・
三
〇
六
頁
、
前
掲
注
釈
民
法

・
二
九
九
頁
〔
五
十
嵐
〕、
林
良
平
編
『
物
権
法
』（
昭
和
六
一
年
・
青
林
書
院
）
一
一
一
頁
〔
月
岡
利
男
執
筆
〕。
こ
れ
が
通
説
で
あ
る
が
、
引
用
す
る
条
文
に
は
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
川
名
は
質
権
者
の
例
を
挙
げ
て
三
五
〇
条
と
三
〇
四
条
に
の
み
言
及
す
る
。
中
島
は
梅
を
引
用
し
て
三
〇
四
条
・
三
五
〇
条
の
み
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
川
名
・
中
島
は
梅
と
同
様
に
三
〇
四
条
・
三
五
〇
条
の
み
に
言
及
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
と
同
じ
担
保
物
権
の
物
上
代
位
規
定
で
あ
り
な
が
ら
三
七
二
条
に
は
言
及
し
な
い
。
川
名
の
場
合
は
質
権
を
例
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
三
七
二
条
に
言
及
し
な
い
の
も
不
自
然
で
は
な
い
が
、
中
島
の
場
合
は
不
可
解
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
末
弘
・
石
田
・
末
川
・
五
十
嵐
・
月
岡
は
三
〇
四
条
・
三
五
〇
条
・
三
七
二
条
の
い
ず
れ
を
も
挙
げ
て
い
る
。
三
潴
信
三
『
全
訂
物
権
法
提
要
上
巻
』（
昭
和
二
年
・
有
斐
閣
）
一
一
〇
頁
も
「
第
三
百
四
条
ノ
規
定
亦
ハ
之
ヲ
準
用
セ
ル
規
定
」
と
い
う
表
現
に
よ
り
な
が
ら
、
三
〇
四
条
・
三
五
〇
条
・
三
七
二
条
の
す
べ
て
に
言
及
す
る
。
こ
う
し
た
引
用
条
文
の
差
異
の
裏
に
は
、
抵
当
権
者
の
有
す
る
権
利
に
つ
い
て
の
理
解
の
相
違
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
梅
・
川
名
・
中
島
の
よ
う
に
三
七
二
条
を
挙
げ
な
い
見
解
の
論
者
は
、
抵
当
権
は
添
付
が
発
生
し
た
に
も
拘
ら
ず
存
続
す
る
か
ら
二
四
八
条
に
よ
る
ま
で
も
な
い
も
の
と
考
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
最
判
平
成
六
年
一
月
二
五
日
民
集
四
八
巻
一
号
一
八
頁
と
の
関
係
で
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
１７７
）
ほ
ぼ
同
旨
で
あ
る
が
、
舟
橋
諄
一
『
物
権
法
』（
昭
和
三
五
年
・
有
斐
閣
）
三
六
五
頁
は
以
下
の
よ
う
に
、
厳
密
な
記
述
を
行
っ
て
い
る
。「
旧
物
所
有
者
が
新
物
の
所
有
権
（
単
独
所
有
権
ま
た
は
共
有
持
分
）
を
取
得
し
な
か
っ
た
と
き
は
、

右
の
権
利
の
う
ち
担
保
物
権
は
、物
上
代
位
の
規
定
（
三
〇
四
条
・
三
五
〇
条
・
三
七
二
条
）
に
よ
っ
て
旧
物
所
有
者
の
受
け
る
償
金（
二
四
八
条
）の
上
に
、
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

右
の
う
ち
の
用
益
物
権
（
物
権
化
さ
れ
た
賃
借
権
も
含
む
）
は
消
滅
す
る
け
れ
ど
も
、
旧
物
上
の
用
益
物
権
者
は
、
新
物
所
有
者
に
対
し
、
不
当
利
得
の
規
定（
七
〇
三
条
以
下
）に
従
い
、償
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き（
二
四
八
条
）、も
し
旧
物
所
有
者
が
、
用
益
物
権
の
負
担
が
な
い
も
の
と
し
て
新
物
所
有
者
か
ら
償
金
の
支
払
を
受
け
て
い
た
と
き
は
、
旧
物
所
有
者
に
対
し
、
不
当
利
得
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
者
が
用
益
物
権
を
負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
償
金
を
減
額
す
る
こ
と
も
認
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れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
付
合
し
た
物
は
そ
の
存
在
を
失
う
か
ら
付
合
し
た
物
の
上
に
存
し
て
い
た
権
利
は
絶
対
的
に
消
滅
す
る
と
の
説
明
に
異
論
を
さ
し
は
さ
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
者
に
よ
る
用
益
物
権
の
負
担
を
一
方
的
債
務
引
受
行
為
で
あ
る
と
見
る
、
あ
る
い
は
、
用
益
権
者
と
の
間
に
黙
示
の
契
約
が
締
結
さ
れ
た
も
の
と
見
る
な
ら
ば
、
付
合
し
た
物
の
上
に
存
し
て
い
た
が
一
旦
は
消
滅
し
た
権
利
が
添
付
に
よ
っ
て
新
た
に
生
じ
た
物
の
所
有
者
に
よ
っ
て
一
方
的
に
設
定
さ
れ
た
と
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
（
１７８
）
岡
松
・
前
掲
・
二
一
六
頁
、
末
弘
・
前
掲
・
三
九
七
頁
、
石
田
・
前
掲
・
二
〇
五
頁
。
（
１７９
）
「
此
損
得
ハ
之
ヲ
平
均
セ
シ
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」と
す
る
川
名
・
前
掲
・
一
〇
七
頁
も
、
衡
平
を
理
由
と
す
る
も
の
と
言
え
る
。
三
潴
・
前
掲
・
一
一
〇
頁
も
同
様
。「
利
害
の
均
衡
」
を
言
う
末
川
・
前
掲
・
三
〇
五
頁
、「
不
均
衡
の
清
算
」
を
言
う
林
編
・
前
掲
・
一
一
〇
頁
〔
月
岡
執
筆
〕
も
同
旨
。
松
坂
佐
一
『
民
法
提
要
物
権
法
』（
昭
和
五
五
年
第
四
版
・
有
斐
閣
）
一
六
三
頁
は
「
添
附
に
よ
る
所
有
権
の
取
得
は
、
社
会
経
済
上
の
利
益
の
た
め
で
あ
っ
て
、
当
事
者
間
に
お
け
る
財
産
的
価
値
の
移
動
を
実
質
的
に
理
由
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
」
か
ら
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
松
坂
佐
一
『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
〔
新
版
〕』（
昭
和
四
八
年
・
有
斐
閣
）
一
六
七
頁
も
同
様
。）。
（
１８０
）
川
名
・
前
掲
・
一
〇
七
頁
、
我
妻
・
前
掲
・
一
七
四
頁
、
柚
木
馨
『
判
例
物
権
法
総
論
』（
昭
和
九
年
・
巌
松
堂
書
店
）
二
六
一
頁
、
我
妻
栄
『
民
法
大
意
・
上
』（
昭
和
一
九
年
・
岩
波
書
店
）
七
四
頁
、
勝
本
正
晃
『
物
権
法
』（
昭
和
二
七
年
訂
正
版
・
創
文
社
）
一
三
四
・
一
三
六
頁
、
稲
本
洋
之
助
『
民
法

（
物
権
）』（
昭
和
五
八
年
・
青
林
書
院
新
社
）
二
八
八
頁
。「
添
附
は
、
一
方
に
お
い
て
新
物
所
有
権
の
取
得
に
よ
る
利
得
を
生
じ
さ
せ
る
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
旧
物
所
有
権
の
消
滅
に
よ
る
損
失
を
生
じ
さ
せ
る
」
と
す
る
舟
橋
・
前
掲
・
三
六
四－
三
六
五
頁
も
同
様
。
二
四
八
条
に
は
侵
害
利
得
と
費
用
利
得
の
双
方
の
ケ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
お
り
、
償
金
請
求
の
内
容
が
両
者
で
全
く
異
な
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
す
る
藤
原
・
前
掲
・
二
六
六
頁
に
お
い
て
も
、
償
金
請
求
権
そ
の
も
の
の
性
質
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
（
１８１
）
た
だ
し
、「
本
条
ノ
規
定
ニ
ヨ
ル
請
求
権
ハ
厳
格
ニ
論
ス
レ
ハ
不
当
利
得
ノ
返
還
請
求
権
ニ
非
ス
、
蓋
シ
不
当
利
得
ト
ハ
法
律
上
ノ
原
因
ナ
ク
シ
テ
利
益
ヲ
受
ク
ル
事
実
ヲ
云
フ
（
七
〇
三
）、
然
ル
ニ
前
六
条
ノ
適
用
ニ
ヨ
リ
利
益
ヲ
得
ル
ハ
之
レ
契
約
不
法
行
為
等
ト
相
比
ス
可
キ
法
律
ノ
直
接
規
定
ニ
ヨ
リ
利
益
ヲ
得
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
完
全
ナ
ル
法
律
上
ノ
取
得
原
因
存
在
ス
ル
ナ
リ
、
故
ニ
之
ヲ
不
当
利
得
ト
云
フ
可
ラ
ス
、
故
ニ
本
条
ノ
請
求
権
ハ
法
律
カ
特
別
ニ
与
ヘ
タ
ル
請
求
権
ト
見
ル
ヲ
可
ト
ス
」
と
い
う
中
島
・
前
掲
・
四
三
〇－
四
三
一
頁
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
（
原
島
重
義
ほ
か
『
民
法
講
義
２
物
権
』（
昭
和
五
二
年
・
有
斐
閣
）
二
五
〇
頁
〔
新
７５
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
田
敏
執
筆
〕
も
同
様
。）。
ま
た
、
前
掲
注
釈
民
法

・
二
九
九－
三
〇
〇
頁
〔
五
十
嵐
〕
も
、
添
付
に
よ
る
利
得
は
法
律
上
の
原
因
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
は
生
じ
得
る
が
、「
添
附
の
制
度
は
物
権
法
的
要
請
よ
り
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
間
の
実
質
的
な
不
公
平
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
条
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
意
味
を
も
つ
。」
と
の
説
明
に
よ
り
不
当
利
得
規
定
に
依
拠
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
。
（
１８２
）
三
潴
・
前
掲
・
一
一
一
頁
、
前
掲
注
釈
民
法

・
三
〇
〇
頁
〔
五
十
嵐
〕。
た
だ
し
三
潴
は
、
い
か
な
る
要
件
の
も
と
で
留
置
権
が
行
使
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
し
な
い
。
鈴
木
禄
弥
『
物
権
法
講
義
四
訂
版
』（
平
成
六
年
・
創
文
社
）
二
七
頁
は
、
無
権
原
の
植
栽
者
は
償
金
請
求
権
に
基
づ
く
留
置
権
を
第
三
者
に
対
抗
し
う
る
か
ら
償
金
の
支
払
は
保
障
さ
れ
て
お
り
、
留
置
中
に
収
穫
期
が
来
た
場
合
に
は
二
九
七
条
に
基
づ
い
て
刈
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
広
中
俊
雄
『
物
権
法
〔
第
二
版
増
補
〕』（
昭
和
六
二
年
・
青
林
書
院
）
四
一
〇
頁
も
同
様
。）
か
ら
、
無
権
原
者
が
植
栽
し
た
場
合
に
は
稲
毛
等
に
つ
い
て
付
合
が
生
じ
る
と
し
て
も
必
ず
し
も
植
栽
者
に
不
利
で
は
な
い
と
す
る
。
（
１８３
）
類
型
論
に
お
い
て
も
、
い
か
な
る
範
囲
で
原
物
返
還
が
認
め
ら
れ
る
の
か
は
非
常
に
重
要
な
問
題
と
な
る
。
侵
害
利
得
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
好
美
清
光
「
不
当
利
得
法
の
新
し
い
動
向
に
つ
い
て
（
下
）」
判
タ
三
八
七
号
（
昭
和
五
四
年
）
二
二
頁
は
、
侵
害
利
得
返
還
請
求
権
は
原
物
返
還
請
求
の
た
め
の
物
権
的
返
還
請
求
権
を
補
充
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
（
川
村
泰
啓
「
返
還
さ
る
べ
き
利
得
の
範
囲
（
四
）」
判
例
評
論
六
五
号
（
昭
和
三
九
年
）
三
頁
も
参
照
）。
（
１８４
）
鈴
木
・
前
掲
講
義
・
二
三
頁
。
（
１８５
）
鈴
木
・
前
掲
講
義
・
二
三
頁
。
（
１８６
）
鈴
木
・
前
掲
講
義
・
二
三
頁
。
（
１８７
）
動
産
の
付
合
に
つ
い
て
も
本
文
で
紹
介
し
た
不
動
産
付
合
の
場
合
と
同
様
に
、
善
意
の
無
権
原
者
に
よ
っ
て
動
産
に
つ
い
て
付
属
さ
せ
ら
れ
た
物
が
独
立
性
を
失
わ
な
い
弱
い
付
合
を
生
じ
た
と
き
は
、無
権
原
者
は
求
償
か
収
去
か
の
選
択
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る（
鈴
木
・
前
掲
講
義
・
二
七
頁
。）。
（
１８８
）
鈴
木
・
前
掲
講
義
・
二
三
頁
。
（
１８９
）
鈴
木
・
前
掲
講
義
・
二
五
頁
。
（
１９０
）
広
中
俊
雄
『
債
権
各
論
講
義
第
六
版
』（
平
成
六
年
・
有
斐
閣
）
四
〇
八
頁
・
四
一
〇
頁
で
は
、
給
付
利
得
に
お
い
て
は
原
物
の
返
還
が
、
そ
し
て
そ
れ
が
不
能
な
場
合
に
は
そ
の
価
値
の
返
還
が
、
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
に
お
い
て
は
取
得
さ
れ
た
物
の
価
値
が
不
当
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利
得
返
還
請
求
権
の
対
象
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
１９１
）
広
中
・
前
掲
物
権
法
・
四
〇
四
頁
。
な
お
、
不
動
産
に
つ
い
て
は
二
四
六
条
を
類
推
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
根
拠
と
し
て
、
償
金
請
求
権
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
効
果
が
重
大
す
ぎ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
広
中
・
前
掲
物
権
法
・
四
一
六
頁
）。
（
１９２
）
広
中
・
前
掲
物
権
法
・
四
〇
五
頁
。
（
１９３
）
広
中
・
前
掲
物
権
法
・
四
〇
五－
四
〇
六
頁
。
動
産
の
付
合
に
つ
い
て
、
同
書
・
四
一
二
頁
も
同
様
。
さ
ら
に
、
悪
意
の
加
工
者
が
加
工
物
所
有
権
を
取
得
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
材
料
所
有
者
は
償
金
請
求
権
と
加
工
物
所
有
権
移
転
請
求
権
と
を
選
択
的
に
有
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
七
〇
一
条
の
準
用
に
よ
り
根
拠
づ
け
る
。
な
お
、
加
工
物
所
有
権
移
転
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
悪
意
の
加
工
者
か
ら
の
悪
意
の
特
定
承
継
人
に
対
抗
で
き
る
と
い
う
（
広
中
・
前
掲
物
権
法
・
四
一
五
頁
）。
（
１９４
）
平
野
裕
之
『
物
権
法
﹇
第
二
版
﹈』（
平
成
一
三
年
・
弘
文
堂
）
二
六
一
頁
注
６
、
石
田
穣
・
前
掲
・
三
五
四－
三
五
五
頁
が
支
持
す
る
。
早
い
と
こ
ろ
で
は
稲
本
・
前
掲
・
二
八
七
頁
が
広
中
の
見
解
に
触
れ
て
い
た
が
、
稲
本
が
こ
の
見
解
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
（
１９５
）
広
中
・
前
掲
物
権
法
・
四
一
〇
頁
。
（
１９６
）
こ
の
ほ
か
動
産
の
付
合
に
つ
い
て
、
加
藤
雅
信
『
物
権
法
第
二
版
』（
平
成
一
七
年
・
有
斐
閣
）
二
八
一－
二
八
二
頁
が
、
添
付
が
意
図
的
（
単
な
る
故
意
・
過
失
で
は
足
り
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
）
に
な
さ
れ
た
と
き
は
、
添
付
に
よ
っ
て
動
産
所
有
権
は
消
滅
し
た
と
の
抗
弁
の
主
張
は
権
利
濫
用
と
さ
れ
う
る
と
論
じ
て
い
る
こ
と
も
、
鈴
木
・
広
中
と
同
一
の
方
向
を
目
指
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
（
１９７
）
川
村
泰
啓
「「
所
有
」
関
係
の
場
で
機
能
す
る
不
当
利
得
制
度
（
一
）」
判
例
評
論
一
一
七
号
（
昭
和
四
三
年
）
二
頁
。
同
・
六
頁
も
参
照
。
（
１９８
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
一
）・
四
頁
、
川
村
・
前
掲
制
度
（
三
）・
判
例
時
報
一
二
三
号
（
昭
和
四
四
年
）
二
頁
、
川
村
・
前
掲
制
度
（
四
）・
判
例
時
報
一
二
四
号
（
昭
和
四
四
年
）
一
〇
一
頁
。
（
１９９
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
一
）・
五
頁
。
（
２００
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
四
）・
一
〇
二
頁
。
（
２０１
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
一
）・
七
頁
。
同
・
八
頁
な
ら
び
に
、
川
村
・
前
掲
制
度
（
四
）・
一
〇
〇
頁
で
も
、
債
権
と
い
う
姿
態
を
と
っ
た
私
的
所
有
と
し
て
の
「
他
人
の
財
貨
か
ら
の
利
得
」
債
権
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
２０２
）
有
償
・
双
務
契
約
の
無
効
・
取
消
に
お
い
て
、「
契
約
の
相
手
方
に
よ
る
転
売
・
加
工
・
消
費
等
に
よ
り
、「
所
有
権
」
に
基
づ
く
返
還
７７
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
請
求
権
に
代
わ
っ
て
「
不
当
利
得
返
還
請
求
権
」
が
登
場
す
る
」、
あ
る
い
は
、「「
所
有
権
」
のall
or
nothing
（
排
他
性
）
の
論
理
は
、
原
物
に
よ
る
返
還
請
求
不
能
の
場
合
に
も
、
な
お
価
値
的
に
貫
徹
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。」
と
す
る
川
村
泰
啓
「
契
約
の
無
効
・
取
消
と
不
当
利
得
」『
契
約
法
大
系

』（
昭
和
四
〇
年
・
有
斐
閣
）
五
九
頁
も
同
様
。
な
お
、
添
付
が
生
じ
る
事
例
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
な
い
が
、
鈴
木
禄
弥
「
法
律
行
為
の
無
効
・
取
消
・
解
除
の
場
合
の
給
付
物
返
還
請
求
権
は
、
ど
ん
な
性
質
を
も
つ
か
」『
物
権
法
の
研
究
』（
昭
和
五
一
年
・
創
文
社
）
二
二
九
頁
（
初
出
・
昭
和
三
九
年
）、
同
「
法
律
行
為
の
無
効
と
給
付
物
の
取
り
戻
し
」
前
掲
研
究
・
二
一
七
頁
（
初
出
・
昭
和
四
二
年
）
で
は
、
無
効
な
売
買
に
基
づ
い
て
引
き
渡
さ
れ
た
目
的
物
に
つ
い
て
の
売
主
の
返
還
請
求
権
を
、
物
権
的
請
求
権
と
債
権
的
請
求
権
の
中
間
的
な
請
求
権
と
し
て
認
め
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
・
前
掲
研
究
・
二
二
七
頁
・
二
三
四
頁
）。
こ
う
し
た
鈴
木
の
見
解
に
影
響
を
与
え
た
の
が
新
訴
訟
物
理
論
、
と
り
わ
け
三
ケ
月
の
見
解
（
三
ケ
月
章
「
特
定
物
引
渡
訴
訟
に
お
け
る
占
有
承
継
人
の
地
位
」『
民
事
訴
訟
法
研
究
第
一
巻
』（
昭
和
三
七
年
・
有
斐
閣
）
三
〇
〇－
三
〇
一
頁
（
初
出
・
昭
和
三
六
年
）。））
で
あ
る
。
三
ケ
月
は
、
特
定
物
引
渡
訴
訟
に
お
け
る
執
行
力
の
拡
張
の
範
囲
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
判
例
を
参
照
し
つ
つ
引
渡
請
求
権
の
中
に
物
権
的
請
求
権
と
債
権
的
請
求
権
と
い
う
区
別
と
は
異
な
る
区
別
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。債
権
的
請
求
権
の
中
に「
物
権
を
背
後
に
控
え
た「
取
戻
」」
で
あ
るH
erausgabeanspruch
と
「
相
手
方
の
背
後
に
物
権
が
控
え
て
い
る
物
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
つ
つ
、
そ
の
「
交
付
」
を
求
め
る
も
の
」
と
し
て
のV
erschaffungsanspruch
と
が
含
ま
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
物
権
的
請
求
権
は
つ
ね
にH
erausga-
beanspruch
で
あ
る
と
い
う
。
（
２０３
）
同
様
の
認
識
は
広
中
に
も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
２０４
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
一
三
）・
判
例
評
論
一
四
四
号
（
昭
和
四
六
年
）
四
頁
。
（
２０５
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
一
）・
八
頁
注

。
（
２０６
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
一
三
）・
四
頁
。
（
２０７
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
一
三
）・
九
頁
。
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
の
「
物
権
的
返
還
請
求
権
の
債
務
法
的
姿
態
転
換
論
」
に
言
及
す
る
川
角
由
和
『
不
当
利
得
と
は
な
に
か
』（
平
成
一
六
年
・
日
本
評
論
社
）
一
〇
八
頁
も
参
照
。
（
２０８
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
八
）・
判
例
評
論
一
二
九
号
（
昭
和
四
四
年
）
一
〇
五
頁
。
（
２０９
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
五
）・
判
例
評
論
一
二
五
号
（
昭
和
四
四
年
）
一
〇
〇
頁
。
（
２１０
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
四
）・
一
〇
一
頁
。
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（
２１１
）
川
村
・
前
掲
制
度
（
一
三
）・
五
頁
。
（
２１２
）
四
宮
和
夫
「
物
権
的
価
値
返
還
請
求
権
に
つ
い
て
」『
四
宮
和
夫
民
法
論
集
』（
平
成
二
年
・
弘
文
堂
）
九
七
頁
（
初
出
・
昭
和
五
〇
年
）。
能
見
善
久
「
金
銭
の
法
律
上
の
地
位
」
星
野
英
一
編
集
代
表
『
民
法
講
座
別
巻
１
』（
平
成
二
年
・
有
斐
閣
）
一
〇
二－
一
二
五
頁
も
参
照
。
（
２１３
）
好
美
清
光
「
騙
取
金
銭
に
よ
る
弁
済
に
つ
い
て
」
一
橋
論
叢
九
五
巻
一
号
（
昭
和
六
一
年
）
二
七
頁
も
基
本
的
に
本
論
文
に
お
け
る
四
宮
の
見
解
を
支
持
す
る
。
（
２１４
）
松
岡
久
和
「「
価
値
追
跡
」
説
の
展
開
と
限
界
」
龍
谷
大
学
法
学
部
創
立
二
十
周
年
記
念
論
文
集
『
法
と
民
主
主
義
の
現
代
的
課
題
』（
平
成
元
年
・
有
斐
閣
）
三
四
一
頁
は
、
物
権
的
価
値
返
還
請
求
権
を
「
ご
く
部
分
的
な
意
義
し
か
持
た
な
い
中
途
半
端
な
存
在
」
と
い
う
。
（
２１５
）
四
宮
・
前
掲
論
文
・
九
七
頁
。
（
２１６
）
四
宮
・
前
掲
論
文
・
九
九
頁
。
（
２１７
）
四
宮
・
前
掲
論
文
・
一
一
三
頁
。
（
２１８
）
添
付
に
よ
っ
て
生
じ
た
償
金
請
求
権
が
基
本
的
に
は
こ
の
類
型
に
当
て
は
ま
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
（
四
宮
和
夫
『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
』（
昭
和
五
六
年
・
青
林
書
院
）
一
八
五
頁
）。
た
だ
し
、
四
宮
・
前
掲
書
・
二
〇
一
頁
で
は
添
付
に
よ
っ
て
財
産
的
利
益
の
移
動
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
の
実
質
に
即
し
て
類
型
を
考
察
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
２１９
）
四
宮
・
前
掲
書
・
一
八
七－
一
八
八
頁

注
（
一
）。
（
２２０
）
い
ず
れ
も
四
宮
・
前
掲
書
・
一
八
七
頁

注
（
一
）。
（
２２１
）
と
り
わ
け
添
付
に
よ
っ
て
所
有
権
を
失
う
者
の
意
思
に
基
づ
か
ず
に
添
付
が
生
じ
た
場
合
が
こ
れ
と
類
似
す
る
。
「
添
附
の
規
定
は
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
、「
有
体
物
」
所
有
権
の
変
動
の
み
に
関
す
る
約
束
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
約
束
と
し
て
は
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
添
附
の
事
例
に
つ
い
て
普
遍
的
に
妥
当
す
る
。
し
か
し
、
二
四
八
条
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
は
、
加
工
等
を
媒
介
し
た
占
有
が
、
所
有
・
非
所
有
の
対
抗
関
係
の
場
で
の
裸
の
占
有
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
無
効
あ
る
い
は
取
り
消
さ
れ
た
契
約
に
媒
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
に
応
じ
て
、
類
型
的
に
分
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」（
傍
点
、
原
文
。）
と
す
る
川
村
泰
啓
「
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
諸
類
型
（
二
）」
判
例
評
論
七
七
号
（
昭
和
四
〇
年
）
一
頁
注

も
こ
れ
を
示
唆
す
る
も
の
か
。
（
２２２
）
四
宮
・
前
掲
書
・
二
四
〇
頁
以
下
は
他
人
の
建
築
材
料
の
取
付
に
よ
っ
て
添
付
が
生
じ
る
過
程
に
第
三
者
が
関
与
す
る
ケ
ー
ス
を
扱
う
７９
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
が
、
償
金
請
求
権
の
有
す
る
性
質
に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
（
２２３
）
不
動
産
付
合
に
関
す
る
昭
和
五
〇
年
代
前
半
ま
で
の
判
例
・
裁
判
例
は
瀬
川
・
前
掲
書
に
お
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
期
ま
で
の
判
例
・
裁
判
例
に
つ
い
て
は
本
稿
で
の
紹
介
は
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
。
（
２２４
）
二
四
五
条
に
お
い
て
混
和
事
例
に
は
動
産
付
合
の
規
定
が
準
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
混
和
の
事
例
を
含
め
る
こ
と
と
す
る
。
（
２２５
）
瀬
川
・
前
掲
・
二
二
六
頁
以
下
で
は
農
作
物
と
樹
木
の
事
例
を
分
け
て
分
析
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
樹
木
に
つ
い
て
付
合
が
成
立
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
区
分
で
あ
り
本
稿
に
お
い
て
は
重
要
で
は
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一
括
し
て
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
２２６
）
広
中
・
前
掲
物
権
法
・
四
〇
八
頁
注
（
５
）
は
、
本
判
決
が
甜
瓜
の
播
種
を
権
原
に
基
づ
か
な
い
も
の
と
し
た
点
を
疑
問
視
す
る
。
（
２２７
）
た
だ
し
【
８
】
判
決
に
お
い
て
は
、
畑
地
に
リ
ン
ゴ
樹
を
植
栽
し
た
者
は
賃
貸
人
で
あ
る
の
か
あ
る
い
は
賃
借
人
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
無
断
転
借
人
は
リ
ン
ゴ
産
出
の
た
め
に
施
肥
等
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
無
権
原
者
が
耕
作
を
行
っ
た
事
例
と
し
て
扱
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
（
２２８
）
【
１０
】
判
決
は
売
買
契
約
の
解
釈
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
付
合
当
事
者
間
の
合
意
の
解
釈
が
問
題
と
さ
れ
る
事
案
と
い
う
意
味
で
は
【
３
】
判
決
に
類
似
す
る
。
（
２２９
）
た
だ
し
【
１３
】
判
決
は
傍
論
で
あ
っ
て
、
使
用
貸
借
・
使
用
転
借
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
事
例
で
あ
る
。
（
２３０
）
転
貸
借
の
場
合
に
賃
貸
人
の
承
認
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
付
合
の
成
立
を
否
定
す
る
方
向
に
働
く
。
（
２３１
）
た
だ
し
【
１４
】
判
決
で
は
認
定
が
な
い
。
（
２３２
）
【
１４
】
判
決
も
当
事
者
の
主
張
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
付
合
を
認
め
な
い
と
植
栽
者
に
収
去
義
務
が
生
じ
る
と
し
て
立
木
が
土
地
に
付
合
す
る
と
判
示
し
て
い
た
。
（
２３３
）
た
だ
し
【
１９
】
判
決
は
植
栽
者
の
権
原
の
有
無
を
審
理
さ
せ
る
た
め
に
差
し
戻
し
た
事
例
で
あ
る
。
（
２３４
）
こ
の
判
決
は
二
審
で
も
維
持
さ
れ
た
が
、
上
告
審
で
あ
る
最
判
昭
和
四
一
年
九
月
二
二
日
民
集
二
〇
巻
七
号
一
三
六
七
頁
に
よ
り
、
付
合
と
は
無
関
係
の
理
由
に
よ
っ
て
破
棄
自
判
さ
れ
て
い
る
。
（
２３５
）
厳
密
に
は
地
盤
に
つ
い
て
の
み
賃
借
権
の
二
重
譲
渡
が
生
じ
て
い
る
。
立
木
所
有
を
目
的
と
す
る
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
二
重
譲
渡
が
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生
じ
や
す
い
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
（
２３６
）
こ
の
点
、

に
掲
げ
た
諸
判
決
と
軌
を
一
に
す
る
。
８１
添付の際の償金請求権に関する一考察（三）
（ ）
